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長
谷
川
端
(
文
責)
駒
田
貴
子
村
井
俊
司
解題
一
、
書
誌
こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
、
付
『
源
氏
物
語
筆
者
目
録』
『
源
氏
物
語
秘
訣
(
１)』
各
一
冊
の
中
の
岡
本
主
水
筆
｢
若
紫｣
、
石
井
了
倶
筆
｢
末
摘
花｣
、
左
馬
助
筆
｢
花
宴｣
で
あ
る
。
｢
若
紫｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
、
草
木
の
下
絵
を
描
き
、｢
わ
か
紫｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
五
十
五
丁
、
墨
付
五
十
三
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
三
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
最
終
丁
の
末
に
｢
一
校
了｣
と
記
す
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
末
摘
花｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
、
末
摘
花
を
模
し
た
草
木
を
描
き
、
花
弁
は
紅
の
彩
色
を
施
し
、｢
末
つ
む
は
な｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
三
十
六
丁
、
墨
付
三
十
四
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
四
〜
二
十
五
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
｢
花
宴｣
は
、
綴
葉
装
、
縦
二
十
三
・
六
糎
、
横
十
八
糎
。
表
紙
は
吉
祥
文
の
布
表
紙
、
見
返
は
本
文
共
紙
、
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
題
簽
は
、
中
央
上
部
に
金
銀
泥
に
て
、
花
を
付
け
た
木
々
を
描
き
、
花
は
紅
の
彩
色
を
施
し
、｢
花
の
え
ん｣
と
墨
書
き
す
る
。
全
丁
数
は
十
四
丁
、
墨
付
十
二
丁
、
遊
紙
前
後
各
一
丁
。
内
題
は
な
く
、
一
面
十
行
、
和
歌
は
改
行
し
て
二
字
下
げ
で
記
し
、
2
そ
の
ま
ま
本
文
を
続
け
て
い
る
。
字
数
は
二
〜
二
十
四
字
、
字
高
は
十
九
糎
。
奥
書
、
識
語
は
な
い
。
な
お
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
昌
琢
筆
｢
桐
壺
(
２)｣
、
玄
陳
筆
｢
帚
木
(
３)｣
、
玄
的
筆
｢
空
蝉
(
４)｣
、
岡
本
主
水
筆
｢
夕
顔
(
５)｣
、
西
山
宗
因
筆
｢
紅
葉
賀
(
６)｣
｢
宿
木
(
７)｣
は
、
既
に
解
題
を
付
し
翻
刻
し
た
。
二
、
石
井
了
倶
｢
末
摘
花｣
の
書
写
者
石
井
了
倶
は
、『
石
井
三
家
系
図
(
８)』
に
よ
る
と
、
了
派
を
祖
と
す
る
連
歌
師
(
９)
の
家
の
人
で
あ
る
。
こ
の
『
系
図』
の
該
当
部
分
を
掲
げ
れ
ば
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
顕
伝
明
名
録
(
)』
に
は
、
了
倶
連
歌
師
石
井
氏
昌
叱
時
代
了
心
同
了
倶
子
退
耕
行
勇
弟
子
3
了
派
了
英
了
玄
了
倶
寛
永
五
年
六
月
十
三
日
卒
日
遠
上
人
寛
永
十
九
年
三
月
五
日
遷
化
七
十
一
歳
於
身
延
山
号
心
性
院
了
心
号
閑
林
庵
延
宝
六
年
八
月
十
六
日
卒
八
十
三
歳
慶
安
元
年
之
比
ヨ
リ
伊
達
家
第
十
八
世
右
近
衛
権
少
将
陸
奥
守
忠
宗
君
奉
仕
進
退
判
金
五
枚
扶
持
十
口
分
賜
之
御
相
手
御
相
伴
引
続
綱
宗
君
奉
仕
但
七
種
御
連
歌
ハ
慶
安
三
年
正
月
ヨ
リ
御
発
句
作
代
奉
京
都
ヨ
リ
隔
年
仙
台
エ
下
リ
勤
ム
家
記
焼
失
被
召
出
年
月
不
詳
と
い
う
記
載
も
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
か
ら
、
了
倶
の
父
は
了
玄
で
、
弟
に
日
遠
上
人
が
あ
り
、
子
供
に
了
心
が
い
た
と
知
ら
れ
る
。
没
年
に
つ
い
て
は
、『
系
図』
に
｢
寛
永
五
年
六
月
十
三
日
卒｣
と
記
さ
れ
る
が
、
享
年
を
欠
く
た
め
生
年
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
、『
系
図』
で
わ
か
る
親
族
の
生
没
年
と
、『
連
歌
総
目
録
(
)』
に
あ
る
了
倶
が
出
座
し
た
連
歌
会
の
最
初
と
最
後
の
年
月
日
、
そ
し
て
、
里
村
家
の
人
達
の
生
没
年
も
加
え
、
そ
の
生
涯
を
年
譜
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
年
号
記
事
元
亀
三
年
(
一
五
七
二)
弟
、
日
遠
上
人
出
生
。
天
正
四
年
(
一
五
七
六)
父
、
了
玄
没
。
六
年
(
一
五
七
八)
二
月
二
十
八
日
、
連
歌
会
(
最
初)
。
十
九
年
(
一
五
九
一)
玄
陳
出
生
。
文
禄
二
年
(
一
五
九
三)
玄
的
出
生
。
慶
長
元
年
(
一
五
九
六)
子
息
、
了
心
出
生
。
七
年
(
一
六
〇
二)
紹
巴
没
。
八
年
(
一
六
〇
三)
昌
叱
没
。
十
二
年
(
一
六
〇
七)
玄
仍
没
。
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
四
月
十
二
日
、
紹
巴
二
十
五
回
忌
の
連
歌
会
(
最
後)
。
五
年
(
一
六
二
八)
六
月
十
三
日
没
。
こ
の
年
譜
か
ら
、
了
倶
の
年
齢
を
推
察
す
れ
ば
、
子
息
の
了
心
の
生
年
が
玄
陳
、
玄
的
に
近
い
た
め
、
二
人
の
父
、
玄
仍
と
同
世
代
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
紹
巴
、
昌
叱
か
ら
す
れ
ば
子
供
の
世
代
に
当
た
る
。
4
そ
の
了
倶
に
つ
い
て
『
仙
台
人
名
大
辞
書
(
)』
は
、
連
歌
師
、
慶
長
年
代
の
人
、
里
村
昌
叱
の
門
、
其
の
子
了
心
、
其
子
了
牧
相
続
で
仙
台
藩
の
御
連
歌
師
な
り
。
と
記
し
、
『
宮
城
県
史
(
)』
が
、
石
井
了
具
は
慶
長
時
代
、
里
村
昌
叱
の
門
人
で
、
連
歌
師
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
お
り
、
政
宗
の
殊
遇
を
得
、
そ
の
子
了
心
以
後
藩
に
召
抱
え
ら
れ
た
。
と
解
説
す
る
。
こ
こ
に
あ
る
｢
里
村
昌
叱
の
門｣
｢
里
村
昌
叱
の
門
人｣
と
い
う
昌
叱
と
の
師
弟
関
係
は
、
年
齢
的
に
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
仙
台
藩
と
の
関
係
も
、
了
倶
や
連
歌
の
家
と
し
て
の
石
井
家
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
点
で
あ
る
。
伊
達
家
お
抱
え
の
連
歌
師
と
し
て
は
、
猪
苗
代
家
(
)
が
既
に
出
仕
し
て
お
り
、
了
倶
が
活
躍
し
た
頃
に
は
、
猪
苗
代
家
の
兼
如
、
兼
与
父
子
が
伊
達
政
宗
に
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
た
。
兼
与
と
い
ふ
と
も
の
、
爰
に
を
く
り
き
て
、
わ
れ
に
を
く
る
歌
兼
与
九
重
の
春
に
心
を
と
ゝ
め
ぬ
は
み
ち
の
く
山
の
花
い
か
な
ら
ん
返
し
九
重
の
春
の
名
残
は
い
か
は
か
り
身
に
ま
か
せ
ぬ
は
う
き
世
な
り
け
り
元
和
元
年
(
一
六
一
五)
三
月
、
京
都
か
ら
江
戸
に
向
か
う
政
宗
を
、
兼
与
が
近
江
の
草
津
ま
で
送
っ
た
時
の
贈
答
歌
で
あ
る
。
詞
書
の
中
に
｢
兼
与
と
い
ふ
と
も｣
と
あ
り
、
政
宗
に
近
侍
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
り
、
こ
の
兼
与
が
寛
永
九
年
(
一
六
三
二)
十
二
月
二
十
三
日
に
四
十
九
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
は
、
石
井
家
、
了
倶
が
介
在
す
る
余
地
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
兼
与
5
が
子
息
、
後
継
者
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
政
宗
の
跡
を
継
い
だ
二
代
藩
主
伊
達
忠
宗
が
、
了
倶
の
子
の
了
心
を
召
し
抱
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
綿
抜
豊
昭
氏
(
)
は
、
猪
苗
代
家
が
七
種
連
歌
の
運
営
事
務
等
を
支
障
な
く
行
う
に
は
｢
人｣
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
猪
苗
代
家
は
そ
の
ま
ま
召
し
抱
え
た
う
え
で
、
石
井
了
心
を
新
た
に
召
し
抱
え
、
七
種
連
歌
の
運
営
が
少
し
で
も
順
調
で
あ
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て
い
る
。
と
記
す
。
先
に
掲
げ
た
『
系
図』
の
了
心
の
記
載
に
も
、
こ
の
伊
達
家
へ
の
出
仕
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
実
質
は
了
心
の
代
に
な
り
、
仙
台
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
父
、
了
倶
の
連
歌
活
動
が
あ
り
、
そ
の
基
盤
を
了
心
が
引
き
継
い
だ
結
果
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
了
倶
は
了
心
の
父
と
い
う
関
係
で
、
幕
末
ま
で
長
く
伊
達
家
の
お
抱
え
連
歌
師
を
勤
め
る
石
井
家
の
直
接
の
祖
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
の
了
倶
の
連
歌
活
動
を
見
て
み
た
い
。『
連
歌
総
目
録』
に
よ
る
と
、
了
倶
が
出
座
し
た
連
歌
会
は
百
七
十
五
あ
る
。
こ
の
百
七
十
五
の
連
歌
会
に
於
け
る
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
と
の
同
座
の
数
を
見
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
見
し
て
圧
倒
的
に
昌
琢
と
の
同
座
が
多
い
と
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
昌
琢
が
南
北
里
村
家
の
柱
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
時
期
と
重
な
る
た
め
だ
と
い
え
る
。
昌
琢
に
次
い
で
は
、
昌
俔
、
宗
順
、
玄
陳
、
玄
的
、
玄
仲
の
順
で
、
玄
仲
が
七
十
六
回
と
な
り
、
そ
れ
に
続
く
能
舜
の
十
九
回
と
は
開
き
が
あ
る
。
宗
順
を
除
け
ば
昌
俔
、
玄
陳
、
玄
的
、
玄
仲
の
四
人
は
里
村
一
族
で
あ
り
、
了
倶
の
連
歌
活
動
は
、
昌
琢
を
中
心
と
し
た
里
村
家
に
関
係
す
る
範
疇
で
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
昌
叱
を
師
と
す
る
了
倶
で
あ
れ
ば
、
当
然
の
帰
結
と
い
え
る
。
6
書
写
昌
琢
昌
俔
宗
順
玄
陳
玄
的
玄
仲
能
舜
能
円
行
生
宗
因
能
通
宗
具
伊
益
同
座
数
154
108
94
95
76
76
19
16
６
６
３
３
１
了
倶
出
座
の
連
歌
会
で
、
里
村
家
に
特
に
関
係
の
深
い
連
歌
会
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。
①
元
和
五
年
(
一
六
一
九)
四
月
二
十
一
日
懐
旧
玄
仍
十
三
回
忌
発
句
う
へ
し
世
や
思
ひ
の
露
の
ふ
か
み
草
昌
琢
十
三
・
玄
陳
八
・
玄
仲
十
一
・
昌
俔
十
・
玄
的
八
・
慶
純
九
・
能
札
十
・
宗
順
八
・
了
倶
七
・
能
舜
八
・
昌
俊
七
・
昌
佐
一
②
元
和
五
年
(
一
六
一
九)
七
月
二
十
四
日
懐
旧
昌
叱
十
七
回
忌
発
句
昔
に
や
け
ふ
さ
え
か
へ
る
袖
の
露
昌
琢
十
一
・
昌
俔
九
・
玄
仲
十
・
禅
昌
八
・
玄
陳
八
・
慶
純
八
・
玄
的
七
・
能
札
八
・
英
知
七
・
宗
順
六
・
了
倶
六
・
以
省
六
・
昌
以
五
・
小
珍
一
③
元
和
九
年
(
一
六
二
三)
四
月
二
十
一
日
懐
旧
玄
仍
十
七
回
忌
発
句
年
経
て
も
更
に
歎
の
若
葉
か
な
昌
琢
十
二
・
玄
陳
九
・
玄
仲
十
一
・
昌
俔
十
・
玄
的
八
・
仙
厳
九
・
慶
純
九
・
宗
順
八
・
了
倶
８
・
宗
閑
七
・
能
円
八
・
昌
佐
一
④
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
四
月
十
二
日
懐
旧
紹
巴
廿
五
回
忌
発
句
花
や
あ
は
れ
無
か
こ
と
葉
の
名
取
草
7
玄
仲
十
三
・
玄
的
九
・
玄
陳
九
・
昌
俔
十
・
慶
純
十
・
宗
順
九
・
了
倶
九
・
友
継
八
・
能
舜
八
・
吉
真
七
・
宣
滋
七
・
能
吉
一
こ
の
四
つ
は
紹
巴
、
昌
叱
、
玄
仍
の
忌
日
、
追
善
の
連
歌
会
で
あ
り
、
こ
れ
に
了
倶
が
一
座
し
て
い
る
状
況
も
、
里
村
家
と
の
関
係
の
深
さ
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
次
に
、
こ
の
了
倶
出
座
の
連
歌
会
を
、｢
末
摘
花｣
書
写
の
頃
に
絞
り
見
て
み
た
い
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
五
十
四
帖
揃
の
書
写
年
代
は
、
寛
永
の
早
い
時
期
、
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
と
考
え
ら
れ
た
。
先
の
『
系
図』
に
記
さ
れ
る
了
倶
の
没
年
は
、｢
寛
永
五
年
(
一
六
二
八)
六
月
十
三
日｣
で
あ
り
、
了
倶
の
生
涯
の
中
で
は
、｢
末
摘
花｣
の
書
写
は
、
晩
年
の
事
跡
と
な
る
。
『
連
歌
総
目
録』
に
よ
る
と
、
こ
の
寛
永
四
年
(
一
六
二
七)
か
ら
六
年
(
一
六
二
九)
の
頃
は
、
既
に
了
倶
の
連
歌
活
動
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
か
ら
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
迄
の
了
倶
出
座
の
連
歌
会
を
取
り
上
げ
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
と
の
同
座
状
況
を
表
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
8
年
月
日
了
倶
昌
琢
玄
陳
玄
的
昌
俔
玄
仲
宗
順
宗
因
行
生
伊
益
寛
永
元
年
(
一
六
二
四)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
○
六
月
九
日
○
二
年
(
一
六
二
五)
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
三
月
三
日
○
○
○
○
○
五
月
晦
日
○
○
○
○
○
八
月
十
四
日
○
○
○
『連
歌
総
目
録』
に
よ
る
と
、
年
月
日
が
明
白
な
了
倶
出
座
の
連
歌
会
は
、
天
正
六
年
(
一
五
七
八)
二
月
二
十
八
日
か
ら
、
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
四
月
十
二
日
、
紹
巴
二
十
五
回
忌
の
連
歌
会
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
期
間
は
四
十
九
年
に
及
ぶ
。
こ
の
表
に
見
ら
れ
る
同
座
の
顔
ぶ
れ
は
、
先
に
掲
げ
た
了
倶
出
座
の
全
て
の
連
歌
会
を
示
し
た
表
と
同
じ
く
、
昌
琢
を
中
心
と
し
た
里
村
一
族
と
の
同
座
が
多
く
、
そ
の
傾
向
は
晩
年
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
わ
か
る
。
こ
の
里
村
家
と
の
親
密
な
関
係
が
、
了
倶
の
こ
こ
に
翻
刻
し
た
｢
末
摘
花｣
、
そ
し
て
も
う
一
冊
｢
常
夏｣
を
書
写
し
た
理
由
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
は
一
人
一
巻
の
書
写
が
多
い
中
で
、
複
数
の
巻
の
書
写
者
は
、
里
村
一
族
や
里
村
一
門
の
限
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
了
倶
が
二
冊
の
書
写
を
担
当
し
た
の
は
、
正
し
く
連
歌
会
で
わ
か
る
里
村
家
と
の
親
密
な
関
係
に
よ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
了
倶
が
『
源
氏
物
語』
で
六
番
目
に
あ
た
る
｢
末
摘
花｣
を
担
当
し
た
の
は
、｢
桐
壺｣
を
昌
琢
、｢
帚
木｣
を
玄
陳
、
｢
空
蝉｣
を
玄
的
と
、
里
村
一
族
の
人
々
を
長
幼
の
順
に
割
り
振
っ
た
後
、
書
写
の
専
門
家
で
あ
る
｢
筆
功｣
の
｢
夕
顔｣
｢
若
紫｣
を
挟
ん
で
、
一
門
の
長
老
格
に
あ
た
る
了
倶
に
割
り
当
て
ら
れ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
了
倶
は
、
連
歌
師
と
し
て
の
石
井
家
を
、
激
動
の
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
存
続
さ
せ
、
子
の
了
心
が
伊
達
家
の
連
歌
師
に
抜
擢
さ
れ
る
基
盤
を
築
き
、
昌
叱
の
門
人
と
し
て
、
里
村
家
の
人
々
と
共
に
連
歌
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
『
源
氏
物
9
三
年
(
一
六
二
六)
一
月
○
○
○
○
○
一
月
三
日
○
○
○
○
○
○
一
月
二
十
一
日
○
○
○
○
○
四
月
十
二
日
○
○
○
○
○
○
12
８
10
７
11
１
７
２
２
１
語』
揃
に
於
て
は
、
二
巻
の
書
写
を
担
当
す
る
当
時
の
連
歌
界
で
は
、
看
過
で
き
な
い
連
歌
師
の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。
三
、｢
筆
功｣
二
人
―
岡
本
主
水
と
左
馬
助
の
書
写
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
で
｢
筆
功｣
は
、
岡
本
主
水
と
左
馬
助
の
二
人
で
あ
る
。
主
水
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、｢
夕
顔｣
を
翻
刻
(
)
し
た
際
に
触
れ
た
の
で
省
略
す
る
が
、
主
水
の
書
写
巻
は
二
十
一
巻
と
、
群
を
抜
い
て
多
い
。
そ
の
中
に
は
｢
若
菜｣
の
上
下
、｢
総
角｣
と
い
っ
た
長
大
な
巻
も
含
ま
れ
、
文
字
通
り
｢
筆
功｣
と
い
う
、
書
写
の
専
門
家
と
し
て
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
完
成
に
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
も
う
一
人
の
左
馬
助
は
、
分
量
と
し
て
も
長
く
な
い
｢
花
宴｣
一
巻
の
み
担
当
で
あ
り
、
主
水
と
は
対
照
的
に
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
者
と
し
て
、
単
に
名
を
連
ね
た
の
み
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
出
自
は
未
詳
で
あ
る
。
今
、
二
人
の
｢
筆
功｣
が
書
写
し
た
｢
若
紫｣
｢
末
摘
花｣
を
加
え
て
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
翻
刻
は
、
巻
頭
｢
桐
壺｣
か
ら
｢
花
宴｣
ま
で
を
刊
行
で
き
た
。
そ
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
、
傍
書
、
合
点
、
朱
点
も
本
文
に
付
し
た
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
に
着
目
し
て
、｢
桐
壺｣
か
ら
｢
花
宴｣
ま
で
の
巻
に
、
こ
れ
も
翻
刻
を
す
で
に
終
え
た
｢
宿
木｣
を
加
え
て
、
そ
の
数
を
調
べ
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。
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巻
桐
壺
帚
木
空
蝉
夕
顔
若
紫
末
摘
花
紅
葉
賀
花
宴
宿
木
書
写
者
昌
琢
玄
陳
玄
的
岡
本
主
水
岡
本
主
水
了
倶
宗
因
左
馬
助
宗
因
ミ
セ
ケ
チ
２
０
０
76
70
２
48
７
22
補
入
７
０
１
48
49
０

３
19
傍
書
０
２
０
２
10
１
４
１
12
総
計
の
項
目
を
概
観
す
る
と
、
主
水
の
書
写
し
た
巻
に
そ
の
数
が
多
い
と
わ
か
る
。
そ
の
書
写
に
か
か
る
｢
夕
顔｣
の
最
終
丁
の
末
に
は
｢
一
校
了
又
校
了｣
と
あ
り
、
同
じ
く
主
水
書
写
の
｢
若
紫｣
の
最
終
丁
に
も
｢
一
校
了｣
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
る
。
こ
の
書
き
入
れ
を
念
頭
に
、
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
の
多
さ
を
見
れ
ば
、
主
水
が
書
写
し
た
巻
は
校
正
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
等
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
朱
点
の
項
目
を
見
れ
ば
、
こ
れ
も
主
水
の
書
写
巻
の
数
が
多
く
、
昌
琢
、
宗
因
の
｢
紅
葉
賀｣
そ
し
て
左
馬
助
の
担
当
巻
に
は
付
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
巻
に
は
全
く
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
特
に
宗
因
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
二
つ
の
巻
、｢
紅
葉
賀｣
は
二
十
八
あ
る
の
に
対
し
て
、
分
量
的
に
も
遙
か
に
多
い
｢
宿
木｣
は
な
し
と
い
う
の
は
、
好
対
照
と
な
っ
て
い
る
。
表
の
朱
点
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
ミ
セ
ケ
チ
、
補
入
、
傍
書
な
ど
全
て
の
項
目
も
含
め
、
そ
の
理
由
を
考
え
れ
ば
、
親
本
通
り
書
写
し
た
た
め
、
書
写
者
に
よ
っ
て
朱
点
等
を
入
れ
た
り
省
略
し
た
り
し
た
等
、
様
々
な
可
能
性
が
推
察
さ
れ
る
。
結
論
は
、
や
は
り
、
す
べ
て
の
巻
の
調
査
の
後
、
ま
た
は
、
更
に
多
く
の
巻
の
傾
向
を
把
握
し
た
後
に
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、｢
筆
功｣
と
し
て
多
く
の
巻
を
担
当
し
て
い
る
岡
本
主
水
の
書
写
し
た
二
巻
に
は
、
校
正
を
し
た
と
い
う
記
載
が
あ
り
、
ミ
セ
ケ
チ
等
が
多
い
と
い
う
事
実
を
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
校
正
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
記
載
や
、
主
水
が
書
写
し
た
｢
若
紫｣
に
あ
る
同
じ
字
を
書
き
改
め
、
ミ
セ
ケ
チ
と
し
て
い
る
、
な
に
か
し
寺
と
い
ふ
所
に
か
し
こ
きき
を
こ
な
ひ
人
(｢
若
紫｣
１
丁
オ
・
４
行
目)
11
合
点
１
０
０

14
０
７
10
０
朱
点
47
０
０
113
150
０

２
０
総
計
57
２
１
253
293
３
116
23
53
ま
の
か
み
の
こ
の
く
ら
人
よ
り
こ
と
し
か
うう
ふ
り
え
た
る
(｢
若
紫｣
５
丁
ウ
・
１
行
目)
と
い
う
用
例
か
ら
、
主
水
の
正
確
に
書
写
し
、
そ
の
本
文
を
提
供
し
た
い
と
い
う
書
写
態
度
が
窺
え
る
。
こ
の
主
水
が
書
写
し
た
｢
若
紫｣
の
中
に
は
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
本
文
系
統
を
考
え
る
の
に
有
効
な
部
分
も
あ
る
。
北
山
で
光
源
氏
が
紫
の
上
を
垣
間
見
す
る
場
面
に
あ
る
紫
の
上
の
母
の
年
齢
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
こ
姫
君
は
十
二
に
て
殿
に
を
く
れ
給
ひ
し
ほ
と
い
み
し
う
物
(
８
丁
ウ
・
７
〜
８
行
目)
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
｢
十
二｣
と
す
る
が
、『
源
氏
物
語
大
成
(
)』
本
文
(
大
島
本)
の
当
該
部
は
｢
十
は
か
り｣
と
な
っ
て
い
る
。｢
十
二｣
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
榊
原
本
・
肖
柏
本
・
三
条
西
家
本
で
、｢
十
二｣
の
｢
二｣
を
ミ
セ
ケ
チ
と
し
て
｢
は
か
り｣
と
す
る
の
が
池
田
本
で
あ
る
。
里
村
家
は
三
条
西
家
と
近
い
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
三
条
西
家
本
と
一
致
す
る
の
は
自
然
の
流
れ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
本
書
よ
り
時
代
が
下
る
が
、『
湖
月
抄
(
)』
、『
首
書
源
氏
物
語
(
)』
、『
絵
入
源
氏
物
語
(
)』
(
承
応
本
・
無
刊
記
小
本)
な
ど
の
江
戸
期
の
版
本
は
｢
十
二｣
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
系
統
に
つ
い
て
も
ミ
セ
ケ
チ
、
朱
点
な
ど
同
様
、
詳
し
く
は
後
に
考
え
て
み
た
い
。
四
、
結
語
伊
達
政
宗
は
、
文
禄
三
年
(
一
五
九
四)
二
月
二
十
九
日
、
豊
臣
秀
吉
主
催
の
吉
野
山
で
の
花
見
の
時
に
、
は
な
の
ね
か
ひ
侍
従
政
宗
お
な
し
く
は
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
に
ま
か
せ
つ
ゝ
ち
ら
さ
て
花
を
み
る
よ
し
も
か
な
12
は
な
を
ち
ら
さ
ぬ
か
せ
と
を
か
り
し
花
の
木
す
ゑ
も
匂
ふ
な
り
枝
に
し
ら
れ
ぬ
風
や
ふ
く
ら
ん
た
き
の
う
へ
の
は
な
よ
し
の
山
た
き
つ
な
か
れ
に
は
な
ち
れ
は
い
せ
き
に
か
ゝ
る
浪
そ
た
ち
そ
ふ
か
み
の
ま
へ
の
は
な
む
か
し
た
れ
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
の
ね
さ
し
に
て
こ
の
神
か
き
の
花
を
う
へ
け
ん
は
な
の
い
は
ひ
君
が
た
め
よ
し
野
の
山
の
ま
き
の
は
の
と
き
は
に
花
の
色
や
そ
は
ま
し
と
い
う
五
首
の
歌
(
)
を
詠
ん
だ
。
そ
れ
は
、『
芳
野
花
樹
会
懐
紙
(
)』
(
吉
野
懐
紙)
と
し
て
残
り
、
前
田
利
家
が
、
こ
の
政
宗
の
歌
を
誉
め
た
と
い
う
話
は
、
政
宗
の
和
歌
に
つ
い
て
触
れ
る
と
き
よ
く
引
か
れ
る
(
)
。
伊
達
家
の
年
中
行
事
の
中
に
は
、
正
月
七
日
の
七
種
連
歌
が
あ
り
、
政
宗
も
十
一
歳
の
時
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
連
歌
会
に
は
度
々
句
を
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
伊
達
家
の
公
式
記
録
で
政
宗
の
時
代
を
記
す
『
貞
山
公
治
家
記
録
(
)』
付
録
に
は
、
政
宗
の
歌
集
が
納
め
ら
れ
、『
御
記
録
抜
書
(
)』
『
仙
台
黄
門
君
詩
歌
稿
(
)』
『
貞
山
公
集
(
)』
と
い
う
政
宗
の
歌
を
集
め
た
書
物
も
あ
る
。
ま
た
、
政
宗
自
身
が
編
纂
し
、
正
妻
愛
姫
に
贈
っ
た
と
い
わ
れ
る
『
伊
達
の
松
陰
(
)』
に
も
和
歌
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
政
宗
に
と
っ
て
和
歌
は
遠
い
存
在
で
は
な
か
っ
た
と
わ
か
る
。
和
歌
以
外
の
政
宗
の
文
芸
に
関
す
る
事
跡
も
掲
げ
れ
ば
、『
宮
城
県
史』
に
は
、
政
宗
は
宮
沢
西
甫
か
ら
『
源
氏
物
語』
の
講
釈
を
受
け
た
と
あ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
が
古
今
伝
授
を
猪
苗
代
兼
与
か
ら
、
受
け
た
い
と
の
希
望
も
持
っ
て
い
た
(
	)
。
そ
し
て
、『
源
氏
物
語』
『
枕
草
子』
『
新
古
今
集』
『
徒
然
草
(

)』
等
を
書
写
し
、
漢
詩
(
)
も
残
し
て
い
る
。
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政
宗
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
東
北
の
雄
と
し
て
、
伊
達
家
の
版
図
を
広
げ
、
そ
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
優
れ
た
戦
国
大
名
で
あ
る
。
そ
の
政
宗
は
、
こ
こ
に
触
れ
た
よ
う
に
文
芸
に
対
す
る
造
詣
が
深
く
、
更
に
笛
、
鼓
と
い
っ
た
音
楽
に
も
通
暁
し
、
書
は
人
か
ら
請
わ
れ
、
当
時
流
行
の
茶
道
は
千
利
休
に
師
事
し
、
能
楽
、
香
道
、
絵
画
な
ど
に
も
関
心
を
持
つ
、
当
代
一
流
の
文
人
(
)
で
も
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
書
写
さ
れ
た
頃
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
、
大
阪
冬
夏
の
陣
も
終
わ
り
、
世
は
泰
平
の
時
代
を
迎
え
、
伊
達
家
佳
例
の
七
種
連
歌
は
欠
か
さ
ず
行
な
い
(
)
、
時
々
に
詠
ん
だ
政
宗
の
和
歌
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
文
人
政
宗
と
し
て
江
戸
や
仙
台
で
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
政
宗
と
こ
こ
に
翻
刻
し
た
｢
末
摘
花｣
の
書
写
者
了
倶
と
は
、
同
時
代
を
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、『
宮
城
県
史』
に
は
、
了
倶
は
｢
政
宗
の
殊
遇
を
得
(
)｣
と
記
す
。
そ
し
て
、
上
掲
の
吉
野
の
花
見
に
は
、
徳
川
家
康
、
前
田
利
家
な
ど
有
力
大
名
、
菊
亭
晴
季
、
中
山
親
綱
な
ど
の
公
家
に
混
じ
り
、
紹
巴
や
了
倶
の
師
昌
叱
も
参
会
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
が
書
写
さ
れ
た
頃
で
あ
る
、
寛
永
三
年
(
一
六
二
六)
七
月
二
十
四
日
に
は
、
里
村
南
家
の
重
鎮
玄
仲
が
政
宗
の
御
会
に
参
加
(
)
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
了
倶
に
近
い
里
村
家
の
人
達
と
、
政
宗
と
の
直
接
交
渉
も
見
ら
れ
る
。
了
倶
を
取
り
上
げ
る
時
、
そ
の
背
景
に
は
仙
台
藩
、
伊
達
家
そ
し
て
政
宗
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
、
以
前
、
玄
的
や
宗
因
を
考
え
た
時
、
加
藤
家
の
存
在
が
看
過
で
き
な
か
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
り
、
昌
琢
を
中
心
と
し
た
里
村
家
の
場
合
は
、
柳
営
連
歌
を
通
し
て
将
軍
家
へ
と
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
媒
介
は
連
歌
で
あ
り
武
将
に
と
っ
て
の
連
歌
は
、
家
臣
の
結
束
を
固
め
る
た
め
、
或
い
は
、
戦
勝
を
期
し
て
人
智
の
埒
外
に
あ
る
力
に
奉
納
す
る
等
(
)
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
連
歌
を
司
る
の
は
連
歌
師
で
あ
り
、
そ
の
実
作
に
は
、
『
源
氏
物
語』
は
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
(
)
も
あ
る
。
14
こ
の
武
将
、
連
歌
師
そ
し
て
『
源
氏
物
語』
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
正
し
く
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
姿
と
も
い
え
る
。『
源
氏
物
語』
を
徳
川
家
ゆ
か
り
(
)
の
大
名
等
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
京
都
の
連
歌
師
が
中
心
と
な
っ
て
書
写
し
た
の
が
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
形
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
回
翻
刻
し
た
｢
若
紫｣
｢
末
摘
花｣
｢
花
宴｣
を
含
む
、
こ
の
『
源
氏
物
語』
揃
の
形
態
は
、
当
時
の
武
家
の
『
源
氏
物
語』
の
典
型
が
窺
え
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
書
写
者
を
通
し
て
、
当
時
の
社
会
、
文
化
の
動
向
と
骨
格
を
探
知
す
る
知
的
興
味
の
尽
き
な
い
、
華
麗
な
武
家
の
文
物
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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翻
刻
凡
例
一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
仮
名
遣
は
原
本
通
り
と
し
た
が
、
異
体
字
・
略
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
一
、
和
歌
は
改
行
を
し
、
二
字
下
げ
と
し
た
。
一
、
ミ
セ
ケ
チ
は
文
字
の
中
央
に
棒
線
を
付
し
、
訂
正
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
本
文
の
傍
書
は
原
本
通
り
と
し
た
。
一
、
補
入
記
号
が
あ
る
場
合
は
該
当
箇
所
に
｢
○｣
を
付
し
、
補
入
文
字
は
右
に
記
し
た
。
一
、
漢
字
の
踊
字
｢

｣
は
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
本
文
の
朱
点
は
｢
・｣
で
示
し
た
。
一
、
朱
合
点
は
｢
そ
こ
の
み
る
め｣
(
若
紫
６
オ
・
３
行
目)
の
如
く
、
傍
線
で
示
し
た
。
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(
わ
か
紫)
わ
ら
は
や
み
に
わ
つ
ら
ひ
た
ま
ひ
て
よ
ろ
つ
に
ま
し
な
ひ
か
ち
な
と
ま
い
ら
せ
給
へ
と
し
る
し
な
く
て
あ
ま
た
ゝ
ひ
お
こ
り
給
け
れ
は
あ
る
人
き
た
山
に
な
ん
な
に
か
し
寺
と
い
ふ
所
に
か
し
こ
きき
を
こ
な
ひ
人
侍
る
こ
そ
の
夏
も
よ
に
お
こ
り
て
人
々
ま
し
な
ひ
わ
つ
ら
ひ
し
を
や
か
て
と
ゝ
む
る
た
く
ひ
あ
ま
た
侍
り
き
し
ゝ
こ
ら
か
し
つ
る
時
は
う
た
て
侍
る
を
と
く
こ
そ
こ
ゝ
ろ
み
給
は
め
な
と
き
こ
ゆ
れ
は
め
し
に
つ
か
は
し
た
る
に
お
ひ
か
ゝ
ま
り
て
む
ろ
の
と
に
も
ま
か
て
す
と
申
た
れ
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
い
と
し
の
ひ
て
も
の
せ
む
と
１
オ
の
給
て
御
と
も
に
む
つ
ま
し
きき
四
五
人
は
か
り
し
て
ま
た
暁
に
お
は
す
・
や
ゝ
ふ
か
う
い
る
所
な
り
け
り
三
月
の
つ
こ
も
り
な
れ
は
京
の
花
盛
は
み
な
す
き
に
け
り
山
の
桜
は
ま
た
さ
か
り
に
て
い
り
も
て
お
は
す
る
ま
ゝ
に
霞
の
た
ゝ
す
ま
ひ
も
お
か
し
う
見
ゆ
れ
は
か
ゝ
る
あ
り
さ
ま
も
な
ら
ひ
給
は
す
と
こ
ろ
せ
き
御
身
に
て
め
つ
ら
し
う
お
ほ
さ
れ
け
り
寺
の
さ
ま
も
い
と
哀
な
り
み
ね
た
か
く
ふ
か
き
岩
の
中
に
そ
ひ
し
り
い
り
ゐ
た
り
け
る
の
ほ
り
給
て
た
れ
と
も
し
ら
せ
給
は
す
い
と
い
た
う
や
つ
れ
給
へ
れ
１
ウ
と
し
る
き
御
さ
ま
な
れ
は
・
あ
な
か
し
こ
や
一
日
め
し
侍
し
に
や
お
は
し
ま
す
ら
ん
今
は
こ
の
世
の
こ
と
を
お
も
ひ
た
ま
へ
ね
は
け
む
か
た
の
を
こ
な
ひ
も
す
て
わ
す
れ
て
侍
を
い
か
て
か
か
う
お
は
し
ま
し
つ
ら
ん
と
お
と
ろ
き
さ
は
き
う
ち
ゑ
み
つ
ゝ
見
た
て
ま
つ
る
い
と
た
う
と
き
た
い
と
こ
な
り
け
り
さ
る
へ
き
物
つ
く
り
て
す
か
せ
た
て
ま
つ
る
か
ち
な
と
ま
い
る
ほ
と
日
た
か
く
さ
し
あ
か
り
ぬ
・
す
こ
し
た
ち
出
つ
ゝ
見
わ
た
し
給
へ
は
た
か
き
所
に
て
こ
ゝ
か
し
こ
僧
坊
と
も
あ
ら
は
に
見
お
ろ
さ
る
ゝ
た
ゝ
こ
の
つ
ゝ
ら
お
り
の
し
も
に
お
な
し
２
オ
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こ
し
は
な
れ
と
う
る
は
し
う
し
わ
た
し
て
き
よ
け
な
る
や
ら
う
な
と
つ
ゝ
け
て
こ
た
ち
い
と
よ
し
あ
る
は
な
に
人
の
す
む
に
か
と
ゝ
ひ
給
へ
は
御
と
も
な
る
人
是
な
む
な
に
か
し
の
そ
う
つ
の
こ
の
ふ
た
と
せ
こ
も
り
侍
る
は
う
に
侍
る
な
る
・
心
は
つ
か
し
き
人
す
む
な
る
所
に
こ
そ
あ
な
れ
や
○あ
や
し
う
も
あ
ま
り
や
つ
し
け
る
か
な
と
き
ゝ
も
こ
そ
す
れ
と
な
と
の
た
ま
ふ
き
よ
け
な
る
わ
ら
は
な
と
あ
ま
た
い
て
き
て
あ
か
た
て
ま
つ
り
花
お
り
な
と
す
る
も
あ
ら
は
に
見
ゆ
・
か
し
こ
に
女
こ
そ
あ
り
け
れ
そ
う
つ
は
よ
も
さ
や
う
に
は
す
へ
給
は
し
を
２
ウ
い
か
な
る
人
な
ら
ん
と
く
ち


い
ふ
お
もり
て
の
そ
く
も
あ
り
を
か
し
け
な
る
女
こ
と
も
わ
か
き
人
わ
ら
は
へ
な
ん
み
ゆ
る
と
い
ふ
・
君
は
お
こ
な
ひ
し
た
ま
ひ
つ
ゝ
ひ
た
く
る
ま
ゝ
に
い
か
な
ら
ん
と
お
ほ
し
た
る
を
と
か
う
ま
き
ら
は
さ
せ
給
て
お
も
ほ
し
い
れ
ぬ
な
ん
よ
く
侍
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
う
し
ろ
の
山
に
た
ち
出
て
京
の
か
た
を
見
給
ふ
は
る
か
に
霞
わ
た
り
て
よ
も
の
こ
す
ゑ
そ
こ
は
か
と
な
う
け
ふ
り
わ
た
れ
る
ほ
と
ゑ
に
い
と
よ
く
も
に
た
る
か
な
か
ゝ
る
と
こ
ろ
に
す
む
人
心
に
お
も
ひ
残
す
こ
と
は
あ
ら
し
か
し
と
の
給
へ
は
・
こ
れ
は
い
と
あ
さ
く
侍
り
人他
の
３
オ
く
に
な
と
に
侍
る
海
山
の
あ
り
さ
ま
な
と
を
御
覧
せ
さ
せ
て
侍
ら
は
い
か
に
御
ゑ
い
み
○しう
ま
さ
ら
せ
給
は
ん
と
ふ
し
の
山
な
に
か
し
の
た
け
な
と
か
た
り
き
こ
ゆ
る
も
あ
り
又
西
シ
国
の
お
も
し
ろ
き
浦
々
磯
の
う
へ
を
い
ひ
つ
ゝ
く
る
も
あ
り
て
よ
ろ
つ
に
ま
き
ら
は
し
き
こ
ゆ
ち
か
き
所
に
は
は
り
ま
の
あ
か
し
の
浦
こ
そ
猶
こ
と
に
侍
れ
な
に
の
い
た
り
ふ
か
き
く
ま
は
な
け
れ
と
た
ゝ
う
み
の
お
も
て
を
見
わ
た
し
た
る
程
な
む
あ
や
し
く
こ
と
所
に
に
す
ゆ
ほ
ひ
か
な
る
所
に
○侍
・
か
の
く
に
の
さ
き
の
か
み
し
ほ
ち
の
む
す
め
か
し
つ
き
た
る
い
ゑ
い
３
ウ
と
い
た
し
か
し
大
臣
の
ゝ
ち
に
て
い
て
た
ち
も
す
へ
か
り
け
る
人
の
よ
の
ひ
か
物
に
て
ま
し
ら
ひ
も
せ
す
近
衛
の
中
将
を
捨
て
申
た
ま
は
れ
り
け
る
つ
か
さ
な
れ
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と
か
の
く
に
の
人
に
も
す
こ
し
あ
な
つ
ら
れ
て
な
に
の
め
い
ほ
く
に
て
か
又
都
に
も
帰
ら
ん
と
い
ひ
て
か
し
ら
も
お
ろ
し
侍
り
に
け
る
を
す
こ
し
お
く
ま
り
た
る
山
す
み
も
せ
て
さ
る
海
つ
ら
に
い
て
ゐ
た
る
ひ
か


し
き
や
う
な
れ
と
け
に
か
の
国
の
う
ち
に
さ
も
人
の
こ
も
り
ゐ
ぬ
へ
き
所


は
あ
り
な
か
ら
ふ
か
き
さ
と
は
人
は
な
れ
こ
ゝ
ろ
す
こ
く
わ
か
き
さ
い
し
の
お
も
ひ
わ
４
オ
ひ
ぬ
へ
き
に
よ
り
か
つ
は
心
を
や
れ
る
す
ま
ゐ
に
な
む
侍
る
・
さ
い
つ
こ
ろ
ま
か
り
く
た
り
○て
侍
り
し
つ
い
て
に
あ
り
さ
ま
見
給
へ
に
よ
り
て
侍
り
し
か
は
京
に
て
こ
そ
と
こ
ろ
え
ぬ
や
う
な
り
け
れ
そ
こ
ら
は
る
か
に
い
か
め
し
う
し
め
て
つ
く
れ
る
さ
ま
さ
は
い
へ
と
国
の
つ
か
さ
に
て
し
を
き
け
る
こ
と
な
れ
は
残
り
の
よ
は
ひ
ゆ
た
か
に
ふ
へ
き
心
か
ま
へ
も
に
な
く
し
た
り
け
り
の
ち
の
よ
の
つ
と
め
も
い
と
よ
く
し
て
な
か


ほ
う
し
ま
さ
り
し
た
る
人
に
な
む
侍
り
け
る
と
申
せ
は
・
さ
て
そ
の
む
す
め
は
と
ゝ
ひ
給
ふ
け
し
う
は
４
ウ
あ
ら
す
か
た
ち
心
は
せ
な
と
侍
る
な
り
た
い


の
国
の
つ
か
さ
と
○な
と
よ
う
い
こ
と
に
し
て
さ
る
心
は
へ
み
す
な
れ
と
さ
ら
に
う
け
ひ
か
す
わ
か
み
の
か
く
い
た
つ
ら
に
し
つ
め
る
た
に
あ
る
を
こ
の
人
ひ
と
り
に
こ
そ
あ
れ
お
も
ふ
さ
ま
○こ
と
な
り
も
し
わ
れ
に
を
く
れ
て
○その
こ
ゝ
ろ
さ
し
と
け
す
○この
お
も
ひ
を
き
つ
る
す
く
せ
た
るか
は
ゝ
海
に
い
り
ね
と
つ
ね
に
ゆ
い
こ
ん
し
を
き
て
侍
る
な
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
君
も
お
か
し
と
き
ゝ
給
人
々
か
い
り
う
わ
う
の
き
さ
き
に
な
る
へ
き
い
つ
き
む
す
め
な
ゝ
り
心
た
か
さ
く
る
し
や
と
て
わ
ら
ふ
・
か
く
い
ふ
は
は
り
５
オ
ま
の
か
み
の
こ
の
く
ら
人
よ
り
こ
と
し
か
うう
ふ
り
え
た
る
な
り
け
り
い
と
す
き
た
る
物
な
れ
は
は
か
の
入
道
の
ゆ
い
こ
ん
や
ふ
り
つ
へ
き
心
は
あ
ら
ん
か
し
さ
て
た
ゝ
す
み
よ
る
な
ら
ん
と
い
ひ
あ
へ
り
・
い
て
や
さ
い
ふ
と
も
ゐ
中
ひ
た
ら
ん
お
さ
な
く
よ
り
さ
る
所
に
お
ひ
い
て
ゝ
ふ
る
め
い
た
る
お
や
に
の
み
し
た
か
ひ
た
ら
む
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は
・
は
ゝ
こ
そ
ゆ
へ
あ
る
へ
け
れ
よ
き
わ
か
う
と
わ
ら
は
な
と
み
や
こ
の
や
む
こ
と
な
き
所
々
よ
り
る
い
に
ふ
れ
て
た
つ
ね
と
り
て
ま
は
ゆ
く
こ
そ
も
て
な
す
な
れ
情
な
き
人
に
な
り
て
ゆ
か
は
さ
て
心
や
す
く
て
し
５
ウ
も
え
を
き
た
ら
し
を
や
な
と
い
ふ
も
あ
り
・
君
な
に
心
あ
り
て
う
み
の
そ
こ
ま
て
ふ
か
う
お
も
ひ
い
る
ら
ん
そ
こ
の
み
る
め
も
物
む
つ
か
し
う
な
と
の
た
ま
ひ
て
た
ゝ
な
ら
す
お
ほ
し
た
り
か
や
う
に
て
も
な
へ
て
な
ら
す
も
て
ひ
か
み
た
る
こ
と
こ
の
み
給
御
心
な
れ
は
御
心
と
ゝ
ま
ら
ん
を
や
と
見
た
て
ま
つ
る
・
く
れ
か
ゝ
り
ぬ
れ
と
お
こ
ら
せ
給
は
す
な
り
ぬ
る
に
こ
そ
は
あ
め
れ
は
や
か
へ
ら
せ
給
な
む
と
あ
る
を
た
い
と
こ
御
物
の
け
な
と
く
は
ゝ
れ
る
さ
ま
に
お
は
し
ま
し
け
る
を
こ
よ
ひ
は
な
を
な
を
し
つ
か
に
か
ち
な
と
ま
い
り
て
出
さ
せ
６
オ
給
へ
と
申
さ
も
あ
る
事
と
皆
人
申
君
も
か
ゝ
る
た
ひ
ね
も
な
ら
ひ
給
は
ね
は
さ
す
か
に
お
か
し
く
て
さ
ら
は
暁
に
と
の
給
・
日
も
い
と
な
か
き
に
つ
れ


な
れ
は
夕
暮
の
い
た
う
霞
た
る
に
ま
き
れ
て
か
の
こ
し
は
か
き
の
も
と
に
た
ち
出
給
人
々
は
か
へ
し
給
て
こ
れ
み
つ
は
か
り
御
と
も
に
て
の
そ
き
給
へ
は
た
ゝ
こ
の
に
し
お
も
て
に
し
も
ち
仏
す
へ
奉
り
て
を
こ
な
ふ
あ
ま
な
り
け
り
す
た
れ
す
こ
し
あ
け
て
花
た
て
ま
つ
る
め
り
中
の
は
し
ら
に
よ
り
ゐ
て
け
う
そ
く
の
う
へ
に
経
を
ゝ
き
て
い
と
な
や
ま
し
け
に
よ
み
６
ウ
ゐ
た
る
あ
ま
君
た
ゝ
人
と
み
え
す
四
十
よ
許
に
て
い
と
し
ろ
う
あ
て
に
や
せ
た
れ
と
つ
ら
つ
き
ふ
く
ら
か
に
ま
み
の
ほ
と
か
み
の
う
つ
く
し
け
に
そ
か
れ
た
る
す
ゑ
も
中


な
か
き
よ
り
も
こ
よ
な
う
い
ま
め
か
し
き
物
か
な
と
哀
に
見
給
き
よ
け
な
る
お
と
な
ふ
た
り
は
か
り
さ
て
は
わ
ら
は
へ
そ
出
い
り
あ
そ
ふ
中
に
十
は
か
り
に
や
あ
ら
ん
と
み
え
て
し
ろ
き
き
ぬ
や
ま
ふ
き
な
と
の
な
れ
た
る
き
て
は
し
り
き
た
る
女
こ
あ
ま
た
み
え
つ
る
子
と
も
に
ゝ
る
へ
う
も
あ
ら
す
い
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み
し
く
お
ひ
さ
き
み
え
て
う
つ
く
し
け
な
る
か
た
ち
な
り
７
オ
か
み
は
あ
ふ
き
を
ひ
ろ
け
た
る
や
う
に
ゆ
ら


と
し
て
か
ほ
は
い
と
あ
か
く
す
り
な
し
て
た
て
り
な
に
こ
と
そ
や
わ
ら
は
へ
と
は
ら
た
ち
給
へ
る
か
と
て
あ
ま
君
の
見
あ
け
た
る
に
す
こ
し
お
ほ
え
た
る
所
あ
れ
は
こ
な
め
り
と
見
給
ふ
・
す
ゝ
め
の
こ
を
い
ぬ
き
か
に
か
し
つ
る
ふ
せ
こ
の
う
ち
に
こ
め
た
り
つ
る
物
を
と
て
い
と
く
ち
お
し
と
お
も
へ
り
こ
の
ゐ
た
る
お
と
な
れ
い
の
心
な
し
の
か
ゝ
る
わ
さ
を
し
て
さ
い
な
ま
る
ゝ
こ
そ
い
と
心
つ
き
な
け
れ
い
つ
か
た
へ
か
ま
か
り
ぬ
る
い
と
を
か
し
う
や
う


な
り
つ
る
物
を
か
ら
す
な
と
も
こ
そ
み
つ
く
れ
７
ウ
と
て
た
ち
て
ゆ
く
か
み
ゆ
る
ゝ
か
に
い
と
な
か
く
め
や
す
き
人
な
め
り
少
納
言
の
め
の
と
ゝ
そ
人
い
ふ
め
る
は
こ
の
子
の
う
し
ろ
み
な
る
へ
し
・
あ
ま
君
い
て
あ
な
お
さ
な
や
い
ふ
か
ひ
な
う
物
し
給
か
な
を
の
か
か
く
け
ふ
あ
す
に
な
り
ぬ
る
い
の
ち
を
は
な
に
と
も
お
ほ
し
た
ら
て
す
ゝ
め
し
た
ひ
た
ま
ふ
ほ
と
よ
つ
み
う
る
こ
と
そ
と
つ
ね
に
き
こ
ゆ
る
を
心
う
く
と
て
こ
ち
や
と
い
へ
は
つ
い
ゐ
た
り
つ
ら
つ
き
い
と
ら
う
た
け
に
て
眉
の
わ
た
り
う
ち
け
ふ
り
い
は
け
な
く
か
い
や
り
た
る
ひ
た
ひ
つ
き
か
ん
さ
し
い
み
し
う
う
つ
く
し
ね
ひ
ゆ
か
ん
さ
ま
ゆ
か
し
き
人
８
オ
か
な
と
め
と
ま
り
給
・
さ
る
は
か
き
り
な
う
心
を
つ
く
し
き
こ
ゆ
る
人
に
い
と
よ
う
に
た
て
ま
つ
れ
る
か
ま
ほ
ら
る
ゝ
な
り
け
り
と
お
も
ふ
に
も
涙
そ
お
つ
る
・
あ
ま
君
か
み
を
か
き
な
て
つ
ゝ
け
つ
る
事
を
も
う
る
さ
か
り
給
へ
と
を
か
し
の
御
く
し
や
い
と
は
か
な
う
物
し
た
ま
ふ
こ
そ
哀
に
う
し
ろ
め
た
け
れ
か
は
か
り
に
な
れ
は
い
と
か
ゝ
ら
ぬ
人
も
あ
る
物
を
こ
姫
君
は
十
二
に
て
殿
に
を
く
れ
給
ひ
し
ほ
と
い
み
し
う
物
は
思
し
り
給
へ
り
し
かも
イし
た
ゝ
い
ま
を
の
れ
み
す
て
奉
ら
は
い
か
て
よ
に
お
は
せ
ん
と
す
ら
む
と
８
ウ
て
い
み
し
く
な
く
を
み
給
も
す
ゝ
ろ
に
か
な
し
・
お
さ
21
な
心
ち
に
も
さ
す
か
に
う
ち
ま
も
り
て
ふ
し
め
に
な
り
て
う
つ
ふ
し
た
る
に
こ
ほ
れ
か
ゝ
り
た
る
か
み
つ
や


と
め
て
た
う
み
ゆ
お
ひ
た
ゝ
む
あ
り
か
も
し
ら
ぬ
若
草
を
ゝ
く
ら
す
露
そ
き
え
ん
そ
ら
な
き
又
ゐ
た
る
お
と
な
け
に
と
う
ち
な
き
て
は
つ
く
さ
の
お
ひ
行
す
ゑ
も
し
ら
ぬ
ま
に
い
か
て
か
露
の
き
え
ん
と
す
ら
む
と
き
こ
ゆ
る
ほ
と
に
僧
都
あ
な
た
よ
り
き
て
こ
な
た
は
あ
ら
は
に
や
侍
ら
ん
け
ふ
し
９
オ
も
は
し
に
お
は
し
ま
し
け
る
か
な
こ
の
か
み
の
ひ
し
り
の
か
た
に
源
氏
○の
中
将
の
わ
ら
は
や
み
ま
し
な
ひ
に
物
し
給
ふ
け
る
を
た
ゝ
今
な
ん
き
ゝ
つ
け
侍
る
い
み
し
う
し
の
ひ
給
け
れ
は
え
し
り
侍
ら
て
こ
ゝ
に
侍
り
な
か
ら
御
と
ふ
ら
ひ
に
も
ま
う
て
さ
り
け
る
と
の
給
へ
は
・
あ
な
い
み
し
や
い
と
あ
や
し
き
さ
ま
を
人
や
み
つ
ら
ん
と
て
す
た
れ
お
ろ
し
つ
・
こ
の
よ
に
の
ゝ
し
り
給
ふ
ひ
か
る
源
氏
か
ゝ
る
つ
い
て
に
見
た
て
ま
つ
り
給
は
ん
や
よ
を
す
て
た
る
ほ
う
し
の
心
ち
に
も
い
み
し
う
世
の
う
れ
へ
わ
す
れ
よ
は
ひ
の
ふ
る
人
の
御
あ
り
さ
ま
９
ウ
な
り
い
て
御
そ
う
そ
こ
き
こ
え
ん
と
て
た
つ
を
と
す
れ
は
か
へ
り
給
ぬ
・
哀
な
る
人
を
み
つ
る
か
な
か
ゝ
れ
は
こ
の
す
き
も
の
と
も
は
か
ゝ
る
あ
り
き
を
の
み
し
て
よ
く
さ
る
ま
し
き
人
を
も
み
つ
く
る
な
り
け
り
た
ま
さ
か
に
た
ち
い
つ
る
た
に
か
く
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
こ
と
を
見
る
よ
と
お
か
し
う
お
ほ
す
さ
て
も
い
と
う
つ
く
し
か
り
つ
る
ち
こ
か
な
な
に
人
な
ら
ん
か
の
人
の
御
か
は
り
に
明
暮
の
な
く
さ
め
に
も
み
は
や
と
お
も
ふ
心
ふ
か
う
つ
き
ぬ
・
う
ち
ふ
し
給
へ
る
に
僧
都
の
御
て
し
こ
れ
み
つ
を
よ
ひ
出
さ
す
程
な
き
所
な
れ
は
君
も
や
10
オ
か
て
き
ゝ
給
・
よ
き
り
お
は
し
ま
し
け
る
よ
し
た
ゝ
今
な
む
人
申
に
お
と
ろ
き
な
か
ら
さ
ふ
ら
ふ
へ
き
を
な
に
か
し
こ
の
寺
に
こ
も
り
侍
り
と
は
し
ろ
し
め
し
な
か
ら
忍
ひ
さ
せ
給
へ
る
を
う
れ
は
し
く
お
も
ひ
給
へ
22
て
な
ん
く
さ
の
御
む
し
ろ
も
こ
の
は
う
に
こ
そ
ま
う
け
侍
へ
け
れ
○い
と
ほ
ひい
な
き
事
と
申
給
へ
り
・
い
ぬ
る
十
よ
日
の
程
よ
り
わ
ら
は
や
み
に
わ
つ
ら
ひ
侍
る
を
た
ひ
か
さ
な
り
て
た
へ
か
た
う
侍
れ
は
人
の
を
し
へ
の
ま
ゝ
に
俄
に
た
つ
ね
い
り
侍
つ
れ
と
か
う
や
う
な
る
人
の
し
る
し
あ
ら
は
さ
ぬ
と
き
は
し
た
な
か
る
へ
き
も
た
ゝ
10
ウ
な
る
よ
り
は
い
と
お
し
う
お
も
ひ
給
へ
つ
ゝ
み
て
な
む
い
た
う
し
の
ひ
侍
つ
る
今
そ
な
た
に
も
と
の
給
へ
り
・
す
な
は
ち
僧
都
ま
い
り
給
へ
り
ほ
う
し
な
れ
と
い
と
心
は
つ
か
し
く
人
か
ら
も
や
む
こ
と
な
く
よ
に
お
も
は
れ
た
ま
へ
る
人
な
れ
は
か
る


し
き
御
あ
り
さ
ま
を
は
し
た
な
う
お
ほ
す
・
か
く
こ
も
れ
る
ほ
と
の
御
物
か
た
り
な
と
き
こ
え
給
て
お
な
し
柴
の
い
ほ
り
な
れ
と
す
こ
し
す
ゝ
し
き
水
の
な
か
れ
も
御
覧
せ
さ
せ
む
と
せ
ち
に
き
こ
え
給
へ
は
か
の
ま
た
み
ぬ
人
々
に
こ
と


し
う
い
ひ
き
か
せ
つ
る
を
つ
ゝ
ま
し
う
お
ほ
せ
と
哀
な
11
オ
り
つ
る
あ
り
さ
ま
も
い
ふ
か
し
く
て
お
は
し
ぬ
・
け
に
い
と
心
こ
と
に
よ
し
あ
り
て
お
な
し
木
草
を
も
う
へ
な
し
給
へ
り
月
も
な
き
こ
ろ
な
れ
は
や
り
水
に
か
ゝ
り
ひ
と
も
し
と
う
ろ
な
と
に
も
ま
い
り
た
り
南
お
も
て
い
と
き
よ
け
に
し
つ
ら
ひ
給
へ
り
そ
ら
た
き
物
こ
ゝ
ろ
に
く
ゝ
か
ほ
り
○い
て
名
香
の
か
な
と
に
ほ
ひ
み
ち
た
る
に
君
の
御
を
ひ
か
せ
い
と
こ
と
な
れ
は
う
ち
の
人
々
も
心
つ
か
ひ
す
へ
か
め
り
・
僧
都
よ
の
つ
ね
な
き
御
物
か
た
り
の
ち
の
よ
の
事
な
と
き
こ
え
し
ら
せ
給
わ
か
御
つ
み
の
ほ
と
お
そ
ろ
し
う
あ
ち
き
な
き
事
に
心
を
し
め
て
11
ウ
い
け
る
か
き
り
こ
れ
を
お
も
ひ
な
や
む
へ
き
な
め
り
ま
し
て
後
世
の
い
み
し
か
る
へ
き
お
ほ
し
つ
ゝ
け
て
か
う
や
う
な
る
す
ま
ゐ
も
せ
ま
ほ
し
う
お
ほ
え
給
ふ
物
か
ら
ひ
る
の
お
も
か
け
心
に
か
ゝ
り
て
こ
ひ
し
け
れ
は
・
こ
ゝ
に
物
し
給
ふ
は
た
れ
に
か
た
つ
ね
き
こ
え
ま
ほ
し
き
夢
を
見
給
へ
し
か
な
け
ふ
な
ん
お
も
ひ
あ
は
せ
つ
る
と
き
こ
え
給
へ
は
・
う
ち
わ
ら
ひ
て
う
ち
つ
け
な
る
御
夢
23
か
た
り
に
そ
侍
る
な
る
た
つ
ね
さ
せ
給
て
も
御
心
お
と
り
せ
さ
せ
給
ぬ
へ
し
○故
按
察
○の
大
納
言
は
よ
に
な
く
て
ひ
さ
し
く
な
り
侍
ぬ
れ
は
え
し
ろ
し
め
さ
し
か
し
12
オ
そ
の
き
た
の
か
た
な
む
な
に
か
し
か
い
も
う
と
に
侍
る
か
の
按
察
か
く
れ
て
の
ち
よ
を
そ
む
き
て
侍
か
此
比
わ
つ
ら
ふ
事
侍
る
に
よ
り
か
く
京
に
も
ま
か
て
ね
は
た
の
も
し
所
に
こ
も
り
て
物
し
侍
る
也
と
き
こ
え
給
・
か
の
大
納
言
の
御
む
す
め
物
し
給
ふ
と
き
ゝ
た
ま
へ
し
は
す
き


し
き
方
に
は
あ
ら
て
ま
め
や
か
に
き
こ
ゆ
る
な
り
と
を
し
あ
て
に
の
給
へ
は
・
む
す
め
た
ゝ
ひ
と
り
侍
し
う
せ
て
こ
の
十
よ
年
に
や
な
り
侍
り
ぬ
ら
ん
故
大
納
言
内
に
た
て
ま
つ
ら
ん
な
と
か
し
こ
う
い
つ
き
侍
し
を
そ
の
ほ
い
の
こ
と
く
も
物
し
侍
ら
て
12
ウ
す
き
侍
に
し
か
は
た
ゝ
こ
の
あ
ま
君
ひ
と
り
も
て
あ
つ
か
ひ
侍
し
ほ
と
に
い
か
な
る
人
の
し
わ
さ
に
やか
兵
部
卿
の
宮
な
ん
忍
ひ
て
か
た
ら
ひ
つ
き
給
へ
り
け
る
を
も
と
の
き
た
の
か
た
や
ん
こ
と
な
く
な
と
し
て
や
す
か
ら
ぬ
事
お
ほ
く
て
明
暮
物
を
思
ひ
て
な
む
な
く
な
り
侍
に
し
・
物
お
も
ひ
に
や
ま
ひ
つ
く
物
と
め
に
ち
か
く
見
給
へ
し
な
と
申
給
ふ
・
さ
ら
は
そ
の
こ
な
り
け
り
と
お
ほ
し
あ
は
せ
つ
み
こ
の
御
す
ち
に
て
か
の
人
に
も
か
よ
ひ
き
こ
え
た
る
に
や
と
い
と
ゝ
哀
に
み
ま
ほ
し
人
の
ほ
と
も
あ
て
に
を
か
し
う
中


の
さ
か
し
ら
心
な
13
オ
く
う
ち
か
た
ら
ひ
て
心
の
ま
ゝ
に
を
し
へ
お
ふ
し
た
て
ゝ
見
は
や
と
お
ほ
す
・
い
と
あ
は
れ
に
物
し
給
ふ
事
か
な
そ
れ
は
と
ゝ
め
た
ま
ふ
か
た
見
も
な
き
か
と
お
さ
な
か
り
つ
る
ゆ
く
ゑ
の
猶
た
し
か
に
し
ら
ま
ほ
し
く
て
と
ひ
給
へ
は
な
く
な
り
侍
し
ほ
と
に
こ
そ
侍
し
か
そ
れ
も
女
に
て
そ
そ
れ
に
つ
け
て
も
物
お
も
ひ
の
も
よ
ほ
し
に
な
ん
よ
は
ひ
の
す
ゑ
に
お
も
ひ
給
へ
な
け
き
侍
る
め
る
と
き
こ
え
給
・
さ
れ
は
よ
と
お
ほ
さ
る
あ
や
し
き
こ
と
な
れ
と
お
さ
な
き
御
う
し
ろ
み
に
お
ほ
す
へ
く
き
こ
え
給
て
ん
や
お
も
ふ
心
あ
り
て
24
13
ウ
ゆ
き
か
ゝ
つ
ら
ふ
か
た
も
侍
り
な
か
ら
よ
に
こ
ゝ
ろ
し
ま
ぬ
に
や
あ
ら
ん
ひ
と
り
す
み
に
て
の
み
な
む
・
ま
た
に
け
な
き
ほ
と
ゝ
つ
ね
の
人
に
お
ほ
し
な
す
ら
へ
て
は
し
た
な
く
や
な
と
の
給
へ
は
・
い
と
うう
れ
し
か
る
へ
き
お
ほ
せ
こ
と
な
る
を
○また
む
け
に
い
は
け
な
き
ほ
と
に
侍
め
れ
は
た
は
ふ
れ
に
て
も
御
覧
し
か
た
く
や
そ
も


女
は
人
に
も
て
な
さ
れ
て
お
と
な
に
も
な
り
た
ま
ふ
物
な
ゝ
れ
は
く
は
し
く
は
え
と
り
ま
う
さ
す
か
の
をお
は
に
か
た
ら
ひ
侍
り
て
き
こ
え
さ
せ
む
と
す
く
よ
か
に
い
ひ
て
物
こ
は
き
さ
ま
し
給
へ
れ
は
わ
か
き
御
心
に
14
オ
は
つ
か
し
く
て
え
よ
く
も
き
こ
え
給
は
す
・
あ
み
た
仏
物
し
給
た
う
に
す
る
事
侍
る
こ
ろ
に
な
ん
そ
や
い
ま
た
つ
と
め
侍
ら
す
過
し
て
さ
ふ
ら
は
む
と
て
の
ほ
り
給
ひ
ぬ
・
君
は
心
ち
も
い
と
な
や
ま
し
き
に
雨
す
こ
し
う
ち
そ
ゝ
き
山
か
せ
ひ
や
ゝ
か
に
ふ
き
た
る
に
滝
の
よ
と
み
も
ま
さ
り
て
音
た
か
う
き
こ
ゆ
す
こ
し
ね
ふ
た
け
な
る
経
の
た
え


す
こ
く
き
こ
ゆ
る
な
と
す
ゝ
ろ
な
る
人
も
所
か
ら
物
哀
也
ま
し
て
お
ほ
し
め
く
ら
す
こ
と
お
ほ
く
て
ま
と
ろ
ま
れ
給
は
す
そ
や
と
い
ひ
し
か
と
も
夜
も
い
た
う
ふ
け
に
け
り
う
ち
に
も
人
の
ね
ぬ
け
は
ひ
14
ウ
し
る
く
て
い
と
忍
ひ
た
れ
と
す
ゝ
の
け
う
そ
く
に
ひ
き
な
ら
さ
る
ゝ
を
と
ほ
の
き
こ
え
な
つ
か
し
う
う
ち
そ
よ
め
く
を
と
な
ひ
あ
て
は
か
な
り
と
き
ゝ
給
て
ほ
と
も
な
く
近
け
れ
は
と
に
た
て
わ
た
し
た
る
屏
風
の
中
を
す
こ
し
ひ
き
あ
け
て
あ
ふ
き
を
な
ら
し
給
へ
は
・
お
ほ
え
な
き
心
ち
す
へ
か
め
れ
と
き
ゝ
し
ら
ぬ
や
う
に
や
と
て
ゐ
さ
り
い
つ
る
人
あ
な
り
す
こ
し
し
そ
き
て
あ
や
し
ひ
か
み
ゝ
に
や
と
た
と
る
を
き
ゝ
給
て
・
ほ
と
け
の
御
し
る
へ
は
く
ら
き
に
い
り
て
も
さ
ら
に
た
か
うふ
ま
し
か
な
る
物
を
と
の
給
御
こ
ゑ
の
い
と
わ
15
オ
か
う
あ
て
な
る
に
う
ち
出
ん
こ
は
つ
か
ひ
も
は
つ
か
し
け
れ
と
・
い
か
な
る
か
た
の
御
し
る
へ
に
か
は
お
ほ
つ
か
な
く
25
と
き
こ
ゆ
・
け
に
う
ち
つ
け
な
り
と
お
ほ
め
き
た
ま
は
ん
も
こ
と
は
り
な
れ
と
は
つ
く
さ
の
わ
か
葉
の
う
へ
を
み
つ
る
よ
り
た
ひ
ね
の
そ
て
も
露
そ
か
は
か
ぬ
と
き
こ
え
給
て
ん
や
と
の
給
・
さ
ら
に
か
う
や
う
の
御
せ
う
そ
こ
う
け
た
ま
は
り
わ
く
へ
き
人
も
物
し
給
は
ぬ
さ
ま
は
し
ろ
し
め
し
た
り
け
な
る
を
た
れ
に
か
は
と
き
こ
ゆ
・
を
の
つ
か
ら
さ
る
や
う
あ
り
て
き
こ
ゆ
る
な
ら
ん
と
お
も
ひ
な
し
給
へ
か
し
と
の
給
へ
は
・
15
ウ
い
り
て
き
こ
ゆ
あ
な
い
ま
め
か
し
こ
の
君
や
よ
つ
い
た
る
ほ
と
に
お
は
す
る
と
そ
お
ほ
す
○らん
さ
る
に
て
は
か
の
わ
か
く
さ
を
い
か
て
き
い
た
ま
へ
る
こ
と
そ
と
さ
ま


あ
や
し
き
に
心
も
み
た
れ
て
ひ
さ
し
う
な
れ
は
な
さ
け
な
し
と
て
枕
ゆ
ふ
こ
よ
ひ
は
か
り
の
露
け
さ
を
み
や
ま
の
こ
け
に
く
ら
へ
さ
ら
な
む
ひ
か
た
う
侍
物
を
と
き
こ
え
給
・
か
う
や
う
の
人
つ
て
な
る
御
せ
う
そ
こ
は
ま
た
さ
ら
に
き
こ
え
し
ら
す
な
ら
は
ぬ
こ
と
に
な
ん
か
た
し
け
な
く
と
も
か
ゝ
る
つ
ゐ
て
に
ま
め


し
う
き
こ
え
さ
す
へ
き
こ
と
な
む
と
き
こ
え
給
へ
れ
は
・
尼
君
ひ
か
こ
と
き
ゝ
給
へ
る
16
オ
な
ら
む
い
と
は
つ
か
し
き
御
け
は
ひ
に
何
事
を
か
は
い
ら
へ
き
こ
え
ん
と
の
給
へ
は
は
し
た
な
う
も
こ
そ
お
ほ
せ
と
人
々
き
こ
ゆ
け
に
わ
か
や
か
な
る
人
こ
そ
う
た
て
も
あ
ら
め
ま
め
や
か
に
の
給
か
た
し
け
な
し
と
て
ゐ
さ
り
よ
り
給
へ
り
・
う
ち
つ
け
に
あ
さ
は
か
な
り
と
御
覧
せ
ら
れ
ぬ
へ
き
つ
ゐ
て
な
れ
と
心
に
は
さ
も
お
ほ
え
侍
ら
ね
は
仏
は
を
の
つ
か
ら
と
て
お
と
な


し
う
は
つ
か
し
け
な
る
に
つ
ゝ
ま
れ
て
と
み
に
も
え
う
ち
出
給
は
す
・
け
に
お
も
ひ
た
ま
へ
よ
り
か
た
き
つ
い
て
に
か
く
ま
て
の
給
は
せ
き
こ
え
さ
す
る
も
あ
さ
く
は
い
か
ゝ
と
の
16
ウ
給
ふ
・
哀
に
う
け
た
ま
けは
る
○御
さ
ま
を
か
の
す
き
給
ひ
に
け
ん
御
か
は
り
に
お
ほ
し
な
い
て
ん
や
い
ふ
か
ひ
な
き
ほ
と
の
よ
は
ひ
に
て
む
つ
ま
し
か
る
へ
き
人
に
も
た
ち
を
く
れ
侍
り
に
け
れ
は
あ
や
し
う
う
き
た
る
や
う
に
て
と
し
月
を
こ
そ
か
さ
ね
侍
れ
お
な
し
さ
ま
に
も
の
し
給
26
な
る
を
た
く
ひ
に
な
さ
せ
給
へ
と
い
と
き
こ
え
ま
ほ
し
き
を
か
ゝ
る
お
り
侍
か
た
く
て
な
む
お
ほ
さ
れ
ん
所
を
も
は
ゝ
か
ら
す
う
ち
い
て
侍
り
ぬ
れ
と
き
こ
え
給
へ
は
・
い
と
う
れ
し
う
お
も
ひ
た
ま
へ
ぬ
○へ
き
御
事
な
か
ら
も
き
こ
し
め
し
ひ
か
め
た
る
こ
と
な
と
や
侍
ら
ん
と
つ
ゝ
ま
し
17
オ
う
な
ん
あ
や
し
き
身
ひ
と
つ
を
た
の
も
し
人
に
す
る
人
な
ん
侍
れ
と
い
と
ま
た
い
ふ
か
ひ
な
き
ほ
と
に
て
御
覧
し
ゆ
る
さ
る
ゝ
か
た
も
侍
か
た
け
れ
は
え
な
む
う
け
た
ま
は
り
と
ゝ
め
ら
れ
さ
り
け
る
と
の
給
・
み
な
お
ほ
つ
か
な
か
ら
す
う
け
た
ま
は
る
物
を
と
こ
ろ
せ
う
お
ほ
し
は
ゝ
か
ら
て
お
も
ひ
た
ま
へ
よ
る
さ
ま
こ
と
な
る
心
の
程
を
御
覧
せ
よ
と
き
こ
え
給
へ
と
い
と
に
け
な
き
事
を
さ
も
し
ら
て
の
給
と
お
ほ
し
て
心
と
け
た
る
御
い
ら
へ
も
な
し
・
僧
都
お
は
し
ぬ
れ
は
よ
し
か
う
き
こ
え
そ
め
侍
ぬ
れ
は
い
と
た
の
も
し
う
な
む
と
て
を
し
た
て
17
ウ
給
ひ
つ
・
暁
か
た
に
に
(
マ
マ)
な
り
に
け
れ
は
法
花
三
昧
お
こ
な
ふ
た
う
の
せ
ん
ほ
う
の
こ
ゑ
山
お
ろ
し
に
つ
き
て
き
こ
え
く
る
い
と
た
う
と
く
滝
の
を
と
に
ひ
ゝ
き
あ
ひ
た
りふ
き
ま
よ
ふ
み
や
ま
お
ろ
し
に
夢
覚
て
な
み
た
も
よ
ほ
す
た
き
の
を
と
か
な
僧
都
イ
無
本
さ
し
く
み
に
袖
ぬ
ら
し
け
る
山
水
に
す
め
る
こ
ゝ
ろ
は
さ
は
き
や
は
す
る
み
ゝ
な
れ
侍
り
に
け
り
や
と
き
こ
え
給
・
明
行
空
は
い
と
い
た
う
霞
て
山
の
鳥
と
も
そ
こ
は
か
と
な
く
さ
へ
つ
り
あ
ひ
た
り
な
も
し
ら
18
オ
ぬ
木
草
の
花
と
も
色


に
ち
り
ま
し
り
に
し
き
を
し
け
る
と
み
ゆ
る
に
し
か
の
た
ゝ
す
み
あ
り
く
も
め
つ
ら
し
く
見
給
に
な
や
ま
し
さ
も
ま
き
れ
は
て
ぬ
・
ひ
し
り
う
こ
き
も
え
せ
ぬね
と
と
か
う
し
て
こ
し
ん
ま
い
ら
せ
た
ま
ふ
か
れ
た
る
こ
ゑ
の
い
と
い
た
う
す
き
ひ
か
め
る
も
哀
に
く
う
つ
き
て
た
ら
に
よ
み
た
り
・
御
む
か
へ
の
人
々
ま
い
り
て
を
こ
た
り
給
へ
る
よ
ろ
こ
ひ
き
こ
え
内
よ
り
も
御
つ
か
ひ
あ
り
僧
都
み
え
ぬ
さ
ま
の
27
御
く
た
物
な
に
く
れ
と
た
に
の
そ
こ
ま
て
ほ
り
い
て
い
と
な
み
き
こ
え
給
・
こ
と
し
は
か
り
の
ち
か
ひ
ふ
か
う
侍
り
18
ウ
て
御
を
く
り
に
も
え
ま
い
り
侍
る
ま
し
き
こ
と
中


に
も
お
も
ひ
給
へ
ら
る
へ
き
か
な
と
き
こ
え
給
て
お
ほ
み
き
ま
い
り
給
・
山
水
に
心
と
ま
り
侍
り
ぬ
れ
と
内
よ
り
お
ほ
つ
か
な
か
ら
せ
給
へ
る
も
か
し
こ
け
れ
は
な
む
い
ま
こ
の
は
な
の
お
り
す
く
さ
す
ま
い
り
こ
む
宮
人
に
ゆ
き
て
か
た
ら
ん
山
桜
風
よ
り
さ
き
に
き
て
も
み
る
へ
く
と
の
給
御
も
て
な
し
こ
は
つ
か
ひ
さ
へ
め
も
あ
や
な
る
に
う
と
む
け
の
花
ま
ち
え
た
る
心
ち
し
て
み
や
ま
さ
く
ら
に
め
こ
そ
う
つ
ら
ね
と
き
こ
え
給
へ
は
ほ
ゝ
ゑ
み
て
19
オ
時
あ
り
て
ひ
と
た
ひ
ひ
ら
く
な
る
は
か
た
か
な
る
物
を
と
の
給
・
ひ
し
り
御
か
は
ら
け
た
ま
は
り
て
お
く
山
の
ま
つ
の
と
ほ
そ
を
ま
れ
に
あ
け
て
ま
た
み
ぬ
は
な
の
か
ほ
を
み
る
か
な
と
う
ち
な
き
て
み
た
て
ま
つ
る
・
ひ
し
り
御
ま
も
り
に
と
こ
た
て
ま
つ
る
僧
都
さ
う
と
く
た
い
し
の
ふ
た
ら
く
よ
り
え
た
ま
へ
り
け
る
こ
む
か
う
し
の
す
ゝ
の
玉
の
さ
う
す
く
し
た
る
や
か
て
そ
の
く
に
よ
り
い
れ
た
る
は
こ
の
か
ら
め
い
た
る
を
す
き
た
る
を
す
き
た
る
ふ
く
ろ
に
い
れ
て
こ
え
う
の
え
た
に
つ
け
て
こ
む
る
り
の
つ
ほ
と
も
に
御
く
す
り
と
も
19
ウ
い
れ
て
ふ
ち
さ
く
ら
な
と
に
つ
け
て
所
に
つ
け
た
る
御
を
く
り
物
と
も
さ
ゝ
け
た
て
ま
つ
り
給
・
き
み
ひ
し
り
よ
り
は
し
め
と
経
し
つ
る
ほ
う
し
の
ふ
せ
と
も
ま
う
け
の
物
と
も
さ
ま


に
と
り
に
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は
そ
の
わ
た
り
の
山
か
つ
ま
て
さ
る
へ
き
物
と
も
た
ま
ひ
御
す
経
な
と
し
て
出
給
・
う
ち
に
そ
う
つ
入
給
て
か
の
き
こ
え
給
し
こ
と
ま
ね
ひ
き
こ
え
給
へ
と
と
も
か
う
も
た
ゝ
い
ま
は
き
こ
え
ん
か
た
な
し
も
し
御
心
さ
し
あ
ら
は
今
四
五
年
を
す
く
し
て
こ
そ
は
と
も
か
う
も
と
の
給
へ
は
さ
な
ん
と
お
な
し
さ
ま
に
の
み
あ
る
を
ほ
い
な
し
と
お
ほ
す
・
御
せ
う
そ
20
オ
28
こ
僧
都
の
も
と
な
る
ち
い
さ
き
わ
ら
は
し
て
夕
ま
く
れ
ほ
の
か
に
花
の
色
を
み
て
け
さ
は
か
す
み
の
た
ち
そ
わ
つ
ら
ふ
御
返
し
ま
こ
と
に
や
花
の
あ
た
り
は
た
ち
う
き
にと
か
す
む
る
空
の
け
し
き
を
も
み
ん
と
よ
し
あ
る
て
の
い
と
あ
て
な
る
を
う
ち
す
て
か
い
給
へ
り
・
御
車
に
た
て
ま
つ
る
ほ
と
大
殿
よ
り
い
つ
ち
と
も
な
く
て
お
は
し
ま
し
に
け
る
こ
と
ゝ
て
御
む
か
へ
の
人
々
き
み
た
ち
な
と
あ
ま
た
ま
い
り
給
へ
るり
頭
中
将
左
中
弁
さ
ら
ぬ
き
み
た
ち
も
し
た
ひ
き
こ
え
て
か
う
や
う
の
御
と
も
は
つ
か
う
ま
つ
るり
20
ウ
侍
ら
ん
と
お
も
ひ
た
ま
ふ
る
を
あ
さ
ま
し
く
を
く
ら
さ
せ
給
へ
る
こ
と
ゝ
う
ら
み
き
こ
え
て
い
と
い
み
し
き
は
な
の
か
け
に
し
は
し
も
や
す
ら
は
す
た
ち
か
へ
り
侍
ら
ん
は
あ
か
ぬ
わ
さ
か
な
と
の
給
・
岩
か
く
れ
の
こ
け
の
う
へ
に
な
み
ゐ
て
か
は
ら
け
ま
い
る
お
ち
く
る
水
の
さ
ま
な
と
ゆ
へ
あ
る
た
き
の
も
と
な
り
・
頭
中
将
ふ
と
こ
ろ
な
り
け
る
ふ
え
と
り
出
て
ふ
き
す
ま
し
た
り
弁
の
き
み
あ
ふ
き
は
か
な
ふ
う
ち
な
ら
し
て
と
よ
ら
の
て
ら
の
に
し
な
る
や
と
う
た
ふ
人
よ
り
は
こ
と
な
る
君
た
ち
な
る
を
源
氏
の
き
み
い
た
う
う
ち
な
や
み
て
岩
に
よ
り
ゐ
給
21
オ
へ
る
は
た
く
ひ
な
く
ゆ
ゝ
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
そ
な
に
事
に
も
め
う
つ
る
ま
し
か
り
け
る
・
れ
い
の
ひ
ち
り
き
ふ
く
す
い
し
ん
さ
う
の
ふ
え
も
た
せ
た
る
す
き
も
の
な
と
あ
り
そ
う
つ
き
ん
を
み
つ
か
ら
も
て
ま
い
り
て
こ
れ
た
ゝ
御
て
ひ
と
つ
あ
そ
は
し
て
お
な
し
う
は
山
の
鳥
を
も
お
と
ろ
か
し
侍
ら
ん
と
せ
ち
に
き
こ
え
給
へ
は
み
た
り
心
ち
い
と
た
へ
か
た
き
物
を
と
き
こ
え
給
へ
と
け
に
く
か
ら
す
か
き
な
ら
し
て
み
な
た
ち
給
ぬ
・
あ
か
す
く
ち
お
し
と
い
ふ
か
ひ
な
き
ほ
う
し
わ
ら
へ
も
涙
を
お
と
し
あ
へ
り
ま
し
て
う
ち
に
は
と
し
お
い
た
る
あ
ま
君
た
ち
な
と
ま
た
21
ウ
さ
ら
に
か
ゝ
る
人
の
御
あ
り
さ
ま
を
み
さ
り
つ
れ
は
こ
の
世
の
物
と
も
お
ほ
え
給
は
す
と
き
こ
え
あ
へ
り
・
そ
う
つ
も
哀
な
に
の
契
に
て
か
ゝ
る
御
さ
ま
な
か
ら
い
と
む
つ
か
し
29
き
ひ
の
も
と
の
す
ゑ
の
よ
に
うむ
ま
れ
給
へ
ら
む
と
み
る
に
い
と
な
ん
か
な
し
き
と
て
め
を
し
の
こ
ひ
給
・
こ
の
わ
か
き
み
お
さ
な
心
ち
に
め
て
た
き
人
か
な
と
見
給
て
宮
の
御
あ
り
さ
ま
よ
り
も
ま
さ
り
給
へ
る
か
な
な
と
の
給
さ
ら
は
か
の
人
の
御
こ
に
な
り
て
お
は
し
ま
せ
よ
と
き
こ
ゆ
れ
は
う
ち
う
な
つ
き
て
い
と
よ
う
あ
り
な
ん
と
お
ほ
し
た
り
ひ
い
な
あ
そ
ひ
に
も
ゑ
か
い
給
22
オ
に
も
源
氏
の
君
と
つ
く
り
出
て
き
よ
ら
な
る
き
ぬ
き
せ
か
し
つ
き
給
・
き
み
は
ま
つ
内
に
ま
い
り
給
て
ひ
こ
ろ
の
御
物
か
た
り
な
と
き
こ
え
給
い
と
い
た
う
お
と
ろ
へ
に
け
り
と
て
ゆ
ゝ
し
と
お
ほ
し
め
し
た
り
ひ
し
り
の
た
う
と
か
り
け
る
こ
と
な
と
ゝ
は
せ
た
ま
ふ
く
は
し
く
そ
う
し
給
へ
は
あ
さ
り
な
と
○に
も
な
る
へ
き
も
の
に
こ
そ
あ
な
れ
を
こ
な
ひ
の
ら
う
は
つ
も
り
て
お
ほ
や
け
に
し
ろ
し
め
さ
れ
さ
り
け
る
こ
と
ゝ
た
う
と
か
り
の
給
は
せ
け
り
・
大
殿
ま
い
り
あ
ひ
給
て
御
む
か
へ
に
も
と
お
も
ひ
給
つ
れ
と
し
の
ひ
た
る
御
あ
り
き
○に
は
い
か
ゝ
と
思
22
ウ
は
ゝ
か
り
て
な
む
の
と
や
か
に
一
二
日
う
ち
や
す
み
給
へ
と
て
や
か
て
御
を
く
り
つ
か
ま
つ
ら
ん
と
申
給
へ
は
さ
し
も
お
ほ
さ
ね
と
ひ
か
さ
れ
て
ま
か
て
給
わ
か
御
車
に
の
せ
た
て
ま
つ
り
給
ふ
て
み
つ
か
ら
○は
ひ
き
入
て
た
て
ま
つ
れ
り
も
て
か
し
つ
き
き
こ
え
給
へ
る
御
心
は
へ
の
哀
な
る
を
そ
さ
す
か
に
心
く
る
し
く
お
ほ
し
け
る
・
殿
に
も
お
は
し
ま
す
ら
ん
と
心
つ
か
ひ
し
給
て
ひ
さ
し
く
見
給
は
ぬ
ほ
と
い
と
ゝ
玉
の
う
て
な
に
み
か
き
し
つ
ら
ひ
よ
ろ
つ
を
と
ゝ
の
へ
給
へ
り
女
君
れ
い
の
は
ひ
か
く
れ
て
と
み
に
も
出
給
は
ぬ
23
オ
を
お
と
ゝ
せ
ち
に
き
こ
え
給
て
か
ら
う
し
て
わ
た
り
給
へ
り
た
ゝ
ゑ
に
か
き
た
る
物
の
ひ
め
き
み
の
や
う
に
し
す
ゑへ
ら
れ
て
う
ち
み
し
ろ
き
給
ふ
こ
と
も
か
た
く
う
る
は
し
う
て
物
し
給
へ
は
・
お
も
ふ
こ
と
も
う
ち
か
す
め
山
み
ち
の
物
か
た
り
を
も
き
こ
え
む
に
い
ふ
か
ひ
あ
り
て
お
か
し
う
う
ち
い
ら
へ
た
た
(
マ
マ)
ま
は
ゝ
こ
そ
哀
な
ら
30
め
よ
に
は
心
も
と
け
す
う
と
く
は
つ
か
し
き
物
に
お
ほ
し
て
と
し
の
か
さ
な
る
に
そ
へ
て
御
心
の
へ
た
て
も
ま
さ
る
を
い
と
く
る
し
く
お
も
は
す
に
時
々
は
世
の
つ
ね
な
る
御
け
し
き
を
み
は
や
た
へ
か
た
う
わ
つ
ら
23
ウ
ひ
侍
し
を
も
い
か
ゝ
と
た
に
と
は
せ
給
は
ぬ
こ
そ
め
つ
ら
し
か
ら
ぬ
事
な
れ
と
な
を
う
ら
め
し
う
と
き
こ
え
給
・
か
ら
う
し
て
と
は
ぬ
は
つ
ら
き
物
に
や
あ
ら
ん
と
し
り
め
に
み
を
こ
せ
給
へ
る
ま
み
い
と
は
つ
か
し
け
に
け
た
か
う
う
つ
く
し
け
な
る
御
か
た
ち
な
り
・
ま
れ


は
あ
さ
ま
し
の
御
こ
と
や
と
は
ぬ
な
と
い
ふ
き
は
ゝ
こ
と
に
こ
そ
侍
な
れ
心
う
く
も
の
給
ひ
な
す
か
な
よ
と
ゝ
も
に
は
し
た
な
き
御
も
て
な
し
を
も
し
お
ほ
し
な
を
る
お
り
も
や
と
ゝ
さ
ま
か
う
さ
ま
に
心
み
き
こ
ゆ
る
ほ
と
い
と
ゝ
お
ほ
し
う
と
む
な
め
り
か
し
よ
し
や
24
オ
い
の
ち
た
に
と
て
よ
る
の
お
ま
し
に
入
給
ひ
ぬ
・
女
き
み
ふ
と
も
い
り
給
は
す
き
こ
え
わ
つ
ら
ひ
給
て
う
ち
な
け
き
て
ふ
し
給
へ
る
も
な
ま
心
つ
き
な
き
に
や
あ
ら
ん
ね
ふ
た
け
に
も
て
な
し
て
と
○か
う
世
を
お
ほ
し
み
た
る
ゝ
こ
と
お
ほ
か
り
・
か
の
わ
か
く
さ
の
お
ひ
い
て
ん
ほ
と
の
な
を
ゆ
か
し
き
を
に
け
な
ひ
ほ
と
ゝ
お
も
へ
り
し
も
こ
と
は
り
そ
か
し
い
ひ
よ
り
か
た
き
事
に
も
あ
る
か
な
い
か
に
か
ま
へ
て
た
ゝ
心
や
す
く
む
か
へ
と
り
て
明
暮
の
な
く
さ
め
に
み
ん
兵
部

の
宮
は
い
と
あ
て
に
な
ま
め
い
給
へ
れ
と
に
ほ
ひ
や
か
に
な
と
24
ウ
も
あ
ら
ぬ
を
い
か
て
か
の
ひ
と
そ
う
に
お
ほ
え
給
えら
ん
ひ
と
つ
き
さ
き
は
ら
な
れ
は
に
や
な
と
お
ほ
す
ゆ
か
り
い
と
む
つ
ま
し
き
に
い
か
て
か
と
ふ
か
う
お
ほ
ゆ
・
又
の
日
御
文
た
て
ま
つ
れ
給
へ
り
そ
う
つ
に
も
ほ
の
め
か
し
た
ま
ふ
へ
し
・
あ
ま
う
へ
に
は
も
て
は
な
れ
た
り
し
御
け
し
き
の
つ
ゝ
ま
し
さ
に
お
も
ひ
た
ま
ふ
る
さ
ま
を
も
え
あ
ら
は
し
は
て
侍
ら
す
な
り
に
し
を
な
ん
・
か
は
か
り
き
こ
ゆ
る
に
て
も
を
し
な
へ
た
えら
ぬ
心
さ
し
の
ほ
と
を
御
ら
ん
し
し
ら
は
い
か
に
う
れ
し
う
31
な
と
あ
り
中
に
ち
い
さ
く
引
結
ひ
て
25
オ
お
も
か
け
は
身
を
も
は
な
れ
す
山
桜
心
の
か
き
り
と
め
て
こ
し
か
と
夜
の
ま
の
風
も
う
し
ろ
め
た
く
な
む
と
あ
り
・
御
て
な
と
は
さ
る
物
に
て
た
ゝ
は
か
な
う
を
し
つ
ゝ
み
給
へ
る
さ
ま
も
さ
た
す
き
た
る
御
め
と
も
に
は
め
も
あ
や
に
こ
の
ま
し
う
み
ゆ
あ
な
か
た
は
ら
い
た
や
い
か
ゝ
き
こ
え
む
と
お
ほ
し
わ
つ
ら
ふ
ゆ
く
て
の
御
こ
と
は
な
を
さ
り
に
も
お
も
ひ
給
へ
な
さ
れ
し
を
ふ
り
は
へ
さ
せ
給
へ
る
に
き
こ
え
さ
せ
ん
か
た
な
く
な
む
ま
た
な
に
は
津
を
た
に
は
か


し
う
つ
ゝ
け
侍
ら
さ
め
れ
は
か
ひ
な
く
な
む
さ
て
も
25
ウ
嵐
吹
お
の
へ
の
桜
ち
ら
ぬ
ま
を
心
と
め
け
る
ほ
と
の
は
か
な
さ
い
と
ゝ
う
し
ろ
め
た
う
と
あ
り
・
僧
都
の
御
返
も
お
な
し
さ
ま
な
れ
は
く
ち
お
し
く
て
二
三
日
あ
り
て
こ
れ
み
つ
を
そ
た
て
ま
つ
れ
給
少
納
言
の
め
の
と
ゝ
い
ふ
人
あ
へ
し
た
つ
ね
て
く
は
し
う
か
た
ら
へ
な
と
の
給
し
ら
す
さ
も
か
ゝ
ら
ぬ
く
ま
な
き
御
心
か
な
さ
は
か
り
い
は
け
な
け
な
り
し
け
は
ひ
を
ま
ほ
な
ら
ね
と
も
み
し
ほ
と
を
お
も
ひ
や
る
も
お
か
し
・
わ
さ
と
か
う
御
文
あ
る
を
そ
う
つ
も
か
し
こ
ま
り
き
こ
え
給
少
納
言
に
せ
う
そ
こ
し
て
あ
ひ
た
り
く
は
し
く
お
ほ
し
の
給
ふ
26
オ
さ
ま
お
ほ
か
た
御
あ
り
さ
ま
な
と
か
た
る
こ
と
は
お
ほ
か
る
人
に
て
つ
き


し
う
い
ひ
つ
ゝ
く
れ
と
い
と
わ
り
な
き
○御
ほ
と
を
い
か
に
お
ほ
す
に
か
と
ゆ
ゝ
し
う
な
ん
た
れ
も
た
れ
も
お
ほ
し
け
る
・
御
文
に
も
い
と
ね
ん
こ
ろ
に
か
い
給
ひ
て
・
か
の
御
は
な
ち
か
き
な
ん
猶
見
給
へ
ま
ほ
し
き
と
て
れ
い
の
中
な
る
に
は
あ 哥
さ
か
や
ま
あ
さ
く
も
人
○を
お
も
は
ぬ
に
な
と
や
ま
の
井
の
か
け
は
な
る
ら
ん
御
返
しく
み
そ
め
て
く
や
し
と
き
ゝ
し
山
の
井
の
あ
さ
き
な
か
ら
や
か
け
を
み
るすイ
へ
き
こ
れ
み
つ
も
お
な
し
こ
と
26
ウ
を
き
こ
ゆ
こ
の
わ
つ
ら
ひ
た
ま
ふ
こ
と
よ
ろ
し
く
は
こ
の
32
こ
ろ
す
く
し
て
京
の
殿
に
わ
た
り
た
ま
て
な
ん
き
こ
え
さ
す
へ
き
と
あ
る
を
心
も
と
な
う
お
ほ
す
・
ふ
ち
つ
ほ
の
宮
な
や
み
給
事
あ
り
て
ま
か
て
給
へ
り
う
へ
の
お
ほ
つ
か
な
き
か
り
な
け
き
き
こ
え
給
御
け
し
き
も
い
と


お
し
う
見
た
て
ま
つ
り
な
か
ら
か
ゝ
る
お
り
た
に
と
心
も
あ
く
か
れ
ま
と
ひ
て
い
つ
く
に
も


ま
う
て
給
は
す
内
に
て
も
さ
と
に
て
もも
ゆひ
る
は
つ
く


と
な
か
め
く
ら
し
て
く
る
れ
は
わ
う
命
婦
を
せ
め
あ
り
き
給
・
い
か
ゝ
は
た
は
か
り
け
ん
い
と
わ
り
27
オ
な
く
て
み
た
て
ま
つ
る
ほ
と
さ
へ
う
つ
ゝ
と
は
お
ほ
え
ぬ
そ
わ
ひ
し
き
や
宮
も
あ
さ
ま
し
か
り
し
を
お
ほ
し
い
つ
る
た
に
よ
と
ゝ
も
の
御
物
お
も
ひ
な
る
を
さ
て
た
に
や
み
な
ん
と
ふ
か
う
お
ほ
し
た
る
に
い
と
心
う
く
て
い
み
し
き
御
け
し
き
な
る
物
か
ら
な
つ
か
し
う
ら
う
た
け
に
さ
り
と
て
う
ち
と
け
す
心
ふ
か
う
は
つ
か
し
け
な
る
御
も
て
な
し
な
と
の
な
を
人
に
ゝ
さ
せ
給
は
ぬ
を
な
と
か
な
の
め
な
る
こ
と
た
に
う
ち
ま
し
るり
給
は
さ
り
け
ん
と
つ
ら
ふう
さ
へ
そ
お
ほ
さ
る
る
・
な
に
事
を
か
は
き
こ
え
つ
く
し
給
は
ん
く
ら
ふ
の
山
に
や
と
り
も
と
ら
ま
27
ウ
ほ
し
け
な
れ
と
あ
や
に
く
な
る
み
し
か
夜
に
て
あ
さ
ま
し
う
中


な
り
見
て
も
ま
た
あ
ふ
夜
ま
れ
な
る
夢
の
う
ち
に
や
か
て
ま
き
る
ゝ
わ
か
み
と
も
か
な
と
む
せ
か
へ
り
給
さ
ま
も
さ
す
か
に
い
み
し
け
れ
は
よ
か
た
り
に
人
や
つ
た
へ
む
た
く
ひ
な
く
う
き
身
を
さ
め
ぬ
夢
に
な
し
て
も
お
ほ
し
み
た
れ
た
る
さ
ま
も
い
と
こ
と
は
り
に
か
た
し
け
な
し
・
命
婦
の
き
み
そ
御
な
を
し
な
と
は
か
き
あ
つ
め
も
て
き
た
る
殿
に
お
は
し
て
な
き
ね
に
ふ
し
く
ら
し
給
ひ
つ
御
文
な
と
28
オ
も
れ
い
の
御
覧
し
い
れ
ぬ
よ
し
の
○み
あ
れ
は
つ
ね
の
こ
と
な
か
ら
も
つ
ら
う
い
み
し
う
お
ほ
し
・
ほ
れ
て
内
へ
も
ま
い
ら
て
二
三
日
こ
も
り
お
は
す
れ
は
又
い
か
な
る
に
か
と
御
心
う
こ
か
せ
た
ま
ふ
へ
るか
め
る
も
お
そ
ろ
し
う
33
の
み
お
ぼ
え
給
・
宮
も
猶
い
と
心
う
き
身
な
り
け
り
と
お
ほ
し
な
け
く
に
あな
や
ま
し
さ
も
ま
さ
り
給
て
と
く
ま
い
り
給
へ
き
御
つ
か
ひ
し
き
れ
と
お
ほ
し
も
た
ゝ
す
ま
こ
と
に
御
心
ち
れ
い
の
や
う
に
も
お
は
し
ま
さ
ぬ
は
い
か
な
る
に
か
と
人
し
れ
す
お
ほ
す
こ
と
も
あ
り
け
れ
は
心
う
く
い
か
な
ら
ん
と
の
み
お
ほ
し
み
た
る
あ
28
ウ
つ
き
程
は
い
と
○と
お
き
も
あ
か
り
給
は
す
・
三ミ
月
に
な
り
給
へ
は
い
と
し
る
き
ほ
と
に
て
人


み
た
て
ま
つ
り
と
か
む
る
に
あ
さ
ま
し
き
御
す
く
せ
の
ほ
と
心
う
し
人
は
お
も
ひ
よ
ら
ぬ
事
な
れ
は
こ
の
月
ま
て
そ
う
せ
さ
せ
給
は
さ
り
け
る
こ
と
ゝ
お
と
ろ
き
○き
こ
ゆ
わ
か
御
心
ひ
と
つ
に
は
し
る
う
お
ほ
し
分
こ
と
も
あ
り
け
り
御
ゆ
殿
な
と
に
も
し
た
し
う
つ
か
う
ま
つ
り
て
何
事
の
御
け
し
き
を
も
し
る
く
み
た
て
ま
つ
り
し
れ
る
御
め
の
と
こ
の
弁
命
婦
な
と
そ
あ
や
し
と
思
へ
と
か
た
み
に
い
ひ
あ
は
す
へ
き
に
あ
ら
ね
とは
な
を
の
か
29
オ
れ
か
た
か
り
け
る
御
す
く
せ
を
そ
命
婦
は
あ
さ
ま
し
と
お
も
ふ
・
う
ち
に
は
御
物
の
け
の
ま
き
れ
に
て
と
み
に
け
し
き
な
う
お
は
し
ま
し
け
る
や
う
に
そ
ゝ
う
し
け
ん
か
し
み
な
イ
るな
人
も
さ
の
み
お
も
ひ
け
り
・
い
と
ゝ
哀
に
か
き
り
な
う
お
ほ
さ
れ
て
御
つ
か
ひ
な
と
ひ
ま
な
き
も
○空
お
そ
ろ
し
う
物
を
お
ほ
す
こ
と
ひ
ま
な
し
・
中
将
の
君
も
お
と
ろ


し
う
さ
ま
こ
と
な
る
夢
を
見
給
て
あ
は
す
る
も
の
を
め
し
て
と
は
せ
給
へ
は
を
よ
ひ
な
う
お
ほ
し
も
か
け
ぬ
す
ち
の
こ
と
を
あ
は
せ
け
り
そ
の
中
に
た
か
ひ
め
あ
り
て
つ
ゝ
し
ま
せ
給
へ
き
こ
と
な
ん
29
ウ
侍
る
と
い
ふ
に
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
え
て
み
つ
か
ら
の
夢
に
は
あ
ら
す
人
の
御
事
を
か
た
る
な
り
こ
の
夢
あ
ふ
ま
て
又
人
に
ま
ね
ふ
な
と
の
給
て
心
の
う
ち
に
は
い
か
な
る
こ
と
な
ら
ん
と
お
ほ
し
わ
た
る
に
此
み
や
の
御
事
き
き
給
て
も
し
さ
る
や
う
も
や
と
お
ほ
し
あ
は
せ
給
に
い
と
ゝ
し
く
い
み
し
き
こ
と
の
は
つ
く
し
き
こ
え
給
へ
と
命
婦
も
お
も
ふ
に
い
と
む
く
つ
け
う
わ
つ
ら
は
し
さ
34
ま
さ
り
て
さ
ら
に
た
は
か
る
へ
き
か
た
な
し
は
か
な
き
ひ
と
く
た
り
の
御
か
へ
し
の
た
ま
さ
か
な
り
し
も
た
え
は
て
に
た
り
・
七
月
に
成
て
そ
ま
い
り
給
ひ
け
30
オ
る
め
つ
ら
し
う
哀
に
て
い
と
ゝ
し
き
御
お
も
ひ
の
ほ
と
か
き
り
な
し
す
くこ
し
ふ
く
ら
か
に
な
り
た
ま
ひ
て
う
ち
な
や
み
お
も
や
せ
給
へ
る
は
たた
け
に
に
る
物
な
く
め
て
た
し
れ
い
の
明
暮
こ
な
た
に
の
み
お
は
し
ま
し
て
御
あ
そ
ひ
も
や
う


お
か
し
き
こ
ろ
な
れ
は
源
氏
の
君
も
い
と
ま
な
く
め
し
ま
つ
は
し
つ
ゝ
御
こ
と
ふ
え
な
と
さ
ま
さ
ま
に
つ
か
ふう
ま
つ
ら
せ
給
・
い
み
し
う
つ
ゝ
み
給
へ
と
し
の
ひ
か
た
き
け
し
き
の
も
り
い
つ
る
お
り


宮
も
さ
す
か
な
る
こ
と
ゝ
も
○を
お
ほ
く
お
ほ
し
つ
ゝ
け
け
り
・
か
の
や
ま
て
ら
の
人
は
よ
ろ
し
う
な
り
て
出
給
に
け
り
30
ウ
京
の
御
す
み
か
た
つ
ね
て
時


の
御
せ
う
そ
こ
な
と
あ
り
お
な
し
さ
ま
に
の
み
あ
る
も
こ
と
は
り
な
るりイ
う
ち
に
○イ無
こ
の
月
こ
ろ
は
あ
り
し
に
ま
さ
る
も
の
お
も
ひ
に
こ
と


な
く
て
す
き
ゆ
く
・
秋
の
末
つ
か
た
い
と
物
心
ほ
そ
く
て
な
け
き
給
月
の
お
か
し
き
夜
忍
ひ
た
る
所
に
か
ら
う
し
て
お
も
ひ
た
ち
給
へ
る
を
し
く
れ
め
い
て
う
ち
そ
ゝ
く
お
は
す
る
所
は
六
条
京
こ
く
わ
た
り
に
て
内
よ
り
な
れ
は
す
こ
し
ほ
と
ゝ
を
き
心
ち
す
る
に
あ
れ
た
る
家
の
こ
た
ち
い
と
物
ふ
り
て
こ
く
ら
う
み
え
た
る
あ
り
れ
い
の
御
と
も
に
は
な
れ
ぬ
こ
れ
31
オ
み
つ
な
ん
こ
按
察
の
大
納
言
の
い
ゑ
に
侍
り
一
日
も
の
ゝ
た
よ
り
に
と
ふ
ら
ひ
て
侍
り
し
か
は
か
の
あ
ま
う
へ
い
た
う
よ
は
り
給
に
た
れ
は
何
事
も
お
ほ
え
す
と
な
む
申
て
侍
り
し
と
き
こ
ゆ
れ
は
哀
の
事
や
と
ふ
ら
ふ
へ
か
り
け
る
を
な
と
か
さ
な
ん
と
物
せ
さ
り
し
い
り
て
せ
う
そ
こ
せ
よ
と
の
給
へ
は
人
い
れ
て
あ
な
い
せ
さ
す
わ
さ
と
か
う
た
ち
よ
り
給
へ
る
こ
と
ゝ
い
は
せ
た
れ
は
入
て
か
く
御
と
ふ
ら
ひ
に
な
ん
お
は
し
ま
し
た
る
と
い
ふ
に
・
お
と
ろ
き
て
い
と
か
た
は
ら
い
た
き
事
か
な
こ
の
ひ
こ
ろ
む
け
に
い
と
た
の
も
し
け
な
く
な
ら
せ
35
31
ウ
給
ひ
に
た
れ
は
御
た
い
め
ん
な
と
も
あ
る
ま
し
と
い
へ
と
も
か
へ
し
た
て
ま
つ
ら
ん
は
か
し
こ
し
と
て
み
な
み
の
ひ
さ
し
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
い
れ
た
て
ま
つ
る
・
い
と
む
つ
か
し
け
に
侍
れ
と
か
し
こ
ま
り
を
た
に
と
て
ゆ
く
り
な
う
物
ふ
か
き
お
ま
し
所
に
な
ん
と
き
こ
ゆ
け
に
か
ゝ
る
と
こ
ろ
は
れ
い
に
た
か
ひ
て
お
ほ
さ
る
・
つ
ね
に
お
も
ひ
給
へ
た
ち
な
か
ら
か
ひ
な
き
さ
ま
に
の
み
も
て
な
さ
せ
給
ふ
に
つ
ゝ
ま
れ
侍
り
て
な
ん
な
や
ま
せ
給
ふ
こ
と
をお
も
く
と
も
う
け
た
ま
は
ら
さ
り
け
る
お
ほ
つ
か
な
さ
な
と
き
こ
え
給
・
み
た
り
心
ち
は
い
つ
と
も
32
オ
な
く
の
み
侍
る
か
か
き
り
の
さ
ま
に
な
り
侍
り
て
い
と
か
た
し
け
な
く
た
ち
よ
ら
せ
給
へ
る
に
み
つ
か
ら
き
こ
え
さ
せ
ぬ
こ
と
の
た
ま
す
る
こ
と
の
す
ち
た
ま
さ
か
に
も
お
ほ
し
め
し
か
は
ら
ぬ
や
う
侍
ら
は
か
く
わ
り
な
き
よほと
イは
ひ
す
き
侍
り
て
か
な
ら
す
か
す
ま
へ
さ
せ
給
へ
い
み
し
く
心
ほ
そ
け
に
見
給
へ
を
く
な
ん
ね
か
ひ
侍
み
ち
の
ほ
た
し
に
思
ひ
給
つへ
ら
れ
ぬ
へ
き
な
と
き
こ
え
給
へ
り
・
い
と
近
け
れ
は
心
ほ
そ
け
な
る
御
こ
ゑ
た
え


き
こ
え
て
い
と
か
た
し
け
な
き
わ
さ
に
も
侍
る
か
な
こ
の
き
み
た
に
か
し
こ
ま
り
も
き
こ
え
32
ウ
た
ま
つ
へ
き
ほ
と
な
ら
ま
し
か
は
と
の
給
・
哀
に
き
ゝ
給
て
な
に
か
あ
さ
う
お
も
ひ
た
ま
へ
む
こ
と
ゆ
へ
か
う
す
き


し
き
さ
ま
を
み
え
た
て
ま
つ
ら
ん
い
か
な
る
契
に
か
み
た
て
ま
つ
り
そ
め
し
よ
り
哀
に
お
も
ひ
き
こ
ゆ
る
も
あ
や
し
き
ま
て
○なん
こ
の
世
の
こ
と
に
は
お
ほ
え
侍
ら
ぬ
な
と
の
給
て
か
ひ
な
き
心
地
の
み
し
侍
る
を
か
の
い
は
け
な
う
物
し
給
御
ひ
と
こ
ゑ
い
か
て
か
と
の
給
へ
は
・
い
て
や
よ
ろ
つ
お
ほ
し
し
ら
ぬ
さ
ま
に
お
ほ
と
の
こ
も
り
い
り
て
な
と
き
こ
ゆ
る
お
り
し
も
あ
な
た
よ
り
く
る
を
と
し
て
う
へ
こ
そ
こ
の
33
オ
て
ら
に
あ
り
し
源
氏
の
君
こ
そ
お
は
し
た
な
れ
な
と
み
た
ま
は
ぬ
と
の
給
を
人
々
い
と
か
た
は
ら
い
た
し
と
36
お
も
ひ
て
あ
な
か
ま
と
き
こ
ゆ
・
い
さ
み
し
か
は
心
ち
の
あ
し
さ
な
く
さ
め
き
と
の
給
ひ
し
か
は
そ
か
し
と
か
し
こ
き
こ
と
き
ゝ
え
た
り
と
お
ほ
し
て
の
給
い
と
を
か
し
と
き
い
給
へ
と
人
々
の
く
る
し
と
お
も
ひ
た
れ
は
き
か
ぬ
や
う
に
て
ま
め
や
か
○な
る
御
と
ふ
ら
ひ
を
き
こ
え
を
こき
給
て
か
へ
り
た
ま
ひ
ぬ
・
け
に
い
ふ
か
ひ
な
の
け
は
ひ
や
さ
り
と
も
い
と
よ
う
を
し
へ
て
む
と
お
ほ
す
又
の
日
も
い
と
ま
め
や
か
に
と
ふ
ら
ひ
き
こ
え
給
れ
い
の
ち
い
33
ウ
さ
く
てい
は
け
な
き
た
つ
の
ひ
と
こ
ゑ
き
ゝ
し
よ
り
あ
し
ま
に
な
つ
む
ふ
ね
そ
え
な
ら
ぬ
お
な
し
人
に
や
と
こ
と
さ
ら
お
さ
な
く
か
き
な
し
給
へ
る
も
い
み
し
う
お
か
し
け
な
れ
は
や
か
て
御
て
ほ
ん
に
と
人
々
き
こ
ゆ
・
少
納
言
そ
き
こ
え
た
る
と
は
せ
給
へ
○る
は
け
ふ
を
も
す
く
し
か
た
け
な
る
さ
ま
に
て
山
て
ら
に
ま
か
り
わ
た
る
ほ
と
に
て
・
か
う
と
は
せ
給
つ
る
か
し
こ
ま
り
は
こ
の
世
な
ら
て
も
き
こ
え
さ
せ
む
と
あ
り
・
い
と
哀
と
お
ほ
す
秋
の
夕
は
ま
し
て
心
の
い
と
ま
な
く
の
み
お
34
オ
ほ
し
み
た
る
ゝ
人
の
御
あ
た
り
に
心
を
か
け
て
あ
な
か
ち
な
る
ゆ
か
り
も
た
つ
ね
ま
ほ
し
き
心
も
ま
さ
り
給
な
る
へ
し
き
え
ん
そ
ら
な
き
と
あ
り
し
夕
お
ほ
し
出
ら
れ
て
恋
し
く
も
又
見
は
お
と
り
や
せ
ん
と
さ
す
か
に
あ
や
ふ
し
て
に
つ
み
て
い
つ
し
か
も
み
む
む
ら
さ
き
の
ね
に
か
よ
ひ
け
る
野
へ
の
わ
か
く
さ
十
月
に
す
さ
く
院
の
行
幸
あ
る
へ
し
ま
ひ
人
な
と
や
ん
こ
と
な
き
い
ゑ
の
子
と
も
か
ん
た
ち
め
殿
上
人
と
も
な
と
も
そ
の
か
た
に
つ
き


し
き
は
み
な
え
ら
せ
給
へ
れ
は
み
こ
た
34
ウ
ち
大
臣
よ
り
は
し
め
て
と
り


の
さ
え
と
も
な
ら
ひ
給
い
と
ま
な
し
・
や
ま
さ
と
人
に
も
ひ
さ
し
う
を
と
つ
れ
給
は
さ
り
け
る
を
お
ほ
し
出
て
ふ
り
は
へ
つ
か
は
し
た
り
け
れ
は
そ
う
つ
の
返
り
事
の
み
あ
り
た
ち
ぬ
る
月
の
廿
日
の
ほ
と
そ
な
ん
つ
ゐ
に
む
な
し
く
み
た
ま
へ
な
37
し
て
せ
け
ん
の
た
う
り
な
れ
と
か
な
し
ひ
お
も
ひ
給
ふ
る
な
と
あ
る
を
見
給
に
世
中
の
は
か
な
さ
も
哀
に
う
し
ろ
め
た
け
に
お
も
へ
り
し
人
も
い
か
な
ら
ん
お
さ
な
き
ほ
と
に
恋
や
す
ら
ん
こ
み
や
す
所
に
を
く
れ
た
て
ま
つ
り
し
な
と
は
か


し
か
ら
ね
と
お
35
オ
も
ひ
出
て
あ
さ
か
ら
す
と
ふ
ら
ひ
給
へ
り
・
少
納
言
ゆ
へ
な
か
ら
す
御
返
な
と
き
こ
え
た
り
・
い
み
な
と
す
き
て
京
の
殿
に
な
ん
と
き
ゝ
給
へ
は
ほ
と
へ
て
み
つ
か
ら
の
と
か
な
る
夜
お
は
し
た
り
い
と
す
こ
け
に
あ
れ
た
る
所
の
人
す
く
な
ゝ
る
に
い
か
に
お
さ
な
き
人
を
そ
ろ
し
か
ら
む
と
み
ゆ
れ
い
の
と
こ
ろ
に
い
れ
た
て
ま
つ
り
て
少
納
言
御
あ
り
さ
ま
な
と
う
ち
な
き
つ
ゝ
き
こ
え
つ
ゝ
く
る
に
あ
ひ
な
う
御
そ
て
も
た
ゝ
な
ら
す
・
み
や
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
ら
む
と
侍
め
る
を
こ
ひ
め
き
み
の
い
と
な
さ
け
な
く
う
き
物
に
お
も
ひ
35
ウ
き
こ
え
給
へ
り
し
に
い
と
む
け
に
ち
こ
な
ら
ぬ
よ
は
ひ
の
ま
た
又
は
か


し
う
人
の
お
も
む
き
を
も
み
し
り
給
は
す
な
か
そ
ら
な
る
御
ほ
と
に
て
あ
ま
た
物
し
た
ま
ふ
な
る
中
の
あ
な
つ
ら
は
し
き
人
に
て
や
ま
し
り
給
は
ん
な
と
す
き
給
ひ
ぬ
る
も
よ
と
ゝ
も
に
お
ほ
し
な
け
き
つ
る
も
し
る
き
こ
と
お
ほ
く
侍
る
に
か
く
か
た
し
け
な
き
な
け
の
御
こ
と
は
ゝ
の
ち
の
御
心
も
た
と
り
き
こ
え
さ
せ
す
い
と
う
れ
し
う
お
も
ひ
給
へ
ら
れ
ぬ
へ
き
お
り
ふ
し
に
侍
り
な
か
ら
す
こ
し
も
な
す
ら
ひ
な
る
さ
ま
に
物
し
36
オ
給
は
す
御
手年
よ
り
も
わ
か
ひ
て
な
ら
ひ
給
へ
れ
は
い
と
か
た
は
ら
い
た
く
侍
る
と
き
こ
ゆ
な
に
か
か
う
く
り
返
し
き
こ
え
し
ら
す
る
心
の
程
を
つ
ゝ
み
給
ふ
ら
む
そ
の
い
ふ
か
ひ
な
き
御
あ
り
さ
ま
の
哀
に
床
し
う
お
ほ
え
給
も
ち
き
り
こ
と
に
○なん
心
な
か
ら
お
も
ひ
し
ら
れ
け
る
な
を
ひ
と
つ
て
な
ら
て
き
こ
え
し
ら
せ
は
や
あ
し
わ
か
の
う
ら
に
み
る
め
は
か
た
く
と
も
こ
は
立
38
な
か
ら
か
へ
る
な
み
か
は
め
さ
ま
し
か
ら
む
と
の
給
へ
は
け
に
こ
そ
い
と
か
し
こ
け
れ
と
て
36
ウ
よ
る
波
の
心
も
し
ら
て
わ
か
の
う
ら
に
た
ま
も
な
ひ
か
ん
ほ
と
そ
う
き
た
る
わ
り
な
き
こ
と
ゝ
き
こ
ゆ
る
さ
ま
の
な
れ
た
る
に
す
こ
し
つ
み
ゆ
る
さ
れ
給
な
そ
こ
ひ
さ
ら
む
と
う
ち
す
こ
し
給
へ
る
を
身
に
し
み
て
わ
か
き
人
々
お
も
へ
り
・
君
は
う
へ
を
こ
ひ
き
こ
え
給
て
な
き
ふ
し
給
へ
る
に
御
あ
そ
ひ
か
た
き
と
も
の
な
を
し
き
た
る
人
の
お
は
す
る
宮
の
お
は
し
ま
す
な
め
り
と
き
こ
ゆ
れ
は
お
き
出
給
て
少
納
言
よ
な
を
し
き
た
り
つ
ら
む
は
い
つ
ら
宮
の
お
は
す
る
か
と
て
よ
り
お
は
し
た
る
御
こ
ゑ
い
と
ら
う
37
オ
ら
う
た
し
宮
に
は
あ
ら
ね
と
又
お
ほ
し
は
な
つ
や
う
も
あ
ら
す
こ
ち
と
の
給
を
は
つ
か
し
か
り
し
人
と
さ
す
か
に
き
ゝ
な
し
て
あ
し
う
い
ひ
て
け
り
と
お
ほ
し
て
め
の
と
に
さ
し
よ
り
て
い
さ
か
し
ね
ふ
た
き
に
と
の
給
へ
は
い
ま
さ
ら
に
な
と
忍
ひ
た
ま
ふ
ら
ん
こ
の
ひ
さ
の
う
へ
に
御
と
の
こ
も
れ
よ
と
す
こ
し
よ
り
給
へ
と
の
給
へ
は
め
の
と
の
さ
れ
は
こ
そ
か
う
世
つ
か
ぬ
御
ほ
と
に
て
な
ん
と
て
を
し
よ
せ
た
て
ま
つ
り
た
れ
は
な
に
心
も
な
く
ゐ
給
へ
る
に
て
を
さ
し
い
れ
て
さ
く
り
給
へ
れ
は
な
よ
ゝよ
か
な
る
御
そ
に
か
み
は
つ
や


37
ウ
と
か
ゝ
り
て
す
ゑ
の
ふ
さ
や
か
に
さ
く
り
つ
け
ら
れ
た
る
ほ
と
い
と
う
つ
○く
し
う
お
も
ひ
や
ら
れ
て
を
と
ら
へ
給
へ
れ
は
う
た
て
れ
い
な
ら
ぬ
人
の
か
く
ち
か
つ
き
給
へ
る
は
お
そ
ろ
し
う
て
ね
な
む
と
い
ふ
物
を
と
て
し
ゐ
て
ひ
き
○いり
給
に
つ
き
て
す
へ
り
入
て
今
は
ま
ろ
そ
お
も
ふ
へ
き
人
な
う
と
み
給
そ
と
の
給
め
の
と
い
て
あ
な
う
た
て
や
ゆ
ゝ
し
う
も
侍
る
か
な
き
こ
え
さ
せ
し
ら
せ
給
と
も
さ
ら
に
な
に
の
し
る
し
も
侍
ら
し
物
を
と
て
く
る
し
け
に
お
も
ひ
た
れ
は
さ
り
と
も
か
ゝ
る
御
ほ
と
を
い
か
ゝ
は
あ
ら
む
猶
た
ゝ
よ
38
オ
39
に
し
ら
ぬ
心
さ
し
の
程
を
見
は
て
給
へ
と
の
給
あ
ら
れ
ふ
り
あ
れ
て
す
こ
き
よ
の
さ
ま
な
り
い
か
て
か
う
人
す
く
な
に
心
ほ
そ
う
て
す
く
し
給
ふ
ら
ん
と
う
ち
な
ひ
給
て
い
と
み
す
て
か
た
き
ほ
と
な
れ
は
み
るか
う
し
ま
い
り
ね
物
お
そ
ろ
し
き
夜
の
さ
ま
な
め
る
を
と
の
ゐ
人
に
て
侍
ら
む
人
々
ち
か
う
さ
ふ
ら
は
れ
よ
か
し
と
て
い
と
な
れ
か
ほ
に
み
帳
の
う
ち
に
い
り
給
へ
は
あ
や
し
う
お
も
ひ
の
ほ
か
に
も
と
あ
き
れ
て
た
れ
も


ゐ
た
り
め
の
と
は
う
し
ろ
め
た
う
わ
り
な
し
と
お
も
へ
と
あ
ら
ま
し
う
き
こ
え
さ
は
く
へ
き
38
ウ
な
ら
ね
は
う
ち
な
け
き
つ
ゝ
ゐ
た
り
・
わ
か
き
み
は
い
と
お
そ
ろ
し
う
い
か
な
ら
ん
と
わ
な
ゝ
か
れ
て
い
と
う
つ
く
し
き
御
は
た
つ
き
も
そ
ゝ
ろ
さ
む
け
に
お
ほ
し
た
る
を
ら
う
た
く
お
ほ
え
て
ひ
と
へ
は
か
り
を
ゝ
し
く
ゝ
み
て
わ
か
心
ち
も
か
つ
は
う
た
て
○お
ほ
え
給
へ
は
哀
に
う
ち
か
た
ら
ひ
給
て
い
さ
給
へ
よ
お
か
し
き
ゑ
な
と
お
ほ
く
ひ
い
な
あ
そ
ひ
な
と
す
る
所
に
と
心
に
つ
く
へ
き
こ
と
を
の
給
け
は
ひ
の
い
と
な
つ
か
し
き
を
お
さ
な
き
心
ち
に
も
い
と
い
た
う
も
を
ち
す
さ
す
か
に
む
つ
か
し
う
ね
も
い
ら
す
お
ほ
え
て
み
し
ろ
き
ふ
し
給
へ
り
夜
ひ
39
オ
と
よ
風
ふ
き
あ
る
ゝ
に
け
に
か
う
お
は
せ
さ
ら
ま
し
か
は
い
か
に
心
ほ
そ
か
ら
ま
し
お
な
し
く
は
よ
ろ
し
き
ほ
と
に
お
は
し
ま
さ
ま
し
か
は
と
さ
ゝ
め
き
あ
へ
り
め
の
と
は
う
し
ろ
め
た
さ
に
い
と
ち
か
ふ
さ
ふ
ら
ふ
風
す
こ
し
吹
や
み
た
る
に
夜
ふ
か
う
出
給
も
こ
と
あ
り
か
ほ
な
り
や
・
い
と
哀
に
み
た
て
ま
つ
る
御
あ
り
さ
ま
を
今
は
ま
し
て
か
た
時
の
ま
も
お
ほ
つ
か
な
か
る
へ
し
明
暮
な
か
め
侍
る
と
こ
ろ
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
ら
ん
か
く
て
の
み
は
い
か
ゝ
物
を
ち
し
た
ま
は
さ
り
け
り
と
の
給
へ
は
・
宮
も
御
む
か
へ
に
な
と
き
こ
え
の
給
め
れ
と
こ
の
39
ウ
御
四
十
九
日
過
し
て
や
な
と
お
も
ひ
た
ま
ふ
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
・
た
の
も
し
き
す
ち
な
か
ら
も
よ
そ


に
て
な
ら
ひ
給
へ
る
は
お
な
し
う
こ
そ
う
と
う
お
40
ほ
え
給
は
め
い
ま
よ
り
み
た
て
ま
つ
れ
と
あ
さ
か
ら
ぬ
心
さ
し
は
ま
さ
り
ぬ
へ
く
な
ん
と
て
か
い
な
て
つ
ゝ
返
か
へ
り
み
か
ち
に
て
出
給
ひ
ぬ
・
い
み
し
う
き
り
わ
た
れ
る
空
も
た
ゝ
ら
ぬ
に
し
も
は
い
と
し
ろ
う
を
き
て
ま
こ
と
の
け
さ
う
も
お
か
し
か
り
ぬ
へ
き
に
さ
う


し
う
お
も
ひ
お
は
す
・
い
と
忍
ひ
て
か
よ
ひ
給
ふ
と
こ
ろ
の
み
ち
な
り
け
る
を
お
ほ
し
出
て
か
と
う
ら
た
ゝ
か
せ
給
へ
と
き
ゝ
40
オ
つ
く
る
人
な
し
か
ひ
な
く
て
御
と
も
に
こ
ゑ
あ
る
人
し
て
う
た
は
は
(
マ
マ)
せ
給
ふ
あ
さ
ほ
ら
け
霧
立
空
の
ま
よ
ひ
に
も
行
す
き
か
た
き
い
も
か
か
と
か
な
と
ふ
た
か
へ
り
う
た
ひ
た
る
に
よ
し
は
み
た
る
し
も
つ
か
ひ
を
い
た
し
て
た
ち
と
ま
り
霧
の
ま
か
き
の
す
き
う
く
は
く
さ
の
と
さ
し
に
さ
は
り
し
も
せ
し
と
い
ひ
か
け
て
い
り
ぬ
又
人
も
い
て
こ
ね
は
か
へ
る
も
な
さ
な
け
れ
と
明
行
空
も
は
し
た
な
く
て
殿
へ
お
は
し
ぬ
・
お
か
し
か
り
つ
る
人
の
な
こ
り
こ
ひ
し
く
ひ
と
り
ゑ
み
し
つ
ゝ
ふ
し
給
へ
り
40
ウ
日
た
か
う
お
ほ
と
の
こ
も
り
お
き
て
文
や
り
給
に
か
く
つへ
き
こ
と
は
も
れ
い
な
ら
ね
は
ふ
て
う
ち
を
き
つ
ゝ
す
さ
ひ
ゐ
給
へ
り
お
か
し
き
ゑ
な
と
を
や
り
給
・
か
し
こ
に
は
け
ふ
し
も
宮
わ
た
り
給
へ
り
と
し
こ
ろ
よ
り
も
こ
よ
な
う
あ
れ
ま
さ
り
ひ
ろ
う
物
ふ
り
た
る
所
の
い
と
と
人
す
く
な
に
さ
ひ
し
け
れ
は
み
わ
た
し
給
ひ
て
か
ゝ
る
所
に
は
い
か
て
か
し
は
し
も
お
さ
な
き
人
の
す
く
し
給
は
ん
な
を
か
し
こ
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
て
ん
な
に
の
所
せ
き
ほ
と
に
も
あ
ら
す
め
の
と
は
さ
う
し
な
と
し
て
さ
ふ
ら
ひ
な
む
き
み
は
わ
か
き
人
々
な
と
あ
れ
41
オ
は
も
ろ
と
も
に
あ
そ
ひ
て
い
と
よ
う
物
し
給
ひ
な
ん
な
と
の
給
ち
か
う
よ
ひ
よ
せ
た
て
ま
つ
り
給
へ
る
に
か
の
御
う
つ
り
か
の
い
み
し
う
え
む
に
し
み
か
へ
り
た
ま
へ
れ
は
お
か
し
の
御
に
ほ
ひ
や
御
そ
は
な
へ
て
と
心
く
る
し
け
に
お
ほ
ひ
た
り
と
し
こ
ろ
も
あ
つ
し
く
さ
た
す
き
給
へ
る
人
に
そ
ひ
給
へ
る
か
し
こ
に
わ
た
り
て
み
な
ら
41
し
給
へ
な
と
物
せ
し
を
あ
や
し
う
う
と
み
給
て
人
も
心
を
く
め
り
し
を
か
ゝ
る
お
り
に
し
も
物
し
給
は
ん
も
心
く
る
し
う
な
と
の
給
へ
は
な
に
か
は
心
ほ
そ
く
と
も
し
は
し
は
か
く
て
お
は
し
ま
し
な
ん
す
こ
し
物
の
心
お
ほ
し
41
ウ
し
り
な
ん
に
わ
た
ら
せ
給
は
ん
こ
そ
よ
く
は
侍
へ
け
れ
と
き
こ
ゆ
よ
る
ひ
る
こ
ひ
き
こ
え
給
に
は
か
な
き
物
も
き
こ
し
め
さ
す
と
て
け
に
い
た
う
お
も
や
せ
給
へ
れ
と
い
と
あ
て
に
う
つ
く
し
く
な
か


み
え
給
・
な
に
か
さ
し
も
お
ほ
す
い
ま
は
世
に
な
き
人
の
御
こ
と
は
か
ひ
な
し
を
の
れ
あ
れ
は
な
と
か
た
ら
ひ
き
こ
え
給
ひ
て
く
る
れ
は
か
へ
ら
せ
給
を
い
と
心
ほ
そ
し
と
お
ほ
い
て
な
い
給
へ
は
宮
う
ち
な
き
給
て
い
と
か
う
お
も
ひ
な
い
り
給
そ
け
ふ
あ
す
わ
た
し
た
て
ま
つ
ら
ん
な
と
か
へ
す


こ
し
ら
へ
を
き
て
出
給
ひ
ぬ
な
こ
り
も
な
く
さ
め
か
た
42
オ
う
な
き
ゐ
給
へ
り
・
ゆ
く
さ
き
の
身
の
あ
ら
ん
こ
と
な
と
ま
て
も
お
ほ
し
し
ら
す
た
ゝ
と
し
こ
ろ
た
ち
は
な
る
ゝ
お
り
な
う
ま
つ
は
し
な
ら
ひ
て
い
ま
は
な
き
人
と
な
り
給
に
け
る
と
お
ほ
す
か
い
み
し
き
に
お
さ
な
き
御
心
ち
な
れ
と
む
ね
つ
と
ふ
た
か
り
て
れ
い
の
や
う
に
も
あ
そ
ひ
給
は
す
ひ
る
は
さ
て
も
ま
き
ら
は
し
給
を
夕
暮
と
な
れ
は
い
み
し
く
ゝ
し
給
へ
は
か
く
て
は
い
か
て
か
過
し
給
は
ん
と
な
く
さ
め
わ
ひ
て
め
の
と
も
な
き
あ
へ
り
・
き
み
の
御
も
と
よ
り
は
こ
れ
み
つ
を
た
て
ま
つ
れ
給
へ
り
ま
い
り
く
へ
き
を
内
よ
り
め
し
あ
れ
は
な
む
42
ウ
心
く
る
し
う
み
た
て
ま
つ
り
し
も
し
つ
心
な
く
と
て
と
の
ゐ
人
た
て
ま
つ
れ
給
へ
り
・
あ
ち
き
な
う
も
あ
る
か
な
た
は
ふ
れ
に
て
も
物
の
は
し
め
に
こ
の
御
事
よ
宮
き
こ
し
め
し
つ
け
は
さ
ふ
ら
ふ
人
々
の
を
ろ
か
な
る
に
そ
さ
い
な
ま
れ
ん
あ
な
か
し
こ
物
の
つ
い
て
に
い
は
け
な
く
う
ち
出
き
こ
え
さ
せ
給
な
ゝ
と
い
ふ
も
そ
れ
を
は
な
に
と
も
お
ほ
し
た
ら
ぬ
そ
あ
さ
ま
し
き
や
・
少
納
言
は
こ
れ
み
つ
に
哀
な
る
物
か
た
り
と
も
し
て
あ
り
へ
て
の
ち
や
さ
る
へ
き
御
す
く
せ
の
か
れ
き
こ
え
給
は
ぬ
42
や
う
も
あ
ら
ん
た
ゝ
い
ま
は
か
け
て
も
い
と
に
け
な
き
43
オ
御
こ
と
ゝ
み
た
て
ま
つ
る
を
あ
や
し
う
お
ほ
し
の
給
は
す
る
も
い
か
な
る
御
心
に
か
○とイ
お
も
ひ
よ
る
か
た
な
う
み
た
れ
侍
け
ふ
も
宮
わ
た
ら
せ
給
て
う
し
ろ
や
す
く
つ
か
う
ま
つ
れ
心
お
さ
な
く
も
て
な
し
き
こ
ゆ
な
と
の
給
は
せ
つ
る
も
い
と
わ
つ
ら
は
し
う
た
ゝ
な
る
よ
り
は
か
ゝ
る
御
す
き
こ
と
も
お
も
ひ
出
ら
れ
侍
つ
る
な
と
い
ひ
て
こ
の
人
も
事
あ
り
か
ほ
に
や
お
も
は
ん
な
と
あ
ひ
な
け
れ
は
い
た
う
な
け
か
し
け
に
も
い
ひ
な
さ
す
た
い
ふ
も
い
か
な
る
こ
と
に
か
あ
ら
ん
と
心
ええ
か
た
う
お
も
ふ
・
ま
い
り
て
あ
り
さ
ま
な
と
き
こ
え
け
れ
は
哀
に
お
ほ
し
43
ウ
や
ら
る
る
れ
と
さ
て
か
よ
ひ
給
は
ん
も
さ
す
か
に
す
ゝ
ろ
な
る
心
ち
し
て
か
る


し
う
も
て
ひ
か
め
た
る
と
人
も
や
も
り
き
か
む
な
と
つ
ゝ
ま
し
け
れ
は
た
ゝ
む
か
へ
て
ん
と
お
ほ
す
御
文
は
た
ひ


た
て
ま
つ
れ
給
ふ
く
る
れ
は
れ
い
の
た
い
ふ
を
そ
た
て
ま
つ
れ
給
さ
は
る
事
と
も
○の
あ
り
て
え
ま
い
り
こ
ぬ
を
ゝ
ろ
か
に
や
な
と
あ
り
宮
よ
り
あ
す
に
は
か
に
御
む
か
へ
に
と
の
給
○は
せ
た
り
つ
れ
は
心
あ
は
た
ゝ
し
く
て
な
む
と
し
こ
ろ
の
よ
も
き
ふ
を
か
れ
な
ん
も
さ
す
か
に
心
ほ
そ
う
さ
ふ
ら
ふ
人
々
も
お
も
ひ
み
た
れ
て
と
こ
と
す
く
な
に
44
オ
い
ひ
て
お
さ


あ
へ
し
ら
は
す
物
ぬ
い
い
と
な
む
け
は
ひ
な
と
し
る
け
れ
は
ま
い
り
ぬ
・
君
は
大
殿
に
お
は
し
け
る
に
れ
い
の
女
君
と
み
に
も
た
い
め
ん
し
た
ま
は
す
物
む
つ
か
し
く
お
ほ
え
給
て
あ
つ
ま
を
す
か
ゝ
き
て
ひ
た
ち
に
は
た
を
こ
そ
つ
く
れ
と
い
ふ
う
た
を
こ
ゑ
は
い
と
な
ま
め
き
て
す
さ
ひ
ゐ
給
へ
り
ま
い
り
た
れ
は
め
し
よ
せ
て
あ
り
さ
ま
と
ひ
給
し
か


な
ん
と
き
こ
ゆ
れ
は
く
ち
お
し
う
お
ほ
し
て
か
の
宮
に
わ
た
り
な
は
わ
さ
と
む
か
へ
出
ん
も
す
き


し
か
る
へ
し
お
さ
な
き
人
を
ぬ
す
み
出
た
り
と
も
と
き
お
ひ
な
ん
そ
の
さ
き
に
44
ウ
し
は
し
人
に
も
く
ち
か
た
め
て
わ
た
し
て
ん
と
お
ほ
し
て
・
43
あ
か
つ
き
か
し
こ
に
も
の
せ
ん
く
る
ま
の
さ
う
そ
く
さ
な
か
ら
す
い
し
ん
ひ
と
り
ふ
た
り
お
ほ
せ
を
き
た
れ
と
の
給
う
け
た
ま
は
り
て
た
ち
ぬ
き
み
い
か
に
せ
ま
し
き
こ
え
あ
り
て
す
き
か
ま
し
き
や
う
な
る
へ
き
こ
と
人
の
ほ
と
た
に
物
を
お
も
ひ
し
り
女
の
心
か
は
し
け
る
こ
と
ゝ
を
し
は
か
ら
れ
ぬ
へ
く
は
よ
の
つ
ね
な
り
ち
ゝ
宮
の
た
つ
ね
出
給
つ
ら
ん
も
は
し
た
な
う
す
ゝ
ろ
な
る
へ
き
を
と
お
ほ
し
み
た
る
れ
と
さ
て
は
つ
し
て
ん
は
い
と
く
ち
お
し
か
る
へ
け
れ
は
ま
た
夜
ふ
か
う
出
給
・
女
君
れ
い
の
し
ふ


45
オ
に
心
も
と
け
す
物
し
給
か
し
こ
に
い
と
せ
ち
に
み
る
へ
き
事
の
侍
る
を
お
も
ひ
た
ま
へ
出
て
・
な
ん
た
ち
か
へ
り
ま
い
り
き
な
む
と
て
出
給
へ
は
さ
ふ
ら
ふ
人
々
も
し
ら
さ
り
け
り
わ
か
御
か
た
に
て
御
な
を
し
な
と
は
た
て
ま
つ
る
こ
れ
み
つ
は
か
り
を
馬
に
の
せ
て
お
は
し
ぬ
か
と
う
ち
た
ゝ
か
せ
給
へ
は
心
も
し
ら
ぬ
物
の
あ
け
た
る
に
御
く
る
ま
を
や
を
ら
ひ
き
い
れ
さ
せ
て
た
い
ふ
つ
ま
と
を
な
ら
し
て
し
は
ふ
け
は
少
納
言
き
ゝ
し
り
て
い
て
き
た
り
こ
こ
に
お
は
し
ま
す
と
い
へ
は
お
さ
な
き
人
は
御
と
の
こ
も
り
て
な
む
な
と
か
い
と
夜
ふ
か
う
は
出
さ
せ
給
つへ
る
と
45
ウ
物
の
た
よ
り
と
お
も
ひ
て
い
ふ
宮
へ
わ
た
ら
せ
給
へ
か
な
る
を
そ
の
さ
き
に
き
こ
え
を
か
ん
と
て
な
ん
と
の
給
へ
は
な
に
こ
と
に
か
侍
ら
ん
い
か
に
は
か


し
き
御
い
ら
へ
き
こ
え
さ
せ
給
は
ん
と
て
う
ち
わ
ら
ひ
て
ゐ
た
り
君
入
給
へ
は
い
と
か
た
は
ら
い
た
く
う
ち
と
け
て
あ
や
し
き
ふ
る
人
と
も
の
侍
に
と
き
こ
え
さ
す
ま
た
お
と
ろ
い
給
は
し
な
い
て
御
め
さ
ま
し
き
こ
え
む
か
ゝ
る
あ
さ
き
り
を
し
ら
て
い
ぬ
る
物
か
と
て
入
給
へ
は
や
と
も
え
き
こ
え
す
君
は
な
に
心
も
な
く
ね
給
つへ
る
を
い
た
き
お
と
ろ
か
し
給
に
お
と
ろ
き
て
宮
の
御
む
か
へ
に
お
は
し
た
る
と
ね
お
ひ
46
オ
れ
て
お
ほ
し
た
り
御
く
し
か
き
つ
く
ろ
ひ
な
と
し
給
て
い
さ
給
へ
宮
の
御
つ
か
ひ
に
て
ま
い
り
き
つ
る
そ
と
の
給
に
あ
ら
さ
り
け
り
と
あ
き
れ
て
お
そ
ろ
し
と
お
も
ひ
た
れ
は
あ
な
心
う
ま
ろ
も
お
な
し
人
そ
と
て
か
き
44
い
た
き
て
出
給
へ
は
た
い
ふ
少
納
言
な
と
こ
は
い
か
に
と
き
こ
ゆ
・
こ
ゝ
に
は
つ
ね
に
も
え
ま
い
ら
ぬ
か
お
ほ
つ
か
な
け
れ
は
心
や
す
き
所
に
と
き
こ
え
し
を
心
う
く
わ
た
り
給
へ
か
な
れ
は
ま
し
て
き
こ
え
か
た
か
へ
け
れ
は
人
ひ
と
り
ま
い
ら
れ
よ
か
し
と
の
給
へ
は
心
あ
は
た
ゝ
し
く
て
け
ふ
は
い
と
ひ
ん
な
く
な
ん
侍
へ
き
宮
の
わ
た
ら
せ
46
ウ
給
は
ん
に
は
い
か
さ
ま
に
○か
き
こ
え
や
ら
ん
を
の
つ
か
ら
程
へ
て
さ
る
へ
き
に
お
は
し
ま
さ
は
と
も
か
う
も
侍
な
ん
を
い
と
お
も
ひ
や
り
な
き
ほ
と
の
御
こ
と
に
侍
れ
は
さ
ふ
ら
ふ
人
々
く
る
し
う
侍
へ
し
と
き
こ
ゆ
れ
は
よ
し
の
ち
に
も
人
は
ま
い
り
な
む
と
て
御
車
よ
せ
さ
せ
給
へ
は
あ
さ
ま
し
う
い
か
さ
ま
○に
か
と
お
も
ひ
あ
へ
り
わ
か
き
み
も
あ
や
し
と
お
ほ
し
て
な
い
た
ま
ふ
少
納
言
と
ゝ
め
き
こ
え
む
か
た
な
け
れ
は
○よへ
ぬ
ひ
し
御
そ
と
も
ひ
き
さ
け
て
み
つ
か
ら
も
よ
ろ
し
き
き
ぬ
ゝ
き
か
へ
て
の
り
ぬ
・
二
条
院
は
ち
か
け
れ
は
ま
た
あ
か
う
も
な
ら
ぬ
程
に
お
47
オ
は
し
て
に
し
の
た
い
に
御
車
よ
せ
て
お
り
た
ま
ふ
わ
か
き
み
を
は
い
と
か
ろ
ゝら
か
に
か
き
い
た
き
て
お
ろ
し
給
少
納
言
な
を
○いと
夢
の
心
ち
し
侍
る
を
い
か
に
し
侍
る
へ
き
事
に
か
と
や
す
ら
へ
は
そ
は
心
な
ゝ
り
御
み
つ
か
ら
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
つ
れ
は
か
へ
り
な
ん
と
あ
ら
は
を
く
り
せ
ん
か
し
と
の
給
に
わ
り
な
く
て
お
り
ぬ
に
は
か
に
あ
さ
ま
し
う
む
ね
も
し
つ
か
な
ら
す
宮
の
お
ほ
し
の
給
は
ん
こ
と
い
か
に
な
り
は
て
給
ふ
へ
き
御
あ
り
さ
ま
に
か
と
て
も
か
く
て
も
た
の
も
し
き
人
々
に
を
く
れ
給
へ
る
か
い
み
し
さ
と
お
も
ふ
に
涙
の
と
ま
ら
ぬ
を
さ
す
か
に
ゆ
ゝ
し
け
れ
は
47
ウ
ね
む
し
ゐ
た
り
・
こ
な
た
は
す
み
給
は
ぬ
た
い
な
れ
は
御
帳
な
と
も
な
か
り
け
り
こ
れ
み
つ
め
し
て
み
帳
御
屏
風
な
と
あ
た
り


し
た
て
さ
せ
給
御
き
ち
や
う
の
か
た
ひ
ら
ひ
き
お
ろ
し
お
ま
し
な
と
○たゝ
ひ
き
つ
く
ろ
ふ
は
か
り
に
て
あ
れ
は
ひ
ん
か
し
の
た
い
に
御
と
の
ゐ
も
の
め
し
に
つ
か
は
し
て
お
ほ
と
の
こ
も
り
ぬ
・
若
君
い
と
む
く
つ
け
う
い
か
に
す
る
こ
と
な
ら
ん
と
ふ
る
は
れ
給
へ
と
さ
す
か
に
こ
ゑ
45
た
て
ゝ
も
え
な
き
給
は
す
少
納
言
か
も
と
に
ね
ん
と
の
給
こ
ゑ
い
と
わ
か
し
今
は
さ
は
お
ほ
と
の
こ
も
る
ま
し
き
そ
よ
と
を
し
へ
き
こ
え
給
へ
は
い
と
わ
ひ
し
く
て
48
オ
な
き
ふ
し
給
へ
り
め
の
と
は
う
ち
も
ふ
さ
れ
す
物
も
お
ほ
え
す
な
き
ゐ
た
り
・
明
行
ま
ゝ
に
見
わ
た
せ
は
お
と
ゝ
の
つ
く
り
さ
ま
し
つ
○ら
ひ
さ
ま
さ
ら
に
も
い
は
す
庭
の
す
な
こ
も
玉
を
か
さ
ね
た
ら
ん
や
う
に
み
え
て
か
ゝ
や
く
心
ち
す
る
に
は
し
た
な
く
お
も
ひ
ゐ
た
れ
と
こ
な
た
に
は
女
な
と
も
さ
ふ
ら
は
さ
り
け
り
う
と
き
ま
ら
う
と
な
と
の
ま
い
る
お
り
ふ
し
の
か
た
な
り
け
れ
は
お
と
こ
と
も
そ
み
す
の
と
に
あ
り
け
る
・
か
く
人
む
か
へ
給
へ
り
と
ほ
の
き
く
人
は
た
れ
な
ら
ん
お
ほ
ろ
け
に
は
あ
ら
し
と
さ
ゝ
め
く
御
て
う
つ
御
か
ゆ
な
と
こ
な
た
に
ま
い
る
ひ
た
か
う
48
ウ
ね
お
き
給
て
ひ
と
な
く
て
あ
し
か
め
る
を
さ
る
へ
き
人
々
ゆ
ふ
つ
け
て
こ
そ
○は
む
か
へ
さ
せ
給
は
さ
せ
給
は
め
と
の
給
て
た
い
に
わ
ら
は
へ
め
し
に
つ
か
は
す
ち
い
さ
き
か
き
り
こ
と
さ
ら
に
ま
い
れ
と
あ
り
け
れ
は
い
と
を
か
し
け
に
て
四
人
ま
い
り
た
り
君
は
御
そ
に
ま
と
は
れ
て
物
し
給
つ
る
を
せ
め
て
お
こ
し
て
か
う
心
う
く
な
お
は
せ
そ
す
ゝ
ろ
な
る
人
は
か
う
は
あ
り
な
む
や
女
は
心
や
は
ら
か
な
る
な
ん
よ
き
な
と
い
ま
よ
り
を
し
へ
き
こ
え
給
御
か
た
ち
は
さ
し
は
な
れ
て
み
し
よ
り
も
い
み
し
う
き
よ
ら
に
て
な
つ
か
し
う
う
ち
か
た
ら
ひ
つ
ゝ
を
か
し
き
ゑ
あ
そ
ひ
物
と
も
と
り
に
49
オ
つ
か
は
し
て
み
せ
た
て
ま
つ
り
御
心
に
つ
く
こ
と
と
も
を
し
給
ふ
や
う


お
き
ゐ
て
見
給
に
ゝ
ひ
い
ろ
の
こ
ま
や
か
な
る
か
う
ち
な
へ
た
る
と
も
を
き
て
な
に
心
な
く
う
ち
ゑ
み
な
と
し
て
ゐ
給
へ
る
か
い
と
う
つ
く
し
き
に
わ
れ
も
う
ち
ゑ
ま
れ
て
見
給
・
ひ
ん
か
し
の
た
い
に
わ
た
り
給
へ
る
に
立
出
て
庭
の
こ
た
ち
池
の
か
た
な
と
の
そ
き
給
へ
は
霜
か
れ
の
せ
ん
さ
い
ゑ
に
か
け
る
や
う
に
お
も
し
ろ
く
て
み
も
し
ら
ぬ
し
ゐ
五
ゐ
こ
き
ま
せ
に
ひ
ま
な
う
い
て
い
り
つ
ゝ
け
に
お
か
し
き
所
か
な
と
お
ほ
す
御
屏
風
と
も
な
と
○いと
お
か
し
き
ゑ
を
み
つ
ゝ
な
く
さ
め
て
お
は
46
49
ウ
す
る
も
は
か
な
し
や
・
君
は
二
三
日
内
へ
も
ま
い
り
給
は
て
こ
の
人
を
な
つ
け
か
た
ら
ひ
き
こ
え
給
や
か
て
ほ
ん
に
と
お
ほ
す
に
や
て
な
ら
ひ
ゑ
な
と
さ
ま


に
か
き
つ
ゝ
み
せ
た
て
ま
つ
り
給
い
み
し
う
お
か
し
け
に
か
き
あ
つ
め
給
へ
り
む
さ
し
野
と
い
へ
は
か
こ
た
れ
ぬ
と
む
ら
さ
き
の
か
み
に
か
い
た
ま
へ
る
す
み
つ
き
の
い
と
こ
と
な
る
を
と
り
て
み
ゐ
給
へ
り
す
こ
し
ち
い
さ
く
て
みね
は
み
ね
と
哀
と
そ
お
も
ふ
む
さ
し
野
の
露
わ
け
わ
ふ
る
草
の
ゆ
か
り
を
と
あ
り
い
て
き
み
も
か
はい
た
ま
へ
と
あ
れ
は
ま
た
よ
う
は
か
ゝ
す
と
て
見
あ
け
給
へ
る
50
オ
か
な
に
心
な
く
う
つ
く
し
け
な
れ
は
う
ち
ほ
ゝ
ゑ
み
て
よ
か
ら
ね
と
む
け
に
か
ゝ
ぬ
こ
そ
わ
ろ
け
れ
を
し
へ
き
こ
え
む
か
し
と
の
給
へ
は
う
ち
そ
は
み
て
か
い
た
ま
ふ
て
つ
き
筆
と
り
給
つ
る
さ
ま
の
お
さ
な
け
な
る
も
ら
う
た
う
の
み
お
ほ
ゆ
れ
は
心
な
か
ら
あ
や
し
と
お
ほ
す
か
き
そ
こ
な
ひ
つ
と
は
ち
て
か
く
し
給
ふ
を
せ
め
て
見
給
へ
は
か
こ
つ
へ
き
ゆ
へ
を
し
ら
ね
は
お
ほ
つ
か
な
い
か
な
る
草
の
ゆ
か
り
な
る
ら
ん
と
い
と
わ
か
け
れ
と
を
ひ
さ
き
み
え
て
ふ
く
よ
か
に
か
い
給
へ
り
こ
あ
ま
君
の
に
そ
に
た
り
け
る
い
ま
め
か
し
う
き
て
ほ
ん
な
ら
は
は
い
と
よ
う
50
ウ
か
い
た
ま
ひ
て
ん
と
見
給
○ふ
ひ
い
な
な
と
わ
さ
と
や
と
も
つ
く
り
つ
ゝ
け
て
も
ろ
と
も
に
あ
そ
ひ
つ
ゝ
こ
よ
な
き
物
お
も
ひ
の
ま
き
ら
は
し
な
り
か
の
と
ま
り
に
し
人
々
宮
わ
た
り
給
て
た
つ
ね
き
こ
え
給
け
る
に
き
こ
え
や
る
か
た
な
く
て
そ
わ
ひ
あ
へ
り
し
け
る
し
は
し
人
に
し
ら
せ
し
と
き
み
も
の
給
ひ
少
納
言
も
お
も
ふ
事
な
れ
は
せ
ち
に
く
ち
か
た
め
や
り
た
り
た
ゝ
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
少
納
言
か
ゐ
て
か
く
し
き
こ
え
た
る
と
の
み
き
こ
え
さ
す
る
に
宮
も
い
ふ
か
ひ
な
う
お
ほ
し
て
こ
あ
ま
き
み
も
か
し
こ
に
わ
た
り
給
は
ん
こ
と
を
い
と
51
オ
物
し
と
お
ほ
し
た
り
し
こ
と
な
れ
は
め
の
と
の
い
と
さ
し
す
く
し
た
る
心
は
せ
の
あ
ま
り
お
ひ
ら
か
に
わ
た
さ
ん
を
47
ひ
ん
な
し
な
と
は
い
は
て
心
に
ま
か
せ
て
ゐ
て
は
ふ
ら
か
し
つ
る
な
め
り
と
な
く


か
へ
り
給
ぬ
も
し
き
ゝ
い
て
た
て
ま
つ
ら
は
つ
け
よ
と
の
た
ま
ふ
も
わ
つ
ら
は
し
く
そ
う
つ
の
御
も
と
に
も
た
つ
ね
き
こ
え
給
へ
と
あ
と
は
か
な
く
て
あ
た
ら
し
か
り
し
御
か
た
ち
な
と
こ
ひ
し
く
か
な
し
と
お
ほ
す
・
き
た
の
か
た
も
は
ゝ
き
み
を
に
く
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
け
る
心
ち
も
う
せ
て
わ
か
心
に
ま
か
せ
つ
へ
う
お
ほ
し
け
る
に
た
か
ひ
ぬ
る
は
く
ち
51
ウ
お
し
う
お
ほ
し
け
り
・
や
う


人
ま
い
り
ぬ
御
あ
そ
ひ
か
た
き
の
わ
ら
は
へ
ち
こ
と
も
い
と
め
つ
ら
か
に
い
ま
め
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
と
も
な
れ
は
お
も
ふ
こ
と
な
く
て
あ
そ
ひ
あ
へ
り
君
は
お
と
こ
き
み
の
をお
は
せ
す
な
と
し
て
さ
う
さ
う
し
き
夕
暮
な
と
は
か
り
そ
あ
ま
き
み
を
こ
ひ
き
こ
え
給
て
う
ち
な
き
な
と
し
給
へ
と
宮
を
は
こ
と
に
お
も
ひ
い
て
き
こ
え
給
は
す
も
と
よ
り
見
な
ら
ひ
き
こ
え
給
は
て
な
ら
ひ
た
ま
へ
れ
は
今
は
た
ゝ
こ
の
ゝ
ち
の
お
や
を
い
み
し
う
む
つ
ひ
ま
つ
は
し
き
こ
え
給
も
の
よ
り
お
は
す
るれ
は
ま
つ
い
て
む
か
ひ
て
哀
に
う
ち
か
た
52
オ
ら
ひ
御
ふ
と
こ
ろ
に
い
り
ゐ
て
い
さ
ゝ
か
う
と
く
は
つ
か
し
と
も
お
も
ひ
た
ら
す
さ
る
か
た
に
は
い
み
し
く
ら
う
た
き
わ
さ
な
り
け
り
さ
か
し
ら
心
あ
り
な
に
く
れ
と
む
つ
か
し
き
す
ち
に
な
り
ぬ
れ
は
わ
か
心
ち
も
す
こ
し
た
か
ふ
ふ
し
も
い
て
く
や
と
心
を
か
れ
人
も
う
ら
み
か
ち
に
お
も
ひ
の
ほ
か
の
こ
と
も
を
の
つ
か
ら
い
て
く
る
を
い
と
を
か
し
き
も
て
あ
そ
ひ
な
り
む
す
め
な
と
は
おた
か
は
か
り
に
な
れ
は
心
や
す
く
う
ち
ふ
る
ま
ひ
へ
た
て
な
き
さ
ま
に
○ふし
を
き
な
と
は
え
し
も
す
ま
し
き
を
こ
れ
は
い
と
さ
ま
か
は
り
た
る
か
し
つ
き
く
さ
な
り
52
ウ
と
お
ほ
ひ
た
め
り
53
オ
48
(
末
つ
む
は
な)
お
も
へ
と
も
な
を
あ
か
さ
り
し
夕
か
ほ
の
露
に
を
く
れ
し
ほ
と
の
心
ち
を
と
し
月
ふ
れ
と
お
ほ
し
わ
す
れ
す
こ
ゝ
も
か
し
こ
も
う
ち
と
け
ぬ
か
き
り
の
け
し
き
は
み
心
ふ
か
き
か
た
の
御
い
と
ま
し
さ
に
け
ち
か
く
な
つ
か
し
か
り
し
あ
は
れ
に
に
る
物
な
う
こ
ひ
し
く
お
ほ
え
給
い
か
て
こ
と


し
き
お
ほ
へ
は
な
く
ら
う
た
け
な
ら
む
人
の
つ
ゝ
ま
し
き
こ
と
な
か
ら
ん
見
つ
け
て
し
か
な
と
こ
り
す
ま
に
お
ほ
し
わ
た
れ
は
す
こ
し
ゆ
へ
つ
き
て
き
こ
ゆ
る
わ
た
り
は
御
み
ゝ
と
ま
り
給
は
ぬ
く
ま
な
き
に
さ
て
も
や
と
お
ほ
し
よ
る
は
か
り
の
け
は
ひ
あ
る
あ
た
り
１
オ
に
こ
そ
は
ひ
と
く
た
り
を
も
ほ
の
め
か
し
給
ふ
め
る
に
な
ひ
き
聞
え
す
も
て
は
な
れ
た
る
は
お
さ


あ
る
ま
し
き
そ
い
と
め
な
れ
た
る
や
つ
れ
な
う
心
つ
よ
き
は
た
と
し
へ
な
う
な
さ
け
を
く
る
ゝ
ま
め
や
か
さ
な
と
あ
ま
り
物
の
ほ
と
し
ら
ぬ
や
う
に
さ
て
し
も
す
く
し
は
て
す
な
く
く
つ
れ
お
れ
て
な
を


し
き
か
た
に
さ
た
ま
り
な
と
す
る
も
あ
れ
は
の
た
ま
ひ
さ
し
つ
る
も
お
ほ
か
り
け
り
か
の
う
つ
せ
み
を
物
の
お
り


に
は
ね
た
う
お
ほ
し
い
つ
お
き
の
は
も
さ
り
ぬ
へ
き
か
せ
の
た
よ
り
あ
る
と
き
は
お
と
ろ
か
し
給
ふ
お
り
も
あ
る
へ
し
ほ
か
け
の
み
た
１
ウ
れ
た
り
し
さ
ま
は
又
さ
や
う
に
て
も
見
ま
ほ
し
く
お
ほ
す
大
か
た
な
こ
り
な
き
物
わ
す
れ
を
そ
え
し
給
は
さ
り
け
る
さ
ゑ
も
の
め
の
と
ゝ
て
大
弐
の
あ
ま
君
の
さ
し
つ
き
に
お
ほ
い
た
る
か
む
す
め
大
輔
の
命
婦
と
て
内
に
さ
ふ
ら
ふ
わ
か
ん
と
ほ
り
の
兵
部
大
輔
な
る
か
む
す
め
な
り
け
り
い
と
い
た
う
い
ろ
こ
の
め
る
わ
か
人
に
て
あ
り
け
る
を
君
も
め
し
つ
か
ひ
な
と
し
給
ふ
は
ゝ
は
筑
前
守
の
め
に
て
く
た
り
に
け
れ
は
ち
ゝ
君
の
も
と
を
さ
と
に
て
ゆ
き
か
よ
ふ
こ
ひ
た
ち
の
み
こ
の
す
ゑ
に
ま
う
け
て
い
み
し
う
か
し
つ
き
給
ひ
し
御
む
す
め
心
ほ
そ
く
て
残
り
２
オ
49
ゐ
給
た
る
を
物
つ
い
て
に
か
た
り
聞
え
け
れ
は
あ
は
れ
の
こ
と
や
と
て
と
ひ
き
ゝ
給
こ
ゝ
ろ
は
え
か
た
ち
な
と
ふ
か
き
か
た
は
え
し
り
侍
ら
す
か
い
ひ
そ
め
人
う
と
う
も
て
な
し
給
へ
は
さ
へ
き
よ
ひ
な
と
物
こ
し
に
て
そ
か
た
ら
ひ
侍
る
き
ん
を
そ
な
つ
か
し
き
か
た
ら
ひ
人
と
思
給
へ
る
と
聞
ゆ
れ
は
三
の
と
も
に
て
い
ま
ひ
と
く
さ
や
う
た
て
あ
ら
ん
と
て
わ
れ
に
き
か
せ
よ
ち
ゝ
み
こ
の
さ
や
う
の
か
た
に
い
と
よ
し
つ
き
て
物
し
給
け
れ
は
を
し
な
へ
て
の
て
つ
か
ひ
に
は
あ
ら
し
と
思
ふ
か
た
ら
ひ
た
ま
ふ
さ
や
う
に
き
こ
し
め
す
は
か
り
に
は
侍
ら
す
や
あ
ら
ん
と
い
へ
は
い
た
う
け
し
き
２
ウ
は
ま
し
や
こ
の
こ
ろ
の
お
ほ
ろ
月
よ
に
し
の
ひ
て
も
の
せ
ん
ま
か
て
よ
と
の
た
ま
へ
は
わ
つ
ら
は
し
と
お
も
へ
と
う
ち
わ
た
り
も
の
と
や
か
な
る
春
の
つ
れ


に
ま
か
て
ぬ
ち
ゝ
の
た
い
ふ
の
君
は
ほ
か
に
そ
す
み
け
る
こ
ゝ
に
は
と
き


そ
か
よ
ひ
け
る
命
婦
は
ま
ゝ
は
ゝ
の
あ
た
り
は
す
み
も
つ
か
す
姫
君
の
御
あ
た
り
を
む
つ
ひ
て
こ
ゝ
に
は
来
る
な
り
け
り
の
た
ま
ひ
し
も
し
る
く
い
さ
よ
ひ
の
月
お
か
し
き
ほ
と
に
お
は
し
た
り
い
と
か
た
は
ら
い
た
き
わ
さ
か
な
物
の
ね
す
む
へ
き
夜
の
さ
ま
に
も
侍
ら
さ
め
る
に
と
聞
ゆ
れ
と
な
を
あ
な
た
に
わ
た
り
て
た
ゝ
ひ
と
こ
ゑ
３
オ
も
よ
ほ
し
聞
え
よ
む
な
し
く
て
か
へ
ら
ん
か
ね
た
か
る
へ
き
を
と
の
給
へ
は
う
ち
と
け
た
る
す
み
か
に
す
へ
奉
り
て
う
し
ろ
め
た
う
か
た
し
け
な
し
と
お
も
へ
と
寝
殿
に
ま
い
り
た
れ
は
ま
た
か
う
し
も
さ
な
か
ら
む
め
の
か
を
か
し
き
を
見
い
た
し
て
物
し
給
ふ
よ
き
お
り
か
な
と
お
も
ひ
て
御
こ
と
の
音
い
か
に
ま
さ
り
侍
ら
ん
と
お
も
ふ
給
へ
ら
る
ゝ
夜
の
け
は
ひ
に
さ
そ
は
れ
侍
て
な
ん
心
あ
は
た
ゝ
し
き
い
て
い
り
に
え
う
け
た
ま
は
ら
ぬ
こ
そ
く
ち
お
し
け
れ
と
い
へ
は
あ
は
れ
は
し
る
人
こ
そ
あ
な
れ
も
ゝ
し
き
に
ゆ
き
か
ふ
人
の
き
く
は
か
り
や
は
と
て
め
し
よ
す
る
も
３
ウ
あ
い
な
う
い
か
ゝ
き
ゝ
給
は
ん
と
む
ね
つ
ふ
る
ほ
の
か
に
か
き
な
ら
し
給
ふ
を
か
し
う
聞
ゆ
な
に
は
か
り
ふ
か
き
て
な
ら
ね
と
物
の
ね
か
ら
の
す
ち
こ
と
な
る
物
な
れ
は
き
ゝ
50
に
く
ゝ
も
お
ほ
さ
れ
す
い
と
い
た
う
あ
れ
わ
た
り
て
さ
ひ
し
き
所
に
さ
は
か
り
の
人
の
ふ
る
め
か
し
う
所
せ
く
か
し
つ
き
す
へ
た
り
け
ん
な
こ
り
な
く
い
か
に
お
も
ほ
し
の
こ
す
事
な
か
ら
ん
か
や
う
の
所
に
こ
そ
は
む
か
し
物
か
た
り
に
も
あ
は
れ
な
る
事
と
も
あ
り
け
れ
な
と
お
も
ひ
つ
ゝ
け
て
物
や
い
ひ
よ
ら
ま
し
と
お
ほ
せ
と
う
ち
つ
け
に
や
お
ほ
さ
ん
と
心
は
つ
か
し
く
て
や
す
ら
ひ
給
命
婦
４
オ
か
と
あ
る
も
の
に
て
い
た
う
み
ゝ
な
ら
さ
せ
奉
ら
し
と
お
も
ひ
け
れ
は
く
も
り
か
ち
に
侍
め
り
ま
ら
う
と
の
こ
ん
と
侍
り
つ
る
い
と
ひ
か
ほ
に
も
こ
そ
い
ま
心
の
と
か
に
を
み
か
う
し
ま
い
り
な
ん
と
て
い
た
う
も
そ
ゝ
の
か
さ
て
か
へ
り
た
れ
は
中


な
る
ほ
と
に
て
も
や
見
ぬ
る
か
な
物
き
ゝ
わ
く
程
に
も
あ
ら
て
ね
た
う
と
の
た
ま
ふ
け
し
き
お
か
し
と
お
ほ
し
た
り
お
な
し
く
け
ち
か
き
ほ
と
の
た
ち
き
ゝ
せ
さ
せ
よ
と
の
た
ま
へ
と
心
に
く
ゝ
て
と
お
も
へ
は
い
て
や
い
と
か
す
か
な
る
あ
り
さ
ま
に
お
も
ひ
き
え
て
心
く
る
し
け
に
物
し
給
ふ
め
る
を
う
し
ろ
め
た
き
さ
ま
に
４
ウ
や
と
い
へ
は
け
に
さ
も
あ
る
事
に
は
か
に
わ
れ
も
人
も
う
ち
と
け
て
か
た
ら
ふ
へ
き
人
の
き
は
ゝ
き
は
と
こ
そ
あ
れ
な
と
あ
は
れ
に
お
ほ
さ
る
ゝ
人
の
御
ほ
と
な
れ
は
猶
さ
や
う
の
け
し
き
を
ほ
の
め
か
せ
と
か
た
ら
ひ
給
ふ
又
ち
き
り
給
へ
る
か
た
や
あ
ら
ん
い
と
し
の
ひ
て
か
へ
り
給
ふ
う
へ
の
ま
め
に
お
は
し
ま
す
と
も
て
な
や
み
聞
え
さ
せ
給
ふ
こ
そ
を
か
し
う
思
ふ
給
へ
ら
る
ゝ
お
り


侍
れ
か
や
う
の
御
や
つ
れ
す
か
た
を
い
か
て
か
は
御
覧
し
つ
け
ん
と
聞
ゆ
れ
は
た
ち
か
へ
り
う
ち
わ
ら
ひ
て
こ
と
人
の
い
は
ん
や
う
に
と
か
な
あ
ら
は
さ
れ
そ
こ
れ
を
あ
た


し
き
ふ
る
ま
５
オ
ひ
と
い
は
ゝ
女
の
あ
り
さ
ま
く
る
し
か
ら
ん
と
の
た
ま
へ
は
あ
ま
り
色
め
い
た
り
と
お
ほ
し
て
お
り


か
う
の
給
ふ
を
は
つ
か
し
と
お
も
ひ
て
物
も
い
は
す
し
ん
殿
の
か
た
に
人
の
け
は
ひ
き
く
や
う
も
や
と
お
ほ
し
て
や
を
ら
た
ち
出
給
ふ
す
い
か
い
の
た
ゝ
す
こ
し
お
れ
の
こ
り
た
る
か
く
れ
の
か
た
に
立
よ
り
給
ふ
に
も
と
よ
り
た
て
る
お
と
こ
有
け
り
た
れ
な
ら
ん
51
心
か
け
た
る
す
き
も
の
あ
り
け
り
と
お
ほ
し
て
か
け
に
つ
き
て
た
ち
か
く
れ
給
へ
は
頭
中
将
な
り
け
り
こ
の
夕
つ
か
た
内
よ
り
も
ろ
と
も
に
ま
か
て
給
ひ
け
る
や
か
て
大
と
の
に
も
よ
ら
す
二
条
院
に
も
あ
ら
て
ひ
き
わ
か
れ
給
け
る
を
い
５
ウ
つ
ち
な
ら
ん
と
た
ゝ
な
ら
て
わ
れ
も
ゆ
く
か
た
あ
れ
と
あ
と
に
つ
き
て
う
か
ゝ
ひ
け
り
あ
や
し
き
む
ま
に
か
り
衣
す
か
た
の
な
い
か
し
ろ
に
て
き
け
れ
は
え
し
り
給
は
ぬ
に
さ
す
か
に
か
う
こ
と
か
た
に
入
給
ひ
ぬ
れ
は
心
も
え
す
お
も
ひ
け
る
程
に
物
の
ね
に
き
ゝ
つ
い
て
た
て
る
に
か
へ
り
や
出
給
ふ
と
し
た
ま
つ
な
り
け
り
君
は
た
れ
と
も
え
見
わ
き
給
は
て
わ
れ
と
し
ら
れ
し
と
ぬ
き
あ
し
に
あ
ゆ
み
の
き
た
ま
ふ
に
ふ
と
よ
り
て
ふ
り
捨
さ
せ
給
へ
る
つ
ら
さ
を
御
を
く
り
つ
か
う
ま
つ
り
つ
る
は
も
ろ
と
も
に
大
内
山
は
い
て
つ
れ
と
い
る
か
た
し
６
オ
ら
ぬ
い
さ
よ
ひ
の
月
と
う
ら
む
る
も
ね
た
け
れ
と
こ
の
君
と
見
給
ふ
に
す
こ
し
を
か
し
う
な
り
ぬ
人
の
思
ひ
よ
ら
ぬ
事
よ
と
に
く
む


里
わ
か
ぬ
か
け
を
は
み
れ
と
ゆ
く
月
の
入
さ
の
山
を
た
れ
か
た
つ
ぬ
る
か
う
し
た
ひ
あ
り
か
は
い
か
に
せ
さ
せ
給
は
ん
と
聞
え
た
ま
ふ
ま
こ
と
は
か
や
う
の
御
あ
り
き
に
は
す
い
し
ん
か
ら
こ
そ
は
か


し
き
事
も
あ
る
へ
け
れ
を
く
ら
さ
せ
給
は
て
こ
そ
あ
ら
め
や
つ
れ
た
る
御
あ
り
き
は
か
る


し
き
こ
と
も
い
て
き
な
む
と
を
し
か
へ
し
い
さ
め
た
て
ま
つ
る
か
う
の
み
見
つ
け
ら
６
ウ
る
ゝ
を
ね
た
し
と
お
ほ
せ
と
か
の
な
て
し
こ
は
え
た
つ
ね
し
ら
ぬ
を
を
も
き
こ
う
に
御
心
の
う
ち
に
お
ほ
し
い
つ
を
の


ち
き
れ
る
か
た
に
も
あ
ま
え
て
え
ゆ
き
わ
か
れ
給
は
す
ひ
と
つ
車
に
の
り
て
月
の
を
か
し
き
ほ
と
に
雲
か
く
れ
た
る
み
ち
の
ほ
と
ふ
え
ふ
き
あ
は
せ
て
大
殿
に
お
は
し
ぬ
さ
き
な
と
も
を
は
せ
給
は
す
忍
ひ
入
て
人
見
ぬ
ら
う
に
御
な
を
し
と
も
め
し
て
き
か
へ
た
ま
ひ
つ
れ
な
う
い
ま
く
る
や
う
に
て
御
ふ
え
と
も
ふ
き
す
さ
ひ
て
お
は
す
れ
は
お
と
ゝ
れ
い
の
き
ゝ
す
く
し
た
ま
は
て
52
こ
ま
ふ
え
と
り
い
て
給
へ
り
い
と
し
や
う
す
に
お
は
す
れ
は
７
オ
い
と
お
も
し
ろ
う
ふ
き
給
御
こ
と
め
し
て
う
ち
に
も
こ
の
か
た
に
こ
ゝ
ろ
え
た
る
人
々
に
ひ
か
せ
給
ふ
中
務
の
君
わ
さ
と
ひ
は
は
ひ
け
と
頭
の
君
心
か
け
た
る
を
も
て
は
な
れ
て
た
ゝ
こ
の
た
ま
さ
か
な
る
御
け
し
き
の
な
つ
か
し
き
を
は
え
そ
む
き
聞
え
ぬ
に
を
の
つ
か
ら
か
く
れ
な
く
て
大
宮
な
と
も
よ
ろ
し
か
ら
す
お
ほ
し
な
り
た
れ
は
物
思
は
し
く
は
し
た
な
き
心
ち
し
て
す
さ
ま
し
け
に
よ
り
ふ
し
た
り
た
え
て
見
た
て
ま
つ
ら
ぬ
所
に
か
け
は
な
れ
な
ん
も
さ
す
か
に
心
ほ
そ
く
お
も
ひ
み
た
れ
た
り
君
た
ち
は
有
つ
る
き
ん
の
音
を
お
ほ
し
い
て
ゝ
あ
は
れ
け
な
り
つ
７
ウ
る
す
ま
ゐ
の
さ
ま
な
と
も
や
う
か
へ
て
を
か
し
う
思
ひ
つ
ゝ
け
あ
ら
ま
し
こ
と
に
い
と
ら
う
た
き
人
の
さ
て
と
し
月
を
か
さ
ね
ゐ
た
ら
ん
と
き
見
そ
め
て
い
み
し
う
心
く
る
し
く
は
人
に
も
も
て
さ
は
か
る
は
か
り
や
わ
か
心
も
さ
ま
あ
し
か
ら
ん
な
と
さ
へ
中
将
は
お
も
ひ
け
り
比
君
の
か
う
け
し
は
み
あ
り
き
給
ふ
を
ま
さ
に
さ
て
は
す
く
し
給
て
む
や
と
な
ま
ね
た
う
あ
や
う
か
り
け
り
そ
の
ゝ
ち
こ
な
た
か
な
た
よ
り
文
な
と
や
り
た
ま
ふ
へ
し
い
つ
れ
も
返
事
み
え
す
お
ほ
つ
か
な
う
心
や
ま
し
き
に
あ
ま
り
う
た
て
も
あ
る
か
な
さ
や
う
な
る
す
ま
ゐ
す
８
オ
る
人
は
物
お
も
ひ
し
り
た
る
け
し
き
は
か
な
き
木
く
さ
空
の
け
し
き
に
つ
け
て
も
と
り
な
と
し
て
心
よ
せ
を
し
は
か
ら
る
ゝ
お
り


あ
ら
ん
こ
そ
あ
は
れ
な
る
へ
け
れ
を
も
し
と
て
も
い
と
か
う
あ
ま
り
む
も
れ
た
ら
ん
は
心
つ
き
な
く
わ
か
ひ
た
り
と
中
将
は
ま
い
て
心
い
ら
れ
し
け
り
れ
い
の
へ
た
て
聞
え
給
は
ぬ
所
に
て
し
か


の
返
事
は
見
給
ふ
や
こ
ゝ
ろ
み
に
か
す
め
た
り
し
こ
そ
は
し
た
な
く
て
や
み
に
し
か
と
う
れ
ふ
れ
は
さ
れ
は
よ
い
ひ
よ
り
に
け
る
を
や
と
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
て
い
さ
見
ん
と
し
も
お
も
は
ね
は
に
や
見
る
と
し
も
な
し
と
い
ら
へ
給
を
８
ウ
人
わ
き
し
け
る
と
ね
た
ふう
思
ふ
君
は
ふ
か
う
し
も
思
53
は
ぬ
事
の
か
う
な
さ
け
な
き
を
す
さ
ま
し
く
思
ひ
な
り
給
ひ
に
し
か
と
か
う
こ
の
中
将
の
い
ひ
あ
り
き
け
る
を
こ
と
お
ほ
く
い
ひ
な
れ
た
ら
ん
か
た
に
そ
な
ひ
か
ん
か
し
し
た
り
か
ほ
に
も
も
と
の
こ
と
を
お
も
ひ
は
な
ち
た
ら
ん
け
し
き
こ
そ
う
れ
は
し
か
る
へ
け
れ
と
お
ほ
し
て
命
婦
を
ま
め
や
か
に
か
た
ら
ひ
給
ふ
お
ほ
つ
か
な
う
も
て
は
な
れ
た
る
御
け
し
き
な
ん
い
と
こ
ゝ
ろ
う
き
す
き


し
き
か
た
に
う
た
か
ひ
よ
せ
給
ふ
に
こ
そ
あ
ら
め
さ
り
と
も
み
し
か
き
心
は
え
つ
か
は
ぬ
も
の
を
人
の
心
の
の
と
や
か
な
る
９
オ
事
な
く
て
お
も
は
す
に
の
み
あ
る
に
な
ん
を
の
つ
か
ら
我
あ
や
ま
ち
に
も
成
ぬ
へ
き
心
の
と
か
に
お
や
は
ら
か
ら
の
も
て
あ
つ
か
ひ
う
ら
む
る
も
な
う
心
や
す
か
ら
ん
人
は
中


な
ん
ら
う
た
か
る
へ
き
を
と
の
た
ま
へ
は
い
て
や
さ
や
う
に
を
か
し
き
か
た
の
御
か
さ
や
と
り
に
は
え
し
も
や
と
つ
き
な
け
に
こ
そ
み
え
侍
れ
ひ
と
へ
に
物
つ
ゝ
み
し
ひ
き
い
り
た
る
か
た
は
し
も
あ
り
か
た
う
も
の
し
給
ふ
人
に
な
ん
と
見
る
あ
り
さ
ま
か
た
り
聞
ゆ
ら
う


し
う
か
と
め
き
た
る
心
は
な
き
な
め
り
い
と
こ
め
か
し
う
お
ほ
と
か
な
ら
ん
こ
そ
ら
う
た
く
あ
る
へ
け
れ
と
お
ほ
し
わ
す
れ
す
の
９
ウ
た
ま
ふ
わ
ら
は
や
み
に
わ
つ
ら
ひ
給
人
し
れ
ぬ
物
お
も
ひ
の
ま
き
れ
も
御
心
の
い
と
ま
な
き
や
う
に
て
春
夏
過
ぬ
秋
の
こ
ろ
ほ
ひ
し
つ
か
に
お
ほ
し
つ
ゝ
け
て
か
の
き
ぬ
た
の
を
と
も
み
ゝ
に
つ
き
て
き
ゝ
に
く
か
り
し
さ
へ
恋
し
う
お
ほ
し
出
ら
る
ゝ
ま
ゝ
に
常
陸
の
宮
に
は
し
は


き
こ
え
給
へ
と
な
を
お
ほ
つ
か
な
う
の
み
あ
れ
は
よ
つ
か
す
心
や
ま
し
う
ま
け
て
は
や
ま
し
の
御
心
さ
へ
そ
ひ
て
命
婦
を
せ
め
給
ふ
い
か
な
る
や
う
そ
い
と
か
ゝ
る
事
こ
そ
ま
た
し
ら
ね
と
い
と
物
し
と
お
も
ひ
て
の
給
へ
は
い
と
お
し
と
お
も
ひ
て
も
て
は
な
れ
て
に
け
な
き
御
事
と
も
10
オ
お
も
む
け
侍
ら
す
た
ゝ
お
ほ
か
た
の
御
も
の
つ
ゝ
み
の
わ
り
な
き
に
て
を
え
さ
し
い
て
給
は
ぬ
と
な
ん
見
給
ふ
る
と
き
こ
ゆ
れ
は
そ
れ
こ
そ
は
よ
つ
か
ぬ
事
な
れ
も
の
お
も
ひ
し
る
ま
し
き
ほ
と
ひ
と
り
身
を
え
心
に
ま
か
せ
ぬ
ほ
と
54
こ
そ
さ
や
う
に
か
ゝ
や
か
し
き
も
こ
と
は
り
な
れ
な
に
事
も
お
も
ひ
し
つ
ま
り
給
へ
な
ん
と
お
も
ふ
に
こ
そ
そ
こ
は
か
と
な
く
つ
れ


に
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
う
の
み
お
ほ
ゆ
る
を
お
な
し
心
に
い
ら
へ
た
ま
は
ん
は
ね
か
ひ
か
な
ふ
心
ち
な
ん
す
へ
き
な
に
や
か
や
と
よ
つ
け
る
す
ち
な
ら
て
そ
の
あ
れ
た
る
す
の
こ
に
た
ゝ
す
ま
ゝ
ほ
し
き
な
り
い
と
お
ほ
つ
か
な
う
10
ウ
こ
ゝ
ろ
え
ぬ
心
ち
す
る
を
か
の
御
ゆ
る
し
な
う
と
も
た
は
か
れ
か
し
心
い
ら
れ
し
う
た
て
あ
る
も
て
な
し
に
は
よ
も
あ
ら
し
な
と
か
た
ら
ひ
給
ふ
な
を
よ
に
あ
る
人
の
あ
り
さ
ま
を
お
ほ
か
た
な
る
や
う
に
て
き
ゝ
あ
つ
め
み
ゝ
と
ゝ
め
給
く
せ
の
つ
き
給
へ
る
を
さ
う


し
き
よ
ひ
ゐ
な
と
に
は
か
な
き
つ
い
て
に
さ
る
人
こ
そ
と
は
か
り
き
こ
え
出
た
り
し
に
か
く
わ
さ
と
か
ま
し
う
の
給
わ
た
れ
は
な
ま
わ
つ
ら
は
し
く
姫
君
の
御
あ
り
さ
ま
の
よ
つ
か
は
し
く
よ
し
め
き
な
と
も
あ
ら
ぬ
を
中


な
る
み
ち
ひ
き
に
い
と
ほ
し
き
事
や
見
え
ん
な
と
お
も
ひ
け
れ
と
11
オ
君
の
か
う
ま
め
や
か
に
の
た
ま
ふ
に
き
ゝ
い
れ
さ
ら
ん
も
ひ
か


し
か
る
へ
し
ち
ゝ
み
こ
お
は
し
け
る
お
り
に
た
に
ふ
り
に
た
る
あ
た
り
と
て
を
と
な
ひ
聞
ゆ
る
人
も
な
か
り
け
る
を
ま
し
て
今
は
あ
さ
ち
わ
く
る
人
も
あ
と
た
え
た
る
に
か
く
世
に
め
つ
ら
し
き
御
け
は
ひ
の
も
り
に
ほ
ひ
く
る
を
は
な
ま
女
は
う
な
と
も
ゑ
み
ま
け
て
な
を
き
こ
え
た
ま
へ
と
そ
ゝ
の
か
し
奉
れ
と
あ
さ
ま
し
う
物
つ
ゝ
み
し
給
ふ
心
に
て
ひ
た
ふ
る
に
見
も
い
れ
給
は
ぬ
な
り
け
り
命
婦
は
さ
ら
は
さ
り
ぬ
へ
か
ら
ん
お
り
に
物
こ
し
に
き
こ
え
給
は
ん
ほ
と
御
心
に
つ
か
す
は
さ
て
も
や
み
ね
か
し
又
さ
る
11
ウ
へ
き
に
て
か
り
に
も
お
は
し
か
よ
は
ん
を
と
か
め
給
ふ
へ
き
人
な
し
な
と
あ
た
め
き
た
る
は
や
り
心
は
う
ち
思
ひ
て
ち
ゝ
君
に
も
か
ゝ
る
事
な
と
も
い
は
さ
り
け
り
八
月
廿
よ
日
よ
ひ
す
く
る
ま
て
ま
た
る
ゝ
月
の
心
も
と
な
き
に
ほ
し
の
ひ
か
り
は
か
り
さ
や
け
く
松
の
こ
す
ゑ
ふ
く
か
せ
の
を
と
こ
ゝ
ろ
ほ
そ
く
て
い
に
し
へ
の
事
か
た
り
出
て
う
ち
な
き
な
と
し
給
ふ
い
と
よ
き
お
り
か
な
と
お
も
ひ
て
御
せ
う
55
そ
こ
や
聞
え
つ
ら
ん
れ
い
の
い
と
し
の
ひ
て
お
は
し
た
り
月
や
う


い
て
ゝ
あ
れ
た
る
ま
か
き
の
ほ
と
う
と
ま
し
く
う
ち
な
か
め
給
ふ
に
き
ん
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
ほ
の
か
に
か
き
12
オ
な
ら
し
給
ほ
と
け
し
う
は
あ
ら
す
す
こ
し
い
ま
め
き
た
る
け
を
つ
け
は
や
と
そ
み
た
れ
た
る
心
に
は
心
も
と
な
く
お
も
ひ
ゐ
た
る
人
め
し
な
き
所
な
れ
は
こ
ゝ
ろ
や
す
く
入
給
ふ
命
婦
を
よ
は
せ
た
ま
ふ
い
ま
し
も
お
と
ろ
き
か
ほ
に
い
と
か
た
は
ら
い
た
き
わ
さ
か
な
し
か


こ
そ
お
は
し
た
な
れ
つ
ね
に
か
く
う
ら
み
聞
え
給
ふ
を
心
に
か
な
は
ぬ
よ
し
を
の
み
聞
え
す
ま
ひ
侍
れ
は
み
つ
か
ら
こ
と
は
り
も
聞
え
し
ら
せ
ん
と
の
給
ひ
わ
た
る
な
り
い
か
ゝ
聞
え
か
へ
さ
ん
な
み


の
た
は
や
す
き
御
ふ
る
ま
ひ
な
ら
ね
は
心
く
る
し
き
を
物
こ
し
に
て
聞
え
給
は
ん
事
き
こ
し
12
ウ
め
せ
と
い
へ
は
い
と
は
つ
か
し
と
お
ほ
し
て
人
に
も
の
聞
え
ん
や
う
も
し
ら
ぬ
を
と
て
お
く
さ
ま
へ
ゐ
さ
り
入
給
さ
ま
い
と
う
ゐ


し
け
な
り
う
ち
わ
ら
ひ
て
い
と
わ
か


し
う
お
は
し
ま
す
こ
そ
心
く
る
し
け
れ
か
き
り
な
き
人
も
お
や
の
あ
つ
か
ひ
う
し
ろ
み
給
ふ
ほ
と
こ
そ
わ
か
ひ
給
ふ
も
こ
と
は
り
な
れ
か
は
か
り
心
ほ
そ
き
御
有
さ
ま
に
な
を
世
を
つ
き
せ
す
お
ほ
し
は
ゝ
か
る
は
つ
き
な
う
こ
そ
と
を
し
へ
聞
ゆ
さ
す
か
に
人
の
い
ふ
こ
と
は
つ
よ
う
も
い
な
ひ
ぬ
御
こ
ゝ
ろ
に
て
い
ら
へ
聞
え
て
た
ゝ
き
け
と
あ
ら
は
か
う
し
な
と
さ
し
て
は
あ
り
な
ん
と
の
給
ふ
13
オ
す
の
こ
な
と
は
ひ
ん
な
う
侍
り
な
ん
を
し
た
ち
て
あ
は


し
き
御
ふ
る
ま
ひ
な
と
は
よ
も
な
と
い
と
よ
く
い
ひ
な
し
て
ふ
た
ま
の
き
は
な
る
さ
う
し
手
つ
か
ら
い
と
つ
よ
く
さ
し
て
御
し
と
ね
う
ち
を
き
ひ
き
つ
く
ろ
ふ
い
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
お
ほ
し
た
れ
と
か
や
う
の
人
に
物
い
ふ
ら
ん
心
は
え
な
と
も
ゆ
め
に
し
り
給
は
さ
り
け
れ
は
命
婦
の
か
う
い
ふ
を
あ
る
や
う
こ
そ
は
と
お
も
ひ
て
も
の
し
給
め
の
と
た
つ
お
ひ
人
な
と
は
さ
う
し
に
入
ふ
し
て
ゆ
ふ
ま
と
ひ
し
た
る
ほ
と
な
り
わ
か
き
人
二
三
人
あ
る
は
世
に
め
て
ら
れ
給
御
あ
り
さ
ま
を
ゆ
か
し
き
も
の
に
お
も
ひ
き
こ
え
て
56
13
ウ
心
け
さ
う
し
あ
へ
り
よ
ろ
し
き
御
そ
た
て
ま
つ
り
か
へ
つ
く
ろ
ひ
聞
こ
ゆ
れ
は
さ
う
し
み
は
な
に
の
こ
ゝ
ろ
け
さ
う
も
な
く
て
お
は
す
お
と
こ
は
い
と
つ
き
せ
ぬ
御
さ
ま
を
う
ち
し
の
ひ
よ
う
い
し
給
へ
る
御
け
は
ひ
い
み
し
う
な
ま
め
き
て
見
し
ら
ん
人
に
こ
そ
見
せ
め
な
に
の
は
え
あ
る
あ
る
ま
し
き
わ
た
り
を
あ
な
い
と
お
し
と
命
婦
は
お
も
へ
と
た
ゝ
お
ほ
と
か
に
物
し
給
ふ
を
そ
う
し
ろ
や
す
く
さ
し
す
き
た
る
事
は
見
え
た
て
ま
つ
り
た
ま
は
し
と
お
も
ひ
け
る
わ
か
つ
ね
に
せ
め
ら
れ
た
て
ま
つ
る
つ
み
さ
り
こ
と
に
心
く
る
し
き
人
の
御
物
お
も
ひ
や
14
オ
い
て
こ
ん
な
と
や
す
か
ら
す
お
も
ひ
ゐ
た
り
君
は
人
の
御
ほ
と
を
お
ほ
せ
は
さ
れ
く
つ
か
へ
る
今
や
う
の
よ
し
は
み
よ
り
は
こ
よ
な
う
お
く
ゆ
か
し
と
お
ほ
し
わ
た
る
に
と
か
う
そ
ゝ
の
か
さ
れ
て
ゐ
さ
り
よ
り
給
へ
る
け
は
ひ
し
の
ひ
や
か
に
え
ひ
の
か
い
と
な
つ
か
し
う
か
ほ
り
い
て
ゝ
て
お
ほ
と
か
な
る
を
さ
れ
は
よ
と
お
ほ
す
と
し
こ
ろ
お
も
ひ
わ
た
る
さ
ま
な
と
い
と
よ
く
の
た
ま
ひ
つ
ゝ
く
れ
と
ま
し
て
ち
か
き
御
い
ら
へ
は
た
え
て
な
し
わ
り
な
の
わ
さ
や
と
う
ち
な
け
き
た
ま
ふ
い
く
た
ひ
か
君
か
し
ゝ
ま
に
ま
け
ぬ
ら
ん
も
の
な
14
ウ
い
ひ
そ
と
い
は
ぬ
た
の
み
に
の
た
ま
ひ
も
す
て
ゝ
よ
か
し
た
ま
た
す
き
く
る
し
と
の
た
ま
ふ
女
君
の
御
め
の
と
侍
従
と
て
は
や
り
か
な
る
わ
か
人
い
と
心
も
と
な
う
か
た
は
ら
い
た
し
と
お
も
ひ
て
さ
し
よ
り
て
き
こ
ゆ
か
ね
つ
き
て
と
ち
め
ん
こ
と
は
さ
す
か
に
て
こ
た
へ
ま
う
き
そ
か
つ
は
あ
や
な
き
い
と
わ
か
ひ
た
る
こ
ゑ
の
こ
と
に
を
も
り
か
な
ら
ぬ
を
人
つ
て
に
は
あ
ら
ぬ
や
う
に
聞
え
な
せ
は
ほ
と
よ
り
は
あ
ま
え
て
き
ゝ
給
へ
と
め
つ
ら
し
き
に
中


く
ち
ふ
た
か
る
わ
さ
か
な
い
は
ぬ
を
も
い
ふ
に
ま
さ
る
と
し
り
な
か
ら
を
し
こ
め
15
オ
た
る
は
く
る
し
か
り
け
り
な
に
や
か
や
と
は
か
な
き
事
な
れ
と
を
か
し
き
さ
ま
に
も
ま
め
や
か
に
も
の
給
へ
と
57
な
に
の
か
ひ
な
し
い
と
か
ゝ
る
も
さ
ま
か
へ
て
思
ふ
か
た
こ
と
に
物
し
給
ふ
人
に
や
と
ね
た
く
て
や
を
ら
を
し
あ
け
て
入
給
ひ
に
け
り
命
婦
あ
な
う
た
て
た
ゆ
め
給
へ
る
と
い
と
を
し
け
れ
は
し
ら
す
か
ほ
に
て
わ
か
か
た
へ
い
に
け
り
こ
の
わ
か
人
と
も
は
た
世
に
た
く
ひ
な
き
御
有
さ
ま
の
つ
み
ゆ
る
し
聞
え
て
お
と
ろ


し
う
も
な
け
か
れ
す
た
ゝ
お
も
ひ
も
よ
ら
す
に
は
か
に
て
さ
る
御
心
も
な
き
を
そ
お
も
ひ
け
る
さ
う
し
み
は
た
ゝ
わ
れ
15
ウ
に
も
あ
ら
す
は
つ
か
し
く
つ
ゝ
ま
し
き
よ
り
ほ
か
の
事
又
な
け
れ
は
今
は
か
ゝ
る
そ
あ
は
れ
な
る
か
し
ま
た
よ
な
れ
ぬ
人
の
う
ち
か
し
つ
か
れ
た
る
と
見
ゆ
る
し
給
物
か
ら
こ
ゝ
ろ
え
す
な
ま
い
と
お
し
くと
お
ほ
ゆ
る
御
さ
ま
な
り
な
に
事
に
つ
け
て
か
は
御
心
の
と
ま
ら
ん
う
ち
う
め
か
れ
て
夜
ふ
か
う
い
て
給
ぬ
命
婦
は
い
か
な
ら
ん
と
き
ゝ
ふ
せ
り
け
れ
と
し
り
か
ほ
な
ら
し
と
て
御
を
く
り
に
と
も
こ
は
つ
く
ら
す
君
も
や
を
ら
し
の
ひ
て
い
て
給
ひ
に
け
り
二
条
院
に
お
は
し
て
う
ち
ふ
し
給
て
も
な
を
思
ふひ
に
か
な
ひ
か
た
き
世
に
こ
そ
と
お
ほ
し
つ
ゝ
け
16
オ
て
か
る
ら
か
な
ら
ぬ
人
の
御
ほ
と
を
心
く
る
し
と
そ
お
ほ
し
け
る
お
も
ひ
み
た
れ
て
お
は
す
る
に
頭
中
将
き
て
こ
よ
な
き
御
あ
さ
い
か
な
ゆ
へ
あ
ら
ん
か
し
と
こ
そ
思
ひ
給
へ
ら
る
れ
と
い
へ
は
お
き
あ
か
り
給
て
心
や
す
き
ひ
と
り
ね
の
と
こ
に
て
ゆ
る
ひ
に
け
り
や
内
よ
り
か
と
の
給
へ
は
し
か
ま
か
て
侍
る
ま
ゝ
な
り
朱
雀
院
の
行
幸
け
ふ
な
ん
楽
人
舞
人
さ
た
め
ら
る
へ
き
よ
し
夜
へ
う
け
給
は
り
し
を
お
と
ゝ
に
も
つ
た
へ
申
さ
ん
と
て
な
ん
ま
か
て
侍
や
か
て
か
へ
り
ま
い
り
ぬ
へ
う
侍
り
と
い
そ
か
し
け
な
れ
は
さ
ら
は
も
ろ
と
も
に
と
て
御
か
ゆ
こ
は
い
ひ
め
し
て
ま
ら
う
16
ウ
と
に
も
ま
い
り
た
ま
ひ
て
ひ
き
つ
ゝ
け
た
れ
と
ひ
と
つ
に
た
て
ま
つ
り
て
な
を
い
と
ね
ふ
た
け
な
り
と
と
か
め
い
て
つ
ゝ
か
く
い
給
ふ
事
お
ほ
か
り
と
そ
う
ら
み
聞
え
給
ふ
事
と
も
お
ほ
く
さ
た
め
ら
る
ゝ
日
に
て
内
に
さ
ふ
ら
ひ
く
ら
し
給
つ
か
し
こ
に
は
ふ
み
を
た
に
と
い
と
お
58
し
く
お
ほ
し
い
て
ゝ
ゆ
ふ
つ
か
た
そ
あ
り
け
る
あ
め
ふ
り
い
て
ゝ
所
せ
く
も
あ
る
に
か
さ
や
と
り
せ
ん
と
は
た
お
ほ
さ
れ
す
や
あ
り
け
ん
か
し
こ
に
は
ま
つ
ほ
と
す
き
て
命
婦
も
い
と


お
し
き
御
さ
ま
か
な
と
心
う
く
思
け
り
さ
う
し
み
は
御
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
に
は
つ
か
し
う
思
17
オ
つ
ゝ
け
給
ひ
て
け
さ
の
御
ふ
み
の
く
れ
ぬ
る
も
と
か
う
し
も
中


お
も
ひ
わ
き
給
は
さ
り
け
り
夕
暮
の
は
る
ゝ
け
し
き
も
ま
た
見
ぬ
に
い
ふ
せ
さ
そ
ふ
る
よ
ひ
の
あ
め
か
な
雲
ま
ま
ち
い
て
ん
ほ
と
い
か
に
心
も
と
な
う
と
あ
り
お
は
し
ま
す
ま
し
き
御
け
し
き
を
人
々
む
ね
つ
ふ
れ
て
お
も
へ
と
な
を
聞
え
さ
せ
給
へ
と
そ
ゝ
の
か
し
あ
へ
れ
と
い
と
ゝ
お
も
ひ
み
た
れ
給
へ
る
ほ
と
に
て
え
か
た
の
や
う
に
も
つ
ゝ
け
給
は
ね
は
夜
ふ
け
ぬ
と
て
侍
従
そ
れ
い
の
を
し
へ
聞
ゆ
る
は
れ
ぬ
よ
の
月
ま
つ
さ
と
を
お
も
ひ
や
れ
お
な
し
17
ウ
こ
ゝ
ろ
に
な
か
め
せ
す
と
も
く
ち


に
せ
め
ら
れ
て
む
ら
さ
き
の
か
み
の
と
し
へ
に
け
れ
は
は
い
を
く
れ
ふ
る
め
い
た
る
に
て
は
さ
す
か
に
も
し
つ
よ
う
な
か
さ
た
の
す
ち
に
て
か
み
し
も
ひ
と
し
く
か
い
給
へ
り
見
る
か
ひ
な
う
う
ち
を
き
た
ま
ふ
い
か
に
お
も
ふ
ら
ん
と
お
も
ひ
や
る
も
や
す
か
ら
す
か
ゝ
る
こ
と
を
く
や
し
な
と
い
ふ
に
や
あ
ら
ん
さ
り
と
て
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
わ
れ
さ
り
と
も
心
な
か
う
見
は
て
天
と
お
ほ
し
な
す
御
こ
ゝ
ろ
を
し
ら
ね
は
か
し
こ
に
は
い
み
し
う
そ
な
け
い
給
け
る
お
と
ゝ
夜
に
入
て
ま
か
て
給
に
ひ
か
れ
た
て
ま
つ
り
て
大
殿
に
お
は
し
ま
し
ぬ
行
幸
の
18
オ
こ
と
を
け
う
あ
り
と
お
ほ
し
て
君
た
ち
あ
つ
ま
り
て
の
た
ま
ひ
を
の


舞
と
も
な
ら
ひ
給
ふ
を
そ
の
こ
ろ
の
事
に
て
す
き
ゆ
く
物
の
音
と
も
つ
ね
よ
り
も
み
ゝ
か
し
か
ま
し
く
て
か
た


い
と
み
つ
ゝ
れ
い
の
御
あ
そ
ひ
な
ら
す
大
ひ
ち
り
き
さ
く
は
ち
の
ふ
え
な
と
の
大
こ
ゑ
を
ふ
き
あ
け
つ
ゝ
た
い
こ
を
さ
へ
か
う
ら
ん
の
も
と
に
ま
ろ
は
し
よ
せ
て
手
つ
か
ら
う
ち
な
ら
し
あ
そ
ひ
お
は
さ
う
す
御
い
と
ま
な
き
や
う
に
て
せ
ち
に
お
ほ
す
と
こ
ろ
は
か
り
59
に
こ
そ
ぬ
す
ま
は
れ
給
へ
か
の
わ
た
り
に
は
い
と
お
ほ
つ
か
な
く
て
秋
く
れ
は
て
ぬ
な
を
た
の
み
こ
し
か
ひ
な
く
18
ウ
て
す
き
ゆ
く
行
幸
ち
か
く
な
り
て
し
か
く
な
と
の
ゝ
し
る
こ
ろ
そ
命
婦
は
ま
い
れ
る
い
か
に
そ
な
と
と
ひ
給
ひ
て
い
と
ほ
し
と
は
お
ほ
し
た
り
あ
り
さ
ま
聞
え
て
い
と
か
う
も
て
は
な
れ
た
る
御
こ
ゝ
ろ
は
え
は
見
給
ふ
る
人
さ
へ
心
く
る
し
く
な
と
な
き
ぬ
は
か
り
お
も
へ
り
心
に
く
ゝ
も
て
な
し
て
や
み
な
ん
と
お
も
へ
り
し
こ
と
を
く
た
い
て
け
る
心
も
な
く
こ
の
人
の
思
ふ
ら
ん
を
さ
へ
お
ほ
す
さ
う
し
み
の
も
の
は
い
は
て
お
ほ
し
う
つ
も
れ
給
ふ
ら
ん
さ
ま
お
も
ひ
や
り
給
も
い
と
ほ
し
け
れ
は
い
と
ま
な
き
こ
ろ
そ
や
わ
り
な
し
と
打
な
け
い
た
ま
ひ
て
も
の
お
も
ひ
し
ら
ぬ
や
う
な
る
心
さ
ま
を
19
オ
こ
ろ
さ
ん
と
お
も
ふ
そ
か
し
と
ほ
ゝ
ゑ
み
た
ま
へ
る
わ
か
う
う
つ
く
し
け
な
れ
は
わ
れ
も
う
ち
ゑ
ま
る
ゝ
心
ち
し
て
わ
り
な
の
人
に
う
ら
み
ら
れ
給
御
よ
は
ひ
や
お
も
ひ
や
り
す
く
な
う
御
心
の
ま
ゝ
な
ら
ん
も
こ
と
は
り
と
お
も
ふ
こ
の
御
い
そ
き
の
ほ
と
す
く
し
て
そ
と
き


お
は
し
け
る
か
の
む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
た
つ
ね
と
り
給
て
は
そ
の
う
つ
く
し
ひ
に
心
い
り
給
て
六
条
わ
た
り
に
た
に
か
れ
ま
さ
り
給
ふ
め
れ
は
ま
し
て
あ
れ
た
る
や
と
は
あ
は
れ
に
お
ほ
し
を
こ
た
ら
す
な
か
ら
も
の
う
き
そ
わ
り
な
か
り
け
る
所
せ
き
御
物
は
ち
を
見
あ
ら
は
さ
ん
の
御
心
も
こ
と
に
な
く
て
す
き
ゆ
く
を
19
ウ
又
う
ち
か
へ
し
見
ま
さ
り
す
る
や
う
も
あ
り
か
し
手
さ
く
り
の
た
と


し
き
に
あ
や
し
う
心
え
ぬ
事
も
あ
る
に
や
み
て
し
か
な
と
お
ほ
せ
と
け
さ
や
か
に
と
り
な
さ
ん
も
ま
は
ゆ
し
う
ち
と
け
た
る
よ
ひ
ゐ
の
ほ
と
や
を
ら
入
給
て
か
う
し
の
は
さ
ま
よ
り
見
給
け
り
さ
れ
と
み
つ
か
ら
は
見
え
給
ふ
へ
く
も
あ
ら
す
き
ち
や
う
な
と
い
た
く
そ
こ
な
は
れ
た
る
物
か
ら
と
し
へ
に
け
る
た
ち
と
か
は
ら
す
を
し
や
り
な
と
み
た
れ
ね
は
心
も
と
な
く
て
こ
た
ち
四
五
人
ゐ
た
り
御
た
い
ひ
そ
く
や
う
の
も
ろ
こ
し
の
も
の
な
れ
と
人
わ
ろ
き
に
な
に
の
く
さ
は
ひ
も
な
く
あ
は
れ
け
な
る
20
オ
60
ま
か
て
ゝ
人
々
く
ふ
す
み
の
ま
は
か
り
に
そ
い
と
さ
む
け
な
る
女
は
ら
し
ろ
き
ゝ
ぬ
の
い
ひ
し
ら
す
す
ゝ
け
た
る
に
き
た
け
な
る
し
ひ
ら
ひ
き
ゆ
ひ
つ
け
た
る
こ
し
つ
き
か
た
く
な
し
け
な
り
さ
す
か
に
く
し
を
し
た
れ
て
さ
し
た
る
ひ
た
い
つ
き
内
教
坊
内
侍
所
の
ほ
と
に
か
ゝ
る
も
の
と
も
の
あ
る
は
や
と
を
か
し
か
け
て
も
人
の
あ
た
り
に
ち
か
う
ふ
る
ま
ふ
物
と
も
し
り
給
は
さ
り
け
り
あ
は
れ
さ
も
さ
む
き
と
し
か
な
い
の
ち
な
か
け
れ
は
か
ゝ
る
世
に
あ
ふ
物
な
り
け
り
と
て
う
ち
な
け
く
も
あ
り
故
宮
お
は
し
ま
し
ゝ
よ
を
な
と
て
か
ら
し
と
は
お
も
ひ
け
ん
か
く
20
ウ
た
の
み
な
く
て
も
す
く
る
も
の
な
り
け
り
と
て
と
ひ
た
ち
ぬ
へ
く
ふ
る
ふ
も
あ
り
さ
ま


に
人
わ
ろ
き
事
と
も
を
う
れ
へ
あ
へ
る
を
き
ゝ
給
ふ
も
か
た
は
ら
い
た
け
れ
は
立
の
き
て
た
ゝ
今
お
は
す
る
や
う
に
て
う
ち
た
ゝ
き
給
ふ
そ
ゝ
や
な
と
い
ひ
て
火
と
り
な
ほ
し
か
う
し
は
な
ち
て
い
れ
た
て
ま
つ
る
侍
従
は
斎
院
に
ま
い
り
通
ふ
わ
か
人
に
て
こ
の
こ
ろ
は
な
か
り
け
り
い
よ


あ
や
し
う
ひ
な
ひ
た
る
か
き
り
に
て
見
な
ら
は
ぬ
心
ち
そ
す
る
い
と
ゝ
う
れ
ふ
な
り
つ
る
ゆ
き
か
き
た
れ
い
み
し
う
ふ
り
け
り
そ
ら
の
け
し
き
は
け
し
う
か
せ
ふ
き
あ
れ
て
お
ほ
と
21
オ
な
ふ
ら
き
え
に
け
る
を
と
も
し
つ
く
る
人
も
な
し
か
の
物
に
を
そ
は
れ
し
お
り
お
ほ
し
出
ら
れ
て
あ
れ
た
る
さ
ま
は
を
と
ら
さ
め
る
を
ほ
と
の
せ
は
う
人
け
の
す
こ
し
あ
る
な
と
に
な
く
さ
め
た
れ
と
す
こ
う
う
た
て
い
さ
と
き
心
ち
す
る
よ
の
さ
ま
な
り
を
か
し
う
も
あ
は
れ
に
も
や
う
か
へ
て
心
と
ま
り
ぬ
へ
き
あ
り
さ
ま
を
い
と
む
も
れ
す
く
よ
か
に
て
な
に
の
は
え
な
き
を
そ
く
ち
お
し
う
お
ほ
す
か
ら
う
し
て
あ
け
ぬ
る
け
し
き
な
れ
は
か
う
し
手
つ
か
ら
あ
け
給
て
ま
へ
の
前
栽
の
ゆ
き
を
み
給
ふ
ふ
み
あ
け
た
る
あ
と
も
な
く
は
る


と
あ
れ
わ
た
り
て
い
み
21
ウ
し
う
さ
ひ
し
け
な
る
に
ふ
り
い
て
ゝ
ゆ
か
ん
こ
と
も
あ
は
れ
に
て
を
か
し
き
ほ
と
の
そ
ら
も
見
給
へ
つ
き
せ
ぬ
御
心
の
へ
た
て
こ
そ
わ
り
な
け
れ
と
う
ら
み
聞
え
給
ふ
ま
た
61
ほ
の
く
ら
け
れ
と
雪
の
ひ
か
り
に
い
と
ゝ
き
よ
ら
に
わ
か
う
見
え
給
ふ
を
お
ひ
人
と
も
ゑ
み
さ
か
え
て
見
た
て
ま
つ
る
は
や
出
さ
せ
給
へ
あ
ち
き
な
し
心
う
つ
く
し
き
こ
そ
な
と
を
し
へ
聞
ゆ
れ
は
さ
す
か
に
聞
ゆ
る
事
を
え
い
な
ひ
給
は
ぬ
御
こ
ゝ
ろ
に
て
と
か
う
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
ゐ
さ
り
出
給
へ
り
見
ぬ
や
う
に
て
と
の
か
た
を
な
か
め
給
へ
れ
と
し
り
め
は
た
ゝ
な
ら
す
い
か
に
そ
う
ち
と
け
ま
さ
り
の
い
さ
ゝ
か
22
オ
も
あ
ら
は
う
れ
し
か
ら
ん
と
お
ほ
す
も
あ
な
か
ち
な
る
御
心
な
り
や
ま
つ
ゐ
た
け
の
た
か
う
お
せ
な
か
に
み
え
給
に
さ
れ
は
よ
と
む
ね
つ
ふ
れ
ぬ
う
ち
つ
き
て
あ
な
か
た
わ
と
見
ゆ
る
物
は
御
は
な
ゝ
り
け
り
ふ
と
め
と
ま
る
普
賢
ほ
さ
ち
の
の
り
物
と
お
ほ
ゆ
あ
さ
ま
し
う
た
か
う
の
ひ
ら
か
に
さ
き
の
か
た
す
こ
し
た
り
て
い
ろ
つ
き
た
る
ほ
と
こ
と
の
ほ
か
に
う
た
て
あ
り
い
ろ
は
雪
は
つ
か
し
く
し
ろ
う
て
さ
を
に
ひ
た
い
つ
き
こ
よ
な
う
は
れ
た
る
に
な
を
し
も
か
ち
な
る
お
も
や
う
は
お
ほ
か
た
お
と
ろ


し
う
な
か
き
な
る
へ
し
や
せ
給
へ
る
事
い
と
ほ
し
け
に
さ
ら
22
ウ
ほ
ひ
て
か
た
の
ほ
と
な
と
い
た
け
な
る
ま
て
き
ぬ
の
う
へ
た
に
み
ゆ
な
に
ゝ
の
こ
り
な
う
見
あ
ら
は
し
つ
ら
ん
と
お
も
ふ
物
か
ら
め
つ
ら
し
き
さ
ま
の
し
た
れ
は
さ
す
か
に
打
見
や
ら
れ
た
ま
ふ
か
し
ら
つ
き
か
み
の
か
ゝ
り
は
し
も
う
つ
く
し
け
に
め
て
た
し
と
お
も
ひ
聞
ゆ
る
人
々
に
も
お
さ


を
と
る
ま
し
う
う
ち
き
の
す
そ
に
た
ま
り
て
ひ
か
れ
た
る
ほ
と
一
尺
は
か
り
あ
ま
り
た
ら
ん
と
み
ゆ
き
給
へ
る
物
と
も
を
さ
へ
い
ひ
た
つ
る
も
物
い
ひ
さ
か
な
き
や
う
な
れ
と
む
か
し
物
か
た
り
に
も
人
の
さ
う
そ
く
を
こ
そ
は
ま
つ
い
ひ
た
め
れ
ゆ
る
し
色
の
わ
り
な
う
そ
は
し
ら
み
23
オ
し
た
る
一
か
さ
ね
な
こ
り
な
う
く
ろ
き
う
ち
き
か
さ
ね
て
う
は
き
に
は
ふ
る
き
の
か
は
き
ぬ
い
と
き
よ
ら
に
か
う
は
し
き
を
き
給
へ
り
こ
た
い
の
ゆ
へ
つ
き
た
る
御
さ
う
そ
く
な
れ
と
な
を
わ
か
や
か
な
る
女
の
御
よ
そ
ひ
に
は
に
け
な
う
お
と
ろ


し
き
事
い
と
も
て
は
や
さ
れ
た
り
さ
れ
と
け
に
こ
の
か
は
な
う
て
は
た
さ
む
か
ら
ま
し
と
み
ゆ
る
御
か
62
ほ
さ
ま
な
る
を
心
く
る
し
と
見
た
ま
ふ
な
に
こ
と
も
い
は
れ
給
は
す
わ
れ
さ
へ
く
ち
と
ち
た
る
心
ち
し
給
へ
と
れ
い
の
し
ゝ
ま
も
心
み
ん
と
と
か
う
聞
え
給
ふ
に
い
た
う
は
ち
ら
ひ
て
く
ち
お
ほ
ひ
し
給
へ
る
さ
へ
ひ
な
ひ
ふ
る
23
ウ
め
か
し
う
こ
と


し
う
き
し
き
官
の
ね
り
い
て
た
る
ひ
ち
も
ち
お
ほ
え
て
さ
す
か
に
ゑ
み
給
へ
る
け
し
き
は
し
た
な
う
す
ゝ
ろ
ひ
た
り
い
と
お
し
く
あ
は
れ
に
て
い
と
と
い
そ
き
い
て
給
た
の
も
し
き
人
な
き
御
あ
り
さ
ま
を
見
そ
め
た
る
人
に
は
う
と
か
ら
す
お
も
ひ
む
つ
ひ
給
は
ん
こ
そ
ほ
い
あ
る
心
ち
す
へ
け
れ
ゆ
る
し
な
き
御
け
し
き
な
れ
は
つ
ら
う
な
と
こ
と
つ
け
て
あ
さ
日
さ
す
軒
の
た
る
ひ
は
と
け
な
か
ら
な
と
か
つ
ら
ゝ
の
む
す
ほ
ゝ
る
ら
ん
と
の
た
ま
へ
と
た
ゝ
む
ゝ
と
う
ち
わ
ら
ひ
て
い
と
く
ち
を
も
け
な
る
も
い
と
お
24
オ
し
け
れ
は
出
給
ぬ
御
車
よ
せ
た
る
中
門
の
い
た
う
ゆ
か
み
よ
ろ
ほ
ひ
て
よ
め
に
こ
そ
し
る
き
な
か
ら
も
よ
ろ
つ
か
く
ろ
へ
た
る
事
お
ほ
か
り
け
れ
い
と
あ
は
れ
に
ひ
さ
し
く
あ
れ
ま
と
へ
る
に
松
の
雪
の
み
あ
た
ゝ
か
け
に
ふ
り
つ
め
る
山
さ
と
の
心
ち
し
て
物
あ
は
れ
な
る
を
か
の
人
々
の
い
ひ
し
む
く
ら
の
か
と
は
か
う
や
う
な
る
所
な
り
け
ん
か
し
け
に
心
く
る
し
く
ら
う
た
け
な
ら
ん
人
を
こ
ゝ
に
す
へ
て
う
し
ろ
め
た
う
こ
ひ
し
と
お
も
は
ゝ
や
有
ま
し
き
物
お
も
ひ
は
そ
れ
に
ま
き
れ
な
ん
か
し
と
思
ふ
や
う
な
る
す
み
か
に
あ
は
ぬ
御
あ
り
さ
ま
は
と
る
へ
き
か
た
な
24
ウ
し
と
お
も
ひ
な
か
ら
わ
れ
な
ら
ぬ
人
は
ま
し
て
見
し
の
ひ
て
ん
や
わ
か
か
う
み
な
れ
け
る
は
こ
み
こ
の
う
し
ろ
め
た
し
と
た
く
へ
を
き
給
け
ん
た
ま
し
ゐ
の
し
る
へ
な
め
り
と
そ
お
ほ
さ
る
ゝ
た
ち
は
な
の
木
の
う
つ
も
れ
た
る
御
随
身
め
し
て
は
ら
は
せ
給
う
ら
や
み
か
ほ
に
松
の
木
の
を
の
れ
お
れ
か
へ
り
て
さ
と
こ
ほ
る
ゝ
雪
も
名
に
た
つ
す
ゑ
の
と
見
ゆ
る
な
と
を
い
と
ふ
か
ゝ
ら
す
と
も
な
た
ら
か
な
る
ほ
と
に
あ
ひ
し
ら
は
ん
人
も
か
な
と
見
た
ま
ふ
御
車
い
つ
へ
き
か
と
は
ま
た
あ
け
さ
り
け
れ
は
か
き
の
あ
つ
か
り
た
つ
ね
63
出
た
れ
は
お
き
な
の
い
と
い
み
し
き
そ
い
て
き
た
る
む
す
25
オ
め
に
や
む
ま
こ
に
や
は
し
た
な
る
お
ほ
き
さ
の
女
の
き
ぬ
は
ゆ
き
に
あ
ひ
て
す
ゝ
け
ま
と
ひ
さ
む
し
と
お
も
へ
る
け
し
き
ふ
か
う
て
あ
や
し
き
物
に
火
を
た
ゝ
ほ
の
か
に
い
れ
て
袖
く
ゝ
み
に
も
た
り
お
き
な
か
と
を
え
あ
け
や
ら
ね
は
よ
り
て
ひ
き
た
す
く
る
い
と
か
た
く
な
ゝ
り
御
と
も
の
人
よ
り
て
そ
あ
け
つ
る
ふ
り
に
け
る
か
し
ら
の
雪
を
み
る
人
も
を
と
ら
す
ぬ
ら
す
あ
さ
の
袖
か
な
わ
か
き
も
の
は
か
た
ち
か
く
れ
す
と
う
ち
す
し
給
て
は
な
の
色
に
い
て
ゝ
い
と
さ
む
し
と
み
え
つ
る
御
お
も
か
け
ふ
と
お
も
ひ
出
ら
れ
て
ほ
ゝ
ゑ
ま
れ
た
25
ウ
ま
ふ
頭
中
将
に
こ
れ
を
み
せ
た
ら
ん
時
い
か
な
る
事
を
よ
そ
へ
い
は
ん
つ
ね
に
う
か
ゝ
ひ
く
れ
は
い
ま
見
つ
け
ら
れ
な
ん
と
す
へ
な
う
お
ほ
す
よ
の
つ
ね
な
る
ほ
と
の
こ
と
な
る
事
な
さ
な
ら
は
お
も
ひ
す
て
ゝ
も
や
み
ぬ
へ
き
を
さ
た
か
に
見
給
て
の
ち
は
中


あ
は
れ
に
い
み
し
く
て
ま
め
や
か
な
る
御
さ
ま
に
つ
ね
に
を
と
つ
れ
給
ふ
ふ
る
き
の
か
は
な
ら
ぬ
き
ぬ
あ
や
わ
た
な
と
お
ひ
人
と
も
の
き
る
へ
き
物
の
た
く
ひ
か
の
お
き
な
の
た
め
ま
て
か
み
し
も
お
ほ
し
や
り
て
た
て
ま
つ
り
給
ふ
か
や
う
の
ま
め
や
か
こ
と
も
は
つ
か
し
け
な
ら
ぬ
を
心
や
す
く
さ
る
か
た
の
う
し
ろ
み
に
て
26
オ
は
く
ゝ
ま
ん
と
お
ほ
ゝ
し
と
り
て
さ
ま
こ
と
に
さ
な
ら
ぬ
う
ち
と
け
わ
さ
も
し
給
け
り
か
の
う
つ
せ
み
の
う
ち
と
け
た
り
し
よ
ひ
の
そ
は
め
に
は
い
と
わ
ろ
か
り
し
か
た
ち
さ
ま
な
れ
と
も
て
な
し
に
か
く
さ
れ
て
く
ち
お
し
う
は
あ
ら
さ
り
き
か
し
を
と
る
へ
き
人
な
り
や
は
け
に
し
な
に
も
よ
ら
ぬ
わ
さ
な
り
け
り
心
は
せ
の
な
た
ら
か
に
ね
た
け
な
り
し
を
ま
け
て
や
み
に
し
か
な
と
物
の
お
り
こ
と
に
は
お
ほ
し
い
つ
と
し
も
く
れ
ぬ
内
の
と
の
ゐ
と
こ
ろ
に
お
は
し
ま
す
に
大
輔
の
命
婦
ま
い
れ
り
御
け
つ
り
く
し
な
と
に
は
け
さ
う
た
つ
す
ち
な
う
心
や
す
き
物
26
ウ
の
さ
す
か
に
の
た
ま
ひ
た
は
ふ
れ
な
と
し
て
つ
か
ひ
な
ら
64
し
給
へ
れ
は
め
し
な
き
時
も
き
こ
ゆ
へ
き
事
あ
る
お
り
は
ま
う
の
ほ
り
け
り
あ
や
し
き
こ
と
の
侍
を
聞
え
さ
せ
さ
ら
ん
も
ひ
か


し
う
思
給
へ
わ
つ
ら
ひ
て
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
聞
え
や
ら
ぬ
を
な
に
さ
ま
の
こ
と
そ
我
に
は
つ
ゝ
む
事
あ
ら
し
と
な
ん
お
も
ふ
と
の
た
ま
へ
は
身
つ
か
ら
の
う
れ
へ
は
か
し
こ
く
と
も
ま
つ
こ
そ
は
こ
れ
は
き
こ
え
さ
せ
に
く
ゝ
な
ん
と
い
た
う
こ
と
こ
め
た
れ
は
れ
い
の
え
ん
な
る
と
に
く
み
給
ふ
か
の
み
や
よ
り
侍
る
御
文
と
て
と
り
出
た
り
ま
し
て
こ
れ
は
と
り
か
く
す
へ
き
事
27
オ
か
は
と
て
と
り
給
ふ
も
む
ね
つ
ふ
る
み
ち
の
く
に
か
み
の
あ
つ
こ
え
た
る
に
に
ほ
ひ
は
か
り
は
ふ
か
う
し
め
た
ま
へ
り
い
と
よ
う
か
き
お
ほ
せ
た
り
う
た
も
か
ら
衣
き
み
か
こ
ゝ
ろ
の
つ
ら
け
れ
は
た
も
と
は
か
く
そ
そ
ほ
ち
つ
ゝ
の
み
心
え
す
う
ち
か
た
ふ
き
給
へ
る
に
つ
ゝ
み
に
こ
ろ
も
は
こ
の
を
も
り
か
に
こ
た
い
な
る
う
ち
を
き
て
を
し
い
て
た
り
こ
れ
を
い
か
て
か
は
か
た
は
ら
い
た
く
思
給
へ
さ
ら
ん
さ
れ
と
つ
い
た
ち
の
御
よ
そ
ひ
と
て
わ
さ
と
侍
め
る
を
は
し
た
な
う
え
か
へ
し
侍
ら
す
ひ
と
り
ひ
き
こ
め
侍
ら
ん
も
人
の
御
心
た
か
ひ
侍
へ
け
れ
は
御
ら
ん
せ
27
ウ
さ
せ
て
こ
そ
は
と
聞
ゆ
れ
は
ひ
き
こ
め
ら
れ
な
ん
は
か
ら
か
り
な
ま
し
そ
て
ま
き
ほ
さ
ん
人
も
な
き
身
に
い
と
う
れ
し
き
心
さ
し
に
こ
そ
は
と
の
給
ひ
て
こ
と
に
物
い
は
れ
給
は
す
さ
て
も
あ
さ
ま
し
の
く
ち
つ
き
や
こ
れ
こ
そ
は
て
つ
か
ら
の
御
こ
と
の
か
き
り
な
め
れ
侍
従
こ
そ
は
と
り
な
を
す
へ
か
め
れ
ま
た
ふ
て
の
し
り
と
る
は
か
せ
そ
な
か
る
へ
き
と
い
ふ
か
ひ
な
く
お
ほ
す
心
を
つ
く
し
て
よ
み
い
て
給
へ
ら
ん
ほ
と
を
お
ほ
す
に
い
と
も
か
し
こ
き
か
た
と
は
こ
れ
を
も
い
ふ
へ
か
り
け
り
と
ほ
ゝ
ゑ
み
て
見
給
ふ
を
命
婦
お
も
て
あ
か
み
て
み
た
て
ま
つ
る
28
オ
い
ま
や
う
色
の
え
ゆ
る
す
ま
し
く
つ
や
な
う
ふ
る
め
き
た
る
な
を
し
の
う
ら
う
へ
ひ
と
し
う
こ
ま
や
か
な
る
い
と
な
を


し
う
つ
ま


そ
み
え
た
り
あ
さ
ま
し
と
お
ほ
す
に
こ
の
ふ
み
を
ひ
ろ
け
な
か
ら
は
し
に
て
な
ら
ひ
す
65
さ
ひ
た
ま
ふ
を
そ
は
め
に
見
れ
は
な
つ
か
し
き
色
と
も
な
し
に
な
に
ゝ
こ
の
末
つ
む
は
な
を
袖
に
ふ
れ
け
ん
色
こ
き
花
と
み
し
か
と
も
な
と
か
き
け
か
し
給
ふ
は
な
の
と
か
め
を
猶
あ
る
や
う
あ
ら
ん
と
お
も
ひ
あ
は
す
る
お
り


の
月
か
け
な
と
を
い
と
ほ
し
き
物
か
ら
を
か
し
う
お
も
ひ
な
り
ぬ
28
ウ
く
れ
な
ゐ
の
ひ
と
は
な
こ
ろ
も
う
す
く
と
も
ひ
た
す
ら
く
た
す
な
を
し
た
て
す
は
心
く
る
し
の
よ
や
と
い
た
う
な
れ
て
ひ
と
り
こ
つ
を
よ
き
に
は
あ
ら
ね
と
か
う
や
う
の
か
い
な
て
に
た
に
あ
ら
ま
し
か
は
と
か
へ
す


く
ち
お
し
人
の
ほ
と
の
心
く
る
し
き
に
名
の
く
ち
な
ん
は
さ
す
か
な
り
人
々
ま
い
れ
は
と
り
か
く
さ
ん
や
か
ゝ
る
わ
さ
は
人
の
す
る
物
に
や
あ
ら
ん
と
う
ち
う
め
き
給
な
に
ゝ
御
ら
ん
せ
さ
せ
つ
ら
ん
わ
れ
さ
へ
心
な
き
や
う
に
と
い
と
は
つ
か
し
く
て
や
を
ら
お
り
ぬ
又
の
日
う
へ
に
さ
ふ
ら
へ
は
た
い
は
ん
所
に
さ
し
の
そ
き
た
ま
ひ
て
く
は
や
き
の
ふ
の
29
オ
か
へ
り
事
あ
や
し
く
心
は
み
す
く
さ
る
ゝ
は
と
て
な
け
給
へ
り
女
房
た
ち
な
に
事
な
ら
ん
と
ゆ
か
し
か
る
た
ゝ
む
め
の
花
の
い
ろ
の
こ
と
み
か
さ
の
山
の
を
と
め
を
は
す
て
ゝ
と
う
た
ひ
す
さ
ひ
て
出
給
ぬ
る
を
命
婦
は
い
と
を
か
し
と
お
も
ふ
心
し
ら
ぬ
人
々
は
な
そ
御
ひ
と
り
ゑ
み
い
と
と
か
め
あ
へ
り
あ
ら
す
さ
む
き
し
も
あ
さ
に
か
い
ね
り
こ
の
め
る
は
な
の
色
あ
ひ
や
見
え
つ
ら
ん
御
つ
ゝ
し
り
う
た
の
い
と
お
か
し
き
と
い
へ
は
あ
な
か
ち
な
る
御
事
か
な
こ
の
中
に
は
に
ほ
へ
る
は
な
も
な
か
め
り
左
近
命
婦
ひ
こ
の
う
ね
め
や
ま
し
ら
ひ
つ
ら
ん
な
29
ウ
と
心
も
え
す
い
ひ
し
ろ
ふ
御
か
へ
り
た
て
ま
つ
り
た
れ
は
宮
に
は
女
は
ら
つ
と
ひ
て
見
め
て
け
り
あ
は
ぬ
よ
を
へ
た
つ
る
中
の
こ
ろ
も
て
に
か
さ
ね
て
い
と
ゝ
見
も
し
み
よ
と
や
し
ろ
き
か
み
に
す
て
か
い
給
つ
る
し
も
そ
中


を
か
し
け
な
り
つ
こ
も
り
の
日
ゆ
ふ
つ
か
た
か
の
御
こ
ろ
も
は
こ
に
御
れ
う
と
て
人
の
た
て
ま
つ
れ
る
御
そ
ひ
と
く
え
ひ
そ
め
の
を
り
66
物
の
御
そ
又
や
ま
ふ
き
か
な
に
そ
い
ろ


見
え
て
命
婦
そ
た
て
ま
つ
り
た
り
あ
り
し
色
あ
ひ
を
わ
ろ
し
と
や
見
給
ふ
る
と
お
も
ひ
し
ら
る
れ
と
か
れ
は
た
30
オ
く
れ
な
ゐ
の
を
も


し
か
り
し
を
や
さ
り
と
も
き
え
し
と
ね
ひ
人
と
も
は
さ
た
む
る
御
う
た
も
こ
れ
よ
り
の
は
こ
と
は
り
聞
え
て
し
た
ゝ
か
に
こ
そ
あ
れ
御
返
は
た
ゝ
を
か
し
き
か
た
に
こ
そ
な
と
く
ち


に
い
ふ
ひ
め
君
も
お
ほ
ろ
け
な
ら
て
し
い
て
給
へ
る
わ
さ
な
れ
は
物
に
か
き
つ
け
て
を
き
給
へ
り
け
り
つ
い
た
ち
の
ほ
と
す
き
て
こ
と
し
お
と
こ
た
う
か
あ
る
へ
け
れ
は
れ
い
の
と
こ
ろ


あ
そ
ひ
の
ゝ
し
り
給
に
物
さ
は
か
し
け
れ
と
さ
ひ
し
き
所
の
あ
は
れ
に
お
ほ
し
や
ら
る
れ
は
な
ぬ
か
の
日
の
せ
ち
ゑ
は
て
ゝ
夜
に
い
り
て
御
前
よ
り
ま
か
て
給
け
る
を
御
30
ウ
と
の
ゐ
所
に
や
か
て
と
ま
り
給
ひ
ぬ
る
や
う
に
て
夜
ふ
か
し
て
お
は
し
た
り
れ
い
の
あ
り
さ
ま
よ
り
は
け
は
ひ
う
ち
そ
よ
め
き
よ
つ
い
た
り
君
も
す
こ
し
た
を
や
き
給
へ
る
け
し
き
も
て
つ
け
給
へ
り
い
か
に
そ
あ
ら
た
め
て
あ
ら
た
め
て
ひ
き
か
へ
た
ら
ん
と
き
と
そ
お
ほ
し
つ
ゝ
け
ら
る
ゝ
日
さ
し
い
つ
る
ほ
と
に
や
す
ら
ひ
な
し
て
出
給
ふ
ひ
ん
か
し
の
つ
ま
と
を
し
あ
け
た
れ
は
む
か
ひ
た
る
ら
う
の
う
へ
も
な
く
あ
は
れ
た
れ
は
日
の
あ
し
ほ
と
な
く
さ
し
入
て
雪
す
こ
し
ふ
り
た
る
ひ
か
り
に
い
と
け
さ
や
か
に
見
い
れ
ら
る
御
な
を
し
な
と
た
て
ま
つ
る
を
見
い
た
し
て
す
こ
し
31
オ
さ
し
い
て
ゝ
か
た
は
ら
ふ
し
給
へ
る
か
し
ら
つ
き
こ
ほ
れ
い
て
た
る
ほ
と
め
て
た
し
お
ひ
な
を
り
を
見
い
て
た
ら
ん
時
と
お
ほ
さ
れ
て
か
う
し
ひ
き
あ
け
給
へ
り
い
と
お
し
か
り
し
物
こ
り
に
あ
け
も
は
て
給
は
て
け
う
そ
く
を
を
し
よ
せ
て
う
ち
か
け
て
御
ひ
く
き
の
し
と
け
な
き
を
つ
く
ろ
ひ
た
ま
ふ
わ
り
な
う
ふ
る
め
い
た
る
き
や
う
た
い
の
か
ら
く
し
け
か
ゝ
け
の
は
こ
な
と
と
り
い
て
た
り
さ
す
か
に
お
と
こ
の
御
く
さ
へ
ほ
の


あ
る
を
さ
れ
て
お
か
し
と
見
た
ま
ふ
女
の
御
さ
う
そ
く
け
ふ
は
よ
つ
き
た
り
と
見
ゆ
る
は
あ
り
し
は
こ
の
心
は
え
を
さ
な
か
ら
な
67
31
ウ
り
け
り
さ
も
お
ほ
し
よ
ら
す
け
う
あ
る
も
ん
つ
き
て
し
る
き
う
は
き
は
か
り
そ
あ
や
し
と
は
お
ほ
し
け
る
こ
と
し
た
に
こ
ゑ
す
こ
し
き
か
せ
給
へ
か
し
ま
た
る
ゝ
物
は
さ
し
を
か
れ
て
御
け
し
き
の
あ
ら
た
ま
ら
ん
な
ん
ゆ
か
し
き
と
の
給
へ
は
さ
へ
つ
る
春
は
と
か
ら
う
し
て
わ
な
ゝ
か
し
出
た
り
さ
り
や
と
し
へ
ぬ
る
し
る
し
よ
と
う
ち
わ
ら
ひ
給
て
夢
か
と
そ
見
る
と
う
ち
す
し
て
出
給
を
見
を
く
り
て
ふ
し
給
へ
り
く
ち
お
ほ
ひ
の
そ
は
め
よ
り
な
を
か
の
す
ゑ
つ
む
は
な
い
と
に
ほ
ひ
や
か
に
さ
し
出
た
り
見
く
る
し
の
わ
さ
や
と
お
ほ
さ
る
二
条
院
に
お
は
し
た
れ
は
32
オ
む
ら
さ
き
の
君
い
と
も
う
つ
く
し
き
か
た
を
ひ
に
て
く
れ
な
ゐ
は
か
う
な
つ
か
し
き
も
あ
り
け
り
と
見
ゆ
る
に
む
も
ん
の
さ
く
ら
の
ほ
そ
な
か
な
よ
ゝ
か
に
き
な
し
て
な
に
心
も
な
く
て
も
の
し
給
ふ
さ
ま
い
み
し
う
ら
う
た
し
こ
た
い
の
お
は
君
の
御
な
こ
り
に
て
は
く
ろ
め
も
ま
た
し
か
り
け
る
を
ひ
き
つ
く
ろ
は
せ
給
へ
れ
は
ま
ゆ
の
け
さ
や
か
に
成
た
る
も
う
つ
く
し
う
き
よ
ら
な
り
心
か
ら
な
と
か
う
う
き
世
を
見
あ
つ
か
ふ
ら
ん
か
く
心
く
る
し
き
も
の
を
も
み
て
ゐ
た
ら
て
と
お
ほ
し
つ
ゝ
れ
い
の
も
ろ
と
も
に
ひ
い
な
あ
そ
ひ
し
給
ひ
ゑ
な
と
か
き
て
い
ろ
と
り
給
よ
ろ
32
ウ
つ
に
を
か
し
う
す
さ
ひ
ち
ら
し
給
け
り
わ
れ
も
か
き
そ
へ
た
ま
ふ
か
み
い
と
な
か
き
女
を
か
き
給
て
は
な
に
へ
に
を
つ
け
て
見
給
ふ
に
か
た
に
か
き
て
も
見
ま
う
き
さ
ま
し
た
り
わ
か
御
か
け
の
き
や
う
た
い
に
う
つ
れ
る
か
い
と
き
よ
ら
な
る
を
み
給
て
手
つ
か
ら
こ
の
あ
か
は
な
を
か
き
つ
け
に
ほ
は
し
て
見
給
ふ
に
か
く
よ
き
か
ほ
た
に
さ
て
ま
し
れ
ら
ん
は
見
く
る
し
か
る
へ
か
り
け
り
ひ
め
君
見
て
い
み
し
く
わ
ら
ひ
給
ふ
ま
ろ
か
か
く
か
た
わ
に
成
な
ん
と
き
い
か
な
ら
ん
と
の
給
へ
は
う
た
て
こ
そ
あ
ら
め
と
て
さ
も
や
し
み
つ
か
ん
と
あ
や
う
く
お
も
ひ
給
へ
り
そ
ら
の
33
オ
こ
ひ
を
し
て
さ
ら
に
こ
そ
し
ろ
ま
ね
よ
う
な
き
す
さ
ひ
わ
さ
な
り
や
う
ち
に
い
か
に
の
給
は
ん
と
す
ら
ん
と
い
と
ま
め
68
や
か
に
の
た
ま
ふ
を
い
と
い
と
お
し
と
お
ほ
し
て
よ
り
て
の
こ
ひ
給
へ
は
へ
い
ち
う
か
や
う
に
色
と
り
そ
へ
た
ま
ふ
な
あ
か
ゝ
ら
ん
は
あ
え
な
ん
と
た
は
ふ
れ
給
ふ
さ
ま
い
と
を
か
し
き
い
も
せ
と
見
え
給
へ
り
日
の
い
と
う
ら
ゝ
か
な
る
に
い
つ
し
か
と
か
す
み
わ
た
れ
る
木
す
ゑ
と
も
の
心
も
と
な
き
中
に
も
む
め
は
け
し
き
は
み
ほ
ゝ
ゑ
み
渡
れ
る
と
り
わ
き
て
み
ゆ
は
し
か
く
し
の
も
と
の
こ
う
は
い
い
と
と
く
さ
く
花
に
て
色
つ
き
に
け
り
33
ウ
く
れ
な
ゐ
の
は
な
そ
あ
や
な
く
う
と
ま
る
ゝ
む
め
の
た
ち
え
は
な
つ
か
し
け
れ
と
い
て
や
と
あ
い
な
く
う
ち
う
め
か
れ
給
ふ
か
ゝ
る
人
々
の
す
ゑ


い
か
な
り
け
む
34
オ
69
(
花
の
え
ん)
き
さ
ら
き
の
廿
日
あ
ま
り
南
殿
の
桜
の
宴
せ
さ
せ
給
后
春
宮
の
御
つ
ほ
ね
左
右
に
し
て
ま
う
の
ほ
り
給
こ
き
て
ん
の
女
御
中
宮
の
か
く
て
お
は
す
る
を
お
り
ふ
し
こ
と
に
や
す
か
ら
す
お
ほ
せ
と
物
見
に
は
え
す
く
し
給
は
て
ま
い
り
給
日
い
と
よ
く
は
れ
て
空
の
け
し
き
鳥
の
声
も
心
ち
よ
け
な
る
に
み
こ
た
ち
か
む
た
ち
め
よ
り
始
て
そ
の
道
の
は
み
な
た
ん
い
ん
給
て
文
つ
く
り
給
ふ
宰
相
の
中
将
春
と
い
ふ
も
し
給
れ
り
と
の
給
声
さ
へ
れ
い
の
人
に
こ
と
な
り
つ
き
に
頭
中
将
○人
の
め
う
つ
し
も
１
オ
た
ゝ
な
ら
す
お
ほ
ゆ
へ
か
め
れ
と
い
と
め
や
す
く
も
て
し
つ
め
て
こ
は
つ
か
ひ
な
と
も
の


し
く
す
く
れ
た
り
さ
て
の
人
々
は
み
な
お
く
し
か
ち
に
は
な
し
ろ
め
る
お
ほ
か
り
地
下
の
人
は
ま
し
て
御
門
春
宮
の
御
さ
え
か
し
こ
く
す
く
れ
て
お
は
し
ま
す
か
ゝ
る
か
た
に
や
む
こ
と
な
き
人
お
ほ
く
も
の
し
給
比
な
る
に
は
つ
か
し
く
て
は
る


と
く
も
り
な
き
庭
に
立
出
る
程
は
し
た
な
く
て
や
す
き
こ
と
な
れ
と
く
る
し
け
也
年
お
い
た
る
は
か
せ
と
も
の
な
り
あ
や
し
く
や
つ
れ
て
れ
い
な
れ
た
る
も
あ
は
れ
に
さ
ま


御
覧
す
る
な
ん
お
か
し
１
ウ
か
り
け
る
か
く
と
も
な
と
は
さ
ら
に
も
い
は
す
わ
と
の
へ
さ
せ
給
へ
り
や
う


入
日
に
な
る
ほ
と
春
の
鴬
さ
へ
つ
る
と
い
ふ
ま
ひ
い
と
お
も
し
ろ
く
見
ゆ
る
に
源
氏
の
御
紅
葉
の
賀
の
・
お
り
お
ほ
し
出
ら
れ
て
春
宮
か
さ
し
給
は
せ
て
せ
ち
に
せ
め
の
た
ま
は
す
る
に
の
か
れ
か
た
く
て
立
て
の
と
か
に
袖
返
す
所
を
ひ
と
お
れ
け
し
き
は
か
り
舞
給
へ
る
に
ゝ
る
へ
き
も
の
な
く
見
ゆ
左
の
お
と
ゝ
う
ら
め
し
さ
も
忘
れ
て
涙
落
し
給
頭
中
将
い
つ
ら
を
そ
し
と
あ
れ
は
柳
花
苑
と
い
ふ
ま
ひ
を
こ
れ
は
い
ま
す
こ
し
す
こ
し
２
オ
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て
か
ゝ
る
こ
と
も
や
と
心
つ
か
ひ
や
し
け
ん
い
と
お
も
し
ろ
け
れ
は
御
そ
給
て
め
つ
ら
し
き
こ
と
に
人
思
へ
り
か
ん
た
ち
め
み
な
み
た
れ
て
ま
ひ
給
へ
と
夜
に
い
り
て
は
こ
と
に
け
ち
め
も
見
え
す
文
な
と
か
う
す
る
に
も
源
氏
の
君
の
御
を
は
か
う
し
も
え
や
ら
す
句
こ
と
に
す
し
の
ゝ
し
る
は
か
せ
と
も
の
心
に
も
い
み
し
う
思
へ
り
か
う
や
う
の
お
り
に
も
ま
つ
此
君
を
ひ
か
り
に
し
給
へ
れ
は
御
門
も
い
か
て
か
を
ろ
か
に
お
ほ
さ
れ
ん
中
宮
御
め
の
と
ま
る
に
つ
け
て
春
宮
の
女
御
の
あ
な
か
ち
に
ゝ
く
み
給
ふ
ら
ん
も
あ
や
し
う
わ
か
ゝ
う
お
も
ふ
も
心
２
ウ
う
し
と
そ
み
つ
か
ら
お
ほ
し
か
へ
さ
れ
け
る
大
か
た
に
花
の
す
か
た
を
見
ま
し
か
は
露
も
心
の
を
か
れ
ま
し
や
は
御
心
の
う
ち
な
り
け
ん
こ
と
い
か
て
も
り
に
け
ん
夜
い
た
う
ふ
け
て
こ
と
は
て
け
る
か
ん
た
ち
め
を
の
を
の
あ
か
れ
后
春
宮
か
へ
ら
せ
給
ぬ
れ
は
の
と
や
か
に
な
り
ぬ
る
にに
月
は
い
と
あ
か
う
さ
し
出
て
お
か
し
き
を
源
氏
の
君
ゑ
い
心
ち
に
見
す
く
し
か
た
く
お
ほ
え
給
け
れ
は
う
へ
の
人


も
う
ち
や
す
み
て
か
や
う
に
思
ひ
か
け
ぬ
ほ
と
に
も
し
さ
り
ぬ
へ
き
ひ
ま
も
や
あ
る
と
藤
つ
ほ
わ
た
り
を
わ
り
な
う
し
の
ひ
て
う
か
ゝ
ひ
あ
３
オ
り
け
と
か
た
ら
ふ
へ
き
戸
口
も
さ
し
て
け
れ
は
う
ち
な
け
き
て
な
を
あ
ら
し
に
弘

殿
の
ほ
そ
と
の
に
立
よ
り
給
へ
れ
は
三
の
く
ち
あ
き
た
り
女
御
は
う
へ
の
御
つ
ほ
ね
に
や
か
て
ま
う
の
ほ
り
給
に
け
れ
は
人
す
く
な
ゝ
る
け
は
ひ
な
り
お
く
の
く
る
ゝ
と
も
あ
き
て
人
を
と
も
せ
す
か
や
う
に
て
世
中
の
あ
や
ま
ち
は
す
る
そ
か
し
と
思
ひ
て
や
を
ら
の
ほ
り
て
の
そ
き
給
ふ
人
は
み
な
ね
た
る
へ
し
い
と
わ
か
う
お
か
し
け
な
る
声
の
な
へ
て
の
人
と
は
聞
え
ぬ
お
ほ
ろ
月
夜
に
ゝ
る
物
そ
な
き
と
う
ち
す
し
て
こ
な
た
さ
ま
に
は
く
る
も
の
か
い
３
ウ
と
う
れ
し
く
て
ふ
と
袖
を
と
ら
へ
給
女
を
そ
ろ
し
と
思
へ
る
け
し
き
に
て
あ
な
む
く
つ
け
こ
は
た
そ
と
の
給
へ
と
な
に
か
う
と
ま
し
き
と
て
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ふ
か
き
夜
の
あ
は
れ
を
し
る
も
入
月
の
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
契
り
と
そ
お
も
ふ
と
て
や
を
ら
い
た
き
お
ろ
し
て
戸
は
を
し
た
て
つ
あ
さ
ま
し
き
に
あ
き
れ
た
る
さ
ま
い
と
な
つ
か
し
う
お
か
し
け
也
わ
な
ゝ
く


こ
ゝ
に
人
と
の
給
へ
と
ま
ろ
は
み
な
人
に
ゆ
る
さ
れ
た
れ
は
め
し
よ
せ
た
り
と
も
な
ん
て
う
こ
と
か
あ
ら
ん
た
ゝ
し
の
ひ
て
こ
そ
と
の
給
声
に
此
君
也
け
り
と
４
オ
き
ゝ
さ
た
め
て
い
さ
ゝ
か
な
く
さ
め
け
り
わ
ひ
し
と
思
へ
る
物
か
ら
な
さ
け
な
く
こ
は


し
う
は
見
え
し
と
思
へ
り
ゑ
い
心
ち
や
れ
い
な
ら
さ
り
け
ん
ゆ
る
さ
ん
こ
と
は
く
ち
お
し
き
に
女
も
わ
か
う
た
を
や
き
て
つ
よ
き
心
も
し
ら
ぬ
な
る
へ
し
ら
う
た
し
と
見
給
に
程
な
く
明
行
は
心
あ
は
た
ゝ
し
女
は
ま
し
て
さ
ま


に
思
ひ
み
た
れ
た
る
け
し
き
也
な
を
な
の
り
し
給
へ
い
か
て
か
き
こ
ゆ
へ
き
か
う
て
や
み
な
む
と
は
さ
り
と
も
お
ほ
さ
れ
し
と
の
給
へ
は
う
き
身
世
に
や
か
て
き
え
な
は
尋
て
も
草
の
４
ウ
原
を
は
と
は
し
と
や
お
も
ふ
と
い
ふ
さ
ま
え
ん
に
な
ま
め
き
た
り
こ
と
は
り
や
聞
しえ
た
か
へ
た
る
も
し
か
な
と
て
い
つ
れ
そ
と
露
の
や
と
り
を
わ
か
ん
ま
に
こ
さ
ゝ
か
原
に
風
も
こ
そ
ふ
け
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
す
こ
と
な
ら
す
は
な
に
か
つ
ゝ
ま
ん
も
し
す
か
ひ
給
か
と
も
え
い
ひ
あ
へ
す
人


お
き
さ
は
き
う
へ
の
御
つ
ほ
ね
に
ま
い
り
ち
か
ふ
け
し
き
と
も
し
け
く
ま
よ
へ
は
い
と
わ
り
な
く
て
扇
は
か
り
を
し
る
し
に
と
り
か
へ
て
出
給
ぬ
き
り
つ
ほ
に
は
人


お
ほ
く
さ
ふ
ら
ひ
て
お
５
オ
と
ろ
き
た
る
も
あ
れ
は
か
ゝ
る
を
さ
も
た
ゆ
み
な
き
御
し
の
ひ
あ
り
き
か
な
と
つ
き
し
ろ
ひ
つ
ゝ
空
ね
を
そ
し
あ
へ
る
い
り
給
て
ふ
し
給
へ
れ
と
ね
ら
れ
す
お
か
し
か
り
つ
る
人
の
さ
ま
か
な
女
御
の
御
を
と
う
と
た
ち
に
こ
そ
は
あ
ら
め
ま
た
世
に
な
れ
ぬ
は
五
六
の
君
な
ら
ん
か
し
そ
ち
の
宮
の
北
の
か
た
頭
中
将
の
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す
さ
め
ぬ
四
君
な
と
こ
そ
よ
し
と
き
ゝ
し
か
中


そ
れ
な
ら
ま
し
か
は
い
ま
す
こ
し
お
か
し
か
ら
ま
し
六
は
春
宮
に
た
て
ま
つ
ら
ん
と
心
さ
し
給
へ
る
を
い
と
お
し
う
も
あ
る
へ
い
か
な
わ
つ
ら
は
し
う
尋
ん
ほ
と
も
５
ウ
ま
き
ら
は
し
さ
て
た
え
な
ん
と
は
思
は
ぬ
け
し
き
也
つ
る
を
い
か
な
れ
は
こ
と
か
よ
は
す
へ
き
さ
ま
を
ゝ
し
へ
す
な
り
ぬ
な
ら
ん
な
と
よ
ろ
つ
に
お
も
ふ
も
心
の
と
ま
る
な
る
へ
し
か
う
や
う
な
る
に
つ
け
て
も
ま
つ
か
の
わ
た
り
の
あ
り
さ
ま
の
こ
よ
な
う
お
く
ま
り
た
る
は
や
と
あ
り
か
た
う
思
ひ
く
ら
へ
ら
れ
給
そ
の
日
は
後
え
ん
の
こ
と
あ
り
て
ま
き
れ
く
ら
し
給
つ
さ
う
の
こ
と
つ
か
う
ま
つ
り
給
き
の
ふ
の
こ
と
よ
り
も
な
ま
め
か
し
う
お
も
し
ろ
し
藤
つ
ほ
は
暁
に
ま
う
の
ほ
り
給
に
け
り
か
の
有
明
出
や
し
ぬ
ら
ん
と
心
も
空
に
て
思
い
た
ら
ぬ
く
ま
６
オ
な
き
よ
し
き
よ
惟
光
を
つ
け
て
う
か
ゝ
は
せ
給
け
れ
は
御
ま
へ
よ
り
ま
か
て
給
け
る
ほ
と
に
た
ゝ
い
ま
北
の
ちち
ん
よ
り
か
ね
て
よ
り
か
く
れ
た
ち
て
侍
つ
る
車
と
も
ま
か
り
い
つ
る
御
か
た


の
さ
と
人
侍
り
つ
る
な
か
に
四
位
少
将
右
中
弁
な
と
い
そ
き
出
て
を
く
り
し
侍
つ
る
や
弘

殿
の
御
あ
か
れ
な
ら
ん
と
見
給
へ
つ
る
け
し
う
は
あ
ら
ぬ
け
は
ひ
と
も
し
る
く
て
車
み
つ
は
か
り
侍
り
つ
と
聞
ゆ
る
に
も
む
ね
う
ち
つ
ふ
れ
給
い
か
に
し
て
い
つ
れ
と
し
ら
ん
ち
ゝ
お
と
ゝ
な
と
き
ゝ
て
こ
と


し
う
も
て
な
さ
６
ウ
む
も
い
か
に
そ
や
又
人
の
あ
り
さ
ま
よ
く
見
さ
た
め
ぬ
ほ
と
は
わ
つ
ら
は
し
か
る
へ
し
さ
り
と
て
は
し
ら
て
あ
ら
ん
は
た
い
と
く
ち
お
し
か
る
へ
け
れ
は
い
か
に
せ
ま
し
と
お
ほ
し
わ
つ
ら
ひ
て
つ
く


と
な
か
め
臥
給
へ
り
ひ
め
君
い
か
に
つ
れ


な
ら
ん
日
比
に
な
れ
は
く
し
て
や
あ
ら
ん
と
ら
う
た
く
お
ほ
し
や
る
か
の
し
る
し
の
扇
は
さ
く
ら
○の
三
重
かイ
さ
ね
に
て
こ
き
か
た
に
か
す
め
る
月
を
か
き
て
水
に
う
つ
し
た
る
心
は
へ
め
な
れ
た
れ
と
ゆ
へ
な
つ
か
し
う
も
て
な
ら
し
た
り
草
の
原
を
は
73
と
い
ひ
し
さ
ま
の
み
心
に
か
ゝ
り
給
へ
は
７
オ
世
に
し
ら
ぬ
心
ち
こ
そ
す
れ
有
明
の
月
の
行
ゑ
を
空
に
ま
か
へ
て
と
か
き
つ
け
給
て
を
き
給
へ
り
お
ほ
い
殿
に
も
ひ
さ
し
う
な
り
に
け
る
と
お
ほ
せ
と
わ
か
君
も
心
く
る
し
け
れ
は
こ
し
ら
へ
ん
と
お
ほ
し
て
二
条
院
へ
お
は
し
ぬ
見
る
ま
ゝ
に
い
と
う
つ
く
し
け
に
お
ひ
な
り
て
あ
い
き
や
う
つ
き
ら
う


し
き
心
は
へ
い
と
こ
と
な
り
あ
か
ぬ
所
な
う
わ
か
御
心
の
ま
ゝ
に
を
し
へ
な
さ
ん
と
お
ほ
す
に
か
な
ひ
ぬ
へ
し
お
と
こ
の
御
を
し
へ
な
れ
は
す
こ
し
人
な
れ
た
る
こ
と
や
ま
し
ら
ん
と
思
こ
そ
う
し
ろ
め
た
け
れ
日
比
の
御
物
か
７
ウ
た
り
御
こ
と
な
と
を
し
へ
暮
し
て
出
給
ふ
を
れ
い
の
と
く
ち
お
し
う
お
ほ
せ
と
い
ま
は
い
と
よ
う
な
ら
は
さ
れ
て
わ
り
な
く
は
し
た
ひ
ま
つ
は
さ
す
お
ほ
い
と
の
に
は
れ
いゐ
の
ふ
と
も
た
い
め
ん
し
給
は
す
つ
れ


と
よ
ろ
つ
お
ほ
し
め
く
ら
さ
れ
て
さ
う
の
御
こ
と
ま
さ
く
り
て
や
は
ら
か
に
ぬ
る
夜
は
な
く
て
と
う
た
ひ
給
ふ
お
と
ゝ
わ
た
り
給
て
一
日
の
け
う
あ
り
し
こ
と
き
こ
え
給
こ
ゝ
ら
の
よ
は
ひ
に
て
め
い
わ
う
の
御
代
四
た
い
を
な
ん
見
侍
り
ぬ
れ
と
こ
の
た
ひ
の
や
う
に
文
と
も
き
や
う
さ
く
に
ま
ひ
か
く
も
８
オ
の
ゝ
音
と
も
と
の
ほ
り
て
よ
は
ひ
の
ふ
る
こ
と
な
ん
は
へ
ら
さ
り
つ
る
み
ち


の
物
の
上
手
と
も
お
ほ
か
る
こ
ろ
ほ
ひ
く
は
し
う
し
ろ
し
め
し
と
と
の
へ
さ
せ
給
へ
る
け
也
お
き
な
も
ほ
と


ま
ひ
出
ぬ
へ
き
心
ち
な
ん
し
侍
し
と
聞
え
給
へ
は
こ
と
に
と
と
の
へ
お
こ
な
ふ
事
も
侍
ら
す
た
ゝ
お
ほ
や
け
こ
と
に
そ
し
う
な
る
物
の
し
と
も
を
こ
ゝ
か
し
こ
に
尋
て
侍
し
也
よ
ろ
つ
の
事
よ
り
は
柳
花
苑
ま
こ
と
に
こ
う
た
い
の
れ
い
と
も
な
り
ぬ
へ
く
見
給
へ
し
に
ま
し
て
さ
か
も
春
に
立
出
さ
せ
給
へ
ら
ま
し
か
は
世
の
め
ん
８
ウ
ほ
く
めに
や
侍
ら
ま
し
と
聞
え
給
弁
中
将
な
と
ま
い
り
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あ
ひ
て
か
う
ら
ん
に
せ
な
か
を
し
つ
ゝ
と
り


に
物
の
音
と
も
し
ら
へ
あ
は
せ
て
あ
そ
ひ
給
ふ
い
と
お
も
し
ろ
し
・
か
の
有
明
の
君
は
は
か
な
か
り
し
夢
を
お
ほ
し
出
て
い
と
物
な
け
か
し
う
な
か
め
給
春
宮
に
は
卯
月
は
か
り
と
お
ほ
し
さ
た
め
た
れ
は
い
と
わ
り
な
う
お
ほ
し
み
た
れ
た
る
を
お
と
こ
も
尋
給
は
ん
に
あ
と
は
か
な
く
は
あ
ら
ね
と
い
つ
れ
と
も
し
ら
て
こ
と
に
ゆ
る
し
給
は
ぬ
あ
た
り
に
か
ゝ
つ
ら
は
ん
も
人
わ
ろ
く
思
ひ
わ
つ
ら
ひ
給
に
や
よ
ひ
の
廿
よ
日
右
大
殿
の
ゆ
み
９
オ
の
け
ち
に
か
む
た
ち
め
み
こ
た
ち
お
ほ
く
つ
と
へ
給
て
や
か
て
藤
の
え
ん
し
給
花
さ
か
り
は
す
き
に
た
る
を
ほ
か
の
ち
り
な
ん
と
や
を
し
へ
ら
れ
た
り
け
ん
を
く
れ
て
さ
く
桜
ふ
た
木
そ
い
と
お
も
し
ろ
き
あ
た
ら
し
う
つ
く
り
給
へ
る
殿
を
宮
た
ち
の
御
も
き
の
日
み
か
き
し
つ
ら
は
れ
た
り
は
な


と
も
の
し
給
殿
の
や
う
に
て
何
事
も
い
ま
め
か
し
う
も
て
な
し
給
へ
り
源
氏
の
君
に
も
一
日
内
に
て
御
た
い
め
ん
の
つ
い
て
に
聞
え
給
し
か
と
お
は
せ
ね
は
く
ち
お
し
う
も
の
ゝ
は
え
な
し
と
お
ほ
し
て
９
ウ
御
こ
の
四
位
少
将
を
た
て
ま
つ
り
給
ふ
わ
か
や
と
の
花
し
な
へ
て
の
色
な
ら
は
な
に
か
は
さ
ら
に
君
を
ま
た
ま
し
内
に
お
は
す
る
ほ
と
に
て
う
へ
に
さ
う
し
給
し
た
り
か
ほ
也
や
と
わ
ら
は
せ
給
ふ
て
わ
さ
と
あ
め
る
を
は
や
う
も
の
せ
よ
か
し
女
み
こ
た
ち
な
と
も
お
ひ
い
つ
る
所
な
れ
は
な
へ
て
の
さ
ま
に
は
お
も
ふ
ま
し
き
を
な
と
の
給
は
す
御
よ
そ
ひ
な
と
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
給
て
い
た
う
く
る
ゝ
程
に
ま
た
れ
て
そ
わ
た
り
給
桜
の
か
ら
の
き
の
御
な
を
し
ゑ
ひ
染
の
し
た
か
さ
ね
し
り
い
と
な
か
く
10
オ
ひ
き
て
み
な
人
は
う
へ
の
き
ぬ
な
る
に
あ
さ
れ
た
る
大
君
す
か
た
の
な
ま
め
き
た
る
に
て
い
つ
か
れ
い
り
給
へ
る
御
さ
ま
け
に
い
と
こ
と
也
花
の
匂
ひ
も
け
を
さ
れ
て
中


こ
と
さ
ま
し
に
な
ん
あ
そ
ひ
な
と
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い
と
お
も
し
ろ
う
し
給
て
夜
す
こ
し
ふ
け
行
ほ
と
に
源
氏
の
君
い
た
う
ゑ
い
な
や
め
る
さ
ま
に
も
て
な
し
給
て
ま
き
れ
た
ち
給
ぬ
し
ん
殿
に
女
一
宮
女
三
宮
の
お
は
し
ま
す
ひ
ん
か
し
の
戸
く
ち
に
お
は
し
て
よ
り
ゐ
給
へ
り
ふ
ち
は
こ
な
た
の
つ
ま
に
あ
た
り
て
あ
れ
は
み
か
う
し
と
も
あ
け
わ
た
し
10
ウ
て
人
々
い
て
ゐ
た
り
袖
く
ち
な
と
た
う
か
の
お
り
お
ほ
え
て
こ
と
さ
ら
め
き
も
て
出
た
る
を
ふ
さ
は
し
か
ら
す
と
ま
つ
藤
つ
ほ
わ
た
り
を
お
ほ
し
出
ら
る
な
や
ま
し
き
に
い
と
い
た
う
し
ゐ
ら
れ
て
わ
ひ
に
て
侍
り
か
し
こ
け
れ
と
此
お
ま
へ
に
こ
そ
は
か
け
に
も
か
く
さ
せ
給
は
め
と
て
妻
戸
の
み
す
を
ひ
き
ゝ
給
へ
は
あ
な
わ
つ
ら
は
し
よ
か
ら
ぬ
人
こ
そ
や
む
こ
と
な
き
ゆ
か
り
は
か
こ
ち
侍
な
れ
と
い
ふ
け
し
き
を
見
給
に
お
も


し
う
は
あ
ら
ね
と
を
し
な
へ
て
の
わ
か
う
と
ゝ
も
に
は
あ
ら
す
あ
て
に
お
か
し
き
け
は
ひ
し
る
し
11
オ
そ
ら
た
き
物
い
と
け
う
た
う
く
ゆ
り
て
き
ぬ
の
を
と
な
ひ
い
と
は
な
や
か
に
ふ
る
ま
ひ
な
し
て
心
に
く
ゝ
お
く
ま
り
た
る
け
は
ひ
は
た
ち
を
く
れ
い
ま
め
か
し
き
事
を
こ
の
み
た
る
わ
た
り
に
て
や
む
こ
と
な
き
御
か
た


物
見
給
と
て
此
戸
く
ち
は
し
め
給
へ
る
な
る
へ
し
さ
し
も
あ
る
ま
し
き
事
な
れ
と
さ
す
か
に
お
か
し
う
お
も
ほ
さ
れ
て
い
つ
れ
な
ら
む
と
む
ね
う
ち
つ
ふ
れ
て
扇
を
と
ら
れ
て
か
ら
き
め
を
見
る
と
う
ち
お
ほ
と
け
た
る
声
に
い
ひ
な
し
て
よ
り
ゐ
給
へ
り
あ
や
し
く
も
さ
ま
か
へ
11
ウ
け
る
こ
ま
う
と
か
な
と
い
ら
ふ
る
は
心
し
ら
ぬ
に
や
あ
ら
ん
い
ら
へ
は
せ
て
○たゝ
時


う
ち
な
け
く
け
は
ひ
す
る
か
た
に
よ
り
か
ゝ
り
て
木
丁
こ
し
に
手
を
と
ら
へ
て
あ
つ
さ
弓
い
る
さ
の
山
に
ま
と
ふ
か
な
ほ
の
見
し
月
の
影
や
見
ゆ
る
と
な
に
ゆ
へ
か
と
を
し
あ
て
に
の
給
ふ
を
え
し
の
は
ぬ
な
る
へ
し
76
心
い
る
か
た
な
ら
ま
せ
は
弓
は
り
の
月
な
き
空
に
ま
よ
は
ま
し
や
は
と
い
ふ
声
た
ゝ
そ
れ
な
り
い
と
う
れ
し
き
も
の
か
ら
12
オ
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注(
１)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
源
氏
物
語
筆
者
目
録
源
氏
物
語
秘
訣｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
三
月)
(
２)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
昌
琢
筆
桐
壺｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
五
年
一
〇
月)
(
３)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
陳
筆
帚
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
八
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
三
月)
(
４)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
玄
的
筆
空
蝉
岡
本
主
水
筆
夕
顔｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
九
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
六
年
一
〇
月)
(
５)
注
４
に
同
じ
。
(
６)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
紅
葉
賀｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
六
巻
二
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
三
月)
(
７)
｢
長
谷
川
端
蔵
『
源
氏
物
語』
西
山
宗
因
筆
宿
木｣
『
文
学
部
紀
要』
第
四
七
巻
一
号
(
中
京
大
学
文
学
部
平
成
二
四
年
一
〇
月)
(
８)
『
石
井
三
家
系
図』
再
稿
(
貴
重
資
料
画
像
京
都
大
学
電
子
図
書
館)
。
中
嶋
謙
昌
氏
｢『
石
井
三
家
系
図』
の
成
立
―
連
歌
師
石
井
家
と
東
九
条
荘
下
司
職
石
井
氏｣
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢』
(
平
成
一
六
年
九
月)
。
石
井
家
に
つ
い
て
は
、
仙
台
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
仙
台
市
史』
五
・
別
編
三
(
仙
台
市
役
所
昭
和
二
六
年
一
二
月)
、
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
宮
城
県
史』
一
四
(
財
団
法
人
宮
城
県
史
刊
行
会
昭
和
三
三
年
一
月)
も
等
も
参
考
と
し
た
。
廣
木
一
人
氏
編
『
連
歌
辞
典』
(
東
京
堂
出
版
平
成
二
二
年
三
月)
｢
石
井
家｣
に
、
連
歌
師
の
家
。
出
自
は
、
室
町
期
以
降
に
九
条
家
家
司
を
務
め
た
石
井
三
家
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
初
代
の
了
派
(
滋
久)
は
宗

門
と
さ
れ
、『
新

菟
玖
波
集』
に
｢
よ
み
人
し
ら
す｣
と
し
て
一
句
入
集
し
て
お
り
、
実
隆
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
近
世
期
以
降
は
、
猪
苗
代
家
と
と
も
に
仙
台
藩
に
仕
え
、
同
家
と
隔
年
で
七
種
連
歌
に
出
座
し
た
。
猪
苗
代
家
と
ほ
ぼ
二
年
交
代
で
京
都
に
住
み
、
公
家
と
伊
達
家
と
の
連
絡
係
を
務
め
た
。
な
お
、
近
世
中
期
の
連
歌
師
了
珍
の
実
父
は
里
村
家
の
昌
築
で
あ
る
。
家
系
は
、
そ
の
後
近
代
ま
で
存
続
し
た
。
78
と
い
う
解
説
も
あ
る
。
(
９)
『
石
井
三
家
系
図』
再
稿
の
了
派
に
｢
連
歌
家
業｣
と
あ
る
。
(
)
正
宗
敦
夫
氏
編
纂
『
顕
伝
明
名
録』
下
(
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
昭
和
一
三
年
一
二
月)
(
)
連
歌
総
目
録
編
纂
会
編
『
連
歌
総
目
録』
(
明
治
書
院
平
成
九
年
四
月)
(
)
菊
田
定
郷
氏
『
仙
台
人
名
大
辞
書』
(
仙
台
人
名
大
辞
書
刊
行
会
昭
和
八
年
二
月)
。
家
臣
人
名
事
典
編
集
委
員
会
編
『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典』
第
一
巻
(
新
人
物
往
来
社
昭
和
六
二
年
一
二
月)
｢
石
井
了
｣
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
(
)
注
８
の
『
宮
城
県
史』
に
同
じ
。
(
)
『
伊
達
世
臣
家
譜』
巻
六
｢
着
座
之
部｣
(
仙
台
叢
書
刊
行
会
編
『
仙
台
叢
書』
続
刊
第
三
巻
東
北
活
版
社
昭
和
一
二
年
三
月)
に
、
｢
猪
苗
代
家｣
の
記
載
が
あ
る
。
(
)
綿
抜
豊
昭
氏
『
近
世
前
期
猪
苗
代
家
の
研
究』
(
新
典
社
平
成
一
〇
年
四
月)
｢
第
七
章
嵐
行
斎
兼
説｣
(
)
注
４
に
同
じ
。
(
	)
池
田
亀
鑑
氏
編
著
『
源
氏
物
語
大
成』
第
一
冊
(
中
央
公
論
社
昭
和
五
九
年
一
〇
月)
(

)
有
川
武
彦
氏
校
訂
『
源
氏
物
語
湖
月
抄』
上
(
講
談
社
学
術
文
庫
昭
和
五
七
年
五
月)
(
)
島
津
久
基
氏
校
訂
『
源
氏
物
語』
(
岩
波
文
庫
昭
和
三
年
八
月)
(
)
江
戸
期
の
版
本
と
し
て
は
、
無
跋
無
刊
記
本
も
｢
十
二｣
で
あ
る
。
版
本
に
つ
い
て
は
、
清
水
婦
久
子
氏
『
源
氏
物
語
版
本
の
研
究』
(
和
泉
書
院
平
成
一
五
年
三
月)
を
参
考
。
(
)
小
井
川
百
合
子
氏
編
『
伊
達
政
宗
言
行
録
―
木
村
宇
右
衛
門
覚
書』
(
新
人
物
往
来
社
平
成
九
年
七
月)
の
中
に
写
真
が
あ
る
。
そ
れ
を
本
文
と
し
た
が
、
平
重
道
氏
他
編
『
伊
達
治
家
記
録』
二
(
宝
文
堂
昭
和
四
八
年
二
月)
で
は
、
二
首
目
｢
と
を
か
り
し｣
は
｢
遠
ク
見
シ｣
、
四
首
目
｢
む
か
し
た
れ｣
は
｢
昔
タ
カ｣
と
異
同
が
あ
る
。
国
書
刊
行
会
編
『
続
々
群
書
類
従』
第
一
四
｢
文
禄
三
年
吉
野
山
御
会
御
歌｣
(
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
四
五
年
一
月)
も
参
考
。
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()
鈴
木
栄
一
郎
氏
他
『
文
武
名
将
伊
達
政
宗

詩
歌
要
釈』
(
仙
台
扶
搖
会
昭
和
一
〇
年
五
月)
藩
祖
伊
達
政
宗
公
顕
彰
会
編
『
伊
達
政
宗

伝
記
史
料』
(
東
北
印
刷
株
式
会
社
昭
和
一
三
年
九
月
・
復
刻
版
文
献
出
版
昭
和
五
三
年
九
月)
高
橋
富
雄
氏
他
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
伊
達
政
宗』
(
新
人
物
往
来
社
昭
和
六
二
年
九
月)
｢
総
論
伊
達
政
宗｣
｢
歌
人
・
伊
達
政
宗｣
(
共
に
高
橋
富
雄
氏)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
平
重
道
氏
他
編
『
伊
達
治
家
記
録』
四
(
宝
文
堂
昭
和
四
九
年
六
月)
(
)
綿
抜
豊
昭
氏
・
岡
本
聡
氏
編
『
伊
達
政
宗
公
集』
(
古
典
文
庫
平
成
一
〇
年
二
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
鈴
木
省
三
氏
編
『
仙
台
叢
書』
第
一
巻
(
仙
台
叢
書
刊
行
会
大
正
一
一
年
一
一
月
・
復
刻
版
宝
文
堂
昭
和
四
六
年
八
月)
注
『
伊
達
政
宗

伝
記
史
料』
や
注

の
『
伊
達
政
宗
公
集』
に
も
収
録
。
(
	)
注

の
『
伊
達
政
宗

伝
記
史
料』
に
記
載
が
あ
る
。
(

)
仙
台
市
博
物
館
編
『
図
説
伊
達
政
宗』
(
河
出
書
房
新
社
昭
和
六
一
年
一
一
月)
伊
達
宗
弘
氏
『
武
将
歌
人
伊
達
政
宗』
(
ぎ
ょ
う
せ
い
平
成
一
三
年
一
二
月)
(
)
注

に
同
じ
。
(
)
宮
城
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
宮
城
県
史』
二
(
財
団
法
人
宮
城
県
史
刊
行
会
昭
和
四
一
年
三
月)
小
林
清
治
氏
｢
伊
達
政
宗｣
(
人
物
叢
書
吉
川
弘
文
館
昭
和
三
四
年
七
月)
高
橋
富
雄
氏
編
『
伊
達
政
宗
の
す
べ
て』
(
新
人
物
往
来
社
昭
和
五
九
年
七
月)
小
林
清
治
氏
他
編
『
伊
達
政
宗
文
化
と
そ
の
遺
産』
(
里
文
出
版
昭
和
六
二
年
九
月)
金
沢
規
雄
氏
｢
伊
達
政
宗
の
文
人
的
境
涯｣
80
綿
抜
豊
昭
氏
『
戦
国
武
将
と
連
歌
師』
(
平
凡
社
新
書
平
成
二
六
年
一
一
月)
(
)
注
８
の
『
宮
城
県
史』
一
四
に
｢
伊
達
家
連
歌
目
録｣
が
あ
る
。
(
)
注
８
の
『
宮
城
県
史』
一
四
に
同
じ
。
(
)
注

の
『
伊
達
政
宗

伝
記
史
料』
に
記
載
が
あ
る
。
(
)
福
井
久
蔵
氏
『
連
歌
の
史
的
研
究』
(
有
精
堂
昭
和
四
四
年
一
一
月)
。
奥
田
勲
氏
『
連
歌
師
―
そ
の
行
動
と
文
学』
(
評
論
社
昭
和
五
一
年
六
月)
。
綿
抜
豊
昭
氏
『
連
歌
と
は
何
か』
(
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
平
成
一
八
年
一
〇
月)
｢
連
歌
そ
の
後｣
、
同
氏
『
戦
国
武
将
の
歌』
(
笠
間
書
院
平
成
二
三
年
三
月)
｢
戦
国
武
将
の
歌
概
観｣
等
を
参
考
。
(
)
小
和
田
哲
男
氏
『
戦
国
大
名
と
読
書』
(
柏
書
房
平
成
二
六
年
二
月)
｢
武
将
た
ち
は
な
ぜ
王
朝
古
典
文
学
を
読
ん
だ
の
か｣
(
)
『
八
代
城
主
・
加
藤
正
方
の
遺
産』
(
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の
森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
平
成
二
四
年
一
〇
月)
に
、
本
書
を
納
め
る
葵
の
紋
が
入
っ
た
外
箱
の
写
真
等
が
あ
る
。
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② 若紫巻 １オ
① 若紫巻 表紙
83
④ 末摘花巻 表紙
③ 若紫巻 終丁
84
⑥ 末摘花巻 終丁
⑤ 末摘花巻 １オ
85
⑧ 花宴巻 １オ
⑦ 花宴巻 表紙
86
⑨ 花宴巻 終丁
